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されてきた。しかし、我が国の南極観測事業のより一層の進展のため、昭和 48 年 9 月 29 日に国立科学
博物館極地研究センターが発展的に改組され、大学共同利用機関として、国立極地研究所が創設された。 
 
昭和 48 年 9 月 29 日  国立極地研究所創設。研究系 4部門、資料系 2部門、管理部 2課 6係及び事業部
1課 2係が設置された。また、南極の昭和基地が観測施設となった。 
昭和 49 年 4 月  研究系に寒地工学研究部門、資料系にデータ解析資料部門、事業部に観測協力室、
並びに図書室が設置された。 
昭秘 50 年 4 月  研究系に地学研究部門、寒冷生物学研究部門、資料系に低温資料部門が設置され
た。 
昭和 50 年 10 月  事業部観測協力室に設営係と定常観測係が設置された。 
昭和 53 年 4 月  研究系に極地気象学研究部門（時限 5 年）、極地鉱物・鉱床学研究部門が設置さ
れ、寒冷生物学研究部門が寒冷生物学第一研究部門と寒冷生物学第二研究部門に
改組された。 
昭和 54 年 4 月  研究系の超高層物理学研究部門が超高層物理学第一研究部門と超高層物理学第
二研究部門に改組され、寒地工学研究部門は極地設営工学研究部門と改称された。 
昭和 56 年 4 月  資料系に隕石資料部門が設置され、みずほ基地が観測施設となった。 
昭和 58 年 4 月 研究系の極地気象学研究部門が廃止され、気水圏遠隔観測研究部門が設置された。
（時限 10 年） 
昭和 59 年 4 月  研究系に隕石研究部門、資料系にオーロラ資料部門が設置された。 
平成 2 年 6 月  北極圏環境研究センターと情報科学センターの 2研究施設が設置され、資料系の
データ解析資料部門が廃止された。 
平成 5 年 4 月  研究系の気水圏遠隔観測研究部門が廃止され、極域大気物質循環部門が設置され
た。総合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻が設置され、同大学の基盤
機関となった。 
平成 6 年 6 月  研究系に地殻活動進化研究部門が設置された。 
平成 7 年 4 月  研究施設に南極圏環境モニタリング研究センターが設置された。 
平成 8 年 5 月 南極圏環境モニタリング研究センターの整備が行われ，資料系非生物資料部門が
廃止された。 
平成 9 年 4 月  北極圏環境研究センター及び南極圏環境モニタリング研究センターの整備が行
われた。 
平成 10 年 4 月  研究施設に南極隕石研究センター、事業部に環境影響企画室が設置された。研究
系の隕石研究部門（客員部門）、資料系の隕石資料部門が廃止された。 
平成 16 年 4 月  大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 国立極地研究所設置。国立大学
法人総合研究大学院大学発足。また、数物科学研究科が改組再編され、複合科学
研究科極域科学専攻となった。 
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26 9 38 
127 
(42) 
所 長 1         1 
副所長  （3）        （3）
研究教育系   16 16 1 20    53 
極域情報系   （3） （6）  （10）  1  
1 
(19) 
極域観測系   （6） （6） （1） （2）    （15）
広報室   （1）   （1）    （2）
国際企画室   （2）       （2）
情報図書室   （1）    2   
2 
（1）
管理部       16 2  18 

















































































































































































































































































































































































                                 各年度10月1日現在  
区分 








16 1 3 18 16  22 28 10 37 132 
17 1 3 16 16  20 29 9 38 129 
















   区分 
年度 
COE 非常勤研究員 研究支援推進員 リサーチ・アシスタント
7 4   
8 4 1 2 
9 4 6 8 
10 4 7 9 
11 7 8 10 
12 7 8 14 
13 7 8 16 
14 7 8 14 
15 5 6 14 
    
   区分 
年度 
プロジェクト研究員 リサーチ・アシスタント
16 16 4 
17 15 3 
18 19 8 
    
   区分 
年度 
特任教員 特任研究員 リサーチ・アシスタント







年度 人件費 物件費 合計 
16 1,218,980 2,203,819 3,422,799 
17 1,207,119 2,165,640 3,372,759 
18 1,265,388 2,062,919 3,328,307 















敷地面積   5,945 ㎡ （板橋地区） 
    1,407 ㎡ （河口湖地区） 
 
建物延面積 
研究棟           6,430 ㎡ （RC 地下 1 階、地上 4 階） 
管理・資料棟  4,002 ㎡ （RC 地下 1 階、地上 6 階） 
ゲストハウス    678 ㎡ （RC 地上 4 階）       11,393 ㎡ 
仮設隕石研究室    186 ㎡ （S  地上 2 階） 
仮設倉庫     30 ㎡ （B  地上 1 階） 
物品庫     67 ㎡ （B  地上 1 階） 
  
 
河口湖・大石研修施設      372 ㎡ （W  地上 2 階）     



























平成 20 年 3 月 31 日現在 
宙空圏研究グループ
 
教 授 理 博 佐 藤 夏 雄 磁気圏物理学 
教 授 工 博 麻 生 武 彦 超高層物理・電子応用計測学 
教 授 工 博 山 岸 久 雄 超高層物理学 
准教授 理 博 宮 岡   宏 プラズマ物理学 
准教授 理 博 田 口   真 超高層物理学 
准教授 理 博 門 倉   昭 磁気圏物理学 
准教授 工 博 堤   雅 基 大気物理学 
講 師 理 博 小 川 泰 信 電離圏物理学 
助 教 理 博 行 松   彰 磁気圏物理学 
助 教 工 博 岡 田 雅 樹 プラズマ物理学 




所 長 理 博 藤 井 理 行 氷河気候学 
教 授 理 博 山 内   恭 大気物理学 
教 授 理 博 神 山 孝 吉 地球化学 
教 授 理 博 和 田   誠 大気物理学 
教 授 理 博 本 山 秀 明 雪氷水文学 
准教授 理 博 伊 藤   一 海洋雪氷学 
准教授 理 博 塩 原 匡 貴 大気物理学 
准教授 工 博 東   久美子 雪氷学 
准教授 工 博 藤 田 秀 二 雪氷物理学 
准教授 理 博 牛 尾 収 輝 極域海洋学 
助 教 学術修 平 沢 尚 彦 気候学 
助 教 理 博 古 川 晶 雄 雪氷学 
助 教 理 博 森 本 真 司 大気物理学 
助 教 理 博 橋 田   元 極域大気科学 




教 授 理 博 白 石 和 行 地質学 
教 授 理 博 澁 谷 和 雄 固体地球物理学 
教 授 理 博 小 島 秀 康 隕石学 
教 授 理 博 本 吉 洋 一 地質学 
准教授 理 博 船 木   實 岩石磁気学 
准教授 理 博 野 木 義 史 固体地球物理学 
准教授 学術博 三 澤 啓 司 宇宙化学 
准教授 理 博 土 井 浩一郎 測地学 
助 教 理 博 金 尾 政 紀 固体地球物理学 
助 教 理 博 三 浦 英 樹 第四紀地質学 
助 教 理 博 今 榮 直 也 隕石学 
助 教 理 博 山 口   亮 隕石学 
助 教 理 博 海 田 博 司 鉱物学・隕石学 
助 教 理 博 外 田 智 千 地質学 




教 授 水産博 福 地 光 男 海洋生態学 
教 授 理 博 神 田 啓 史 植物分類学 
教 授 水産博 小 達 恒 夫 生物海洋学 
教 授 農 博 渡 邉 研太郎 海洋生態学 
准教授 理 博 工 藤   栄 水圏生態学 
准教授 理 博 伊 村   智 植物生態学 
准教授 理 博 高 橋 晃 周 動物生態学 
助 教 学術博 内 田 雅 己 微生物生態学 
助 教 理 博 笠 松 伸 江 生物地球化学 
助 教 水産博 飯 田 高 大 衛星海洋学、海洋光学、海洋生態学 
 
 
教 授 理 博 鮎 川   勝 極地設営工学 














① 佐藤 夏雄 教授、副所長（研究教育担当） 
1. 専門分野 磁気圏物理学・オーロラ物理学 







2）国際 SuperDARN レーダーを用いたオーロラ現象の観測研究  




地球電磁気・地球惑星圏学会会員、American Geophysical Union 会員、 
SCAR ICESTAR Lead member（2006-） 
日本学術会議地球惑星科学委員会国際対応分科会 IPY 対応小委員会委員長（2006.6-2008.9） 
日本学術会議地球惑星科学委員会国際対応分科会 SCAR 対応小委員会委員長（2006.6-2008.9） 
日本学術会議地球惑星科学委員会国際対応分科会 IHY 対応小委員会委員長（2006.6-2008.9） 
日本学術会議地球惑星科学委員会国際対応分科会 IASC 対応小委員会委員長（2006.6-2008.9） 








② 麻生 武彦 教授 
 
③ 山岸 久雄 教授 














2 周波イメージングリオメータ観測による 10MeV 帯降下プロトンの検出 
多周波での電波吸収観測により電波吸収のスペクトル指数ｎを求めることができる。ｎは吸収層高
度が 80km 以上であれば常に 2 となるが、非常にエネルギーの高い降下粒子により高度 80km 以下が電
離されると n は 2 よりも小さな値をとることが理論的に予測される。昭和基地の 30MHz と 38.2MHz イ
メージングリオメータから電波吸収スペクトル指数ｎを計算する方法を確立し、太陽プロトン現象時











本庄西中を TV 会議システムで結ぶ実験報告会（平成 19 年 7 月 10 日）に結実させた。 
 
④ 宮岡 宏 准教授 極域情報系極域データセンター 
1. 専門分野 超高層物理学、オーロラ物理学 






クオーロラや大磁気嵐に伴う大規模な F 層電子密度の異常増加現象の解析を行った。 
4. 学会活動及び社会的活動 






⑤ 田口 真 准教授 
 
⑥ 門倉 昭 准教授 











・また観測史上最高に良い共役性の見られた 2003 年 9 月 26 日イベント時の、脈動オーロラの共役性に
ついての共同研究者による論文がＧＲＬ誌に掲載された。 
・2007 年 9 月 20 日～22 日の期間、トロムソ EISCAT サイトにある極地研借用のオーロラ観測小屋内の
光学観測機器の保守・設置を行い、その後、EISCAT レーダーとの同時観測が可能となった。 





















⑦ 小川 泰信 講師 











地球電磁気・地球惑星圏学会、American Geophysical Union、 
非干渉散乱レーダー委員会委員（2006.12-）、EISCAT data representative of Japan（2006.10-）、 
EISCAT schedule representative of Japan（2006.10-）  
5. 講演など 
小川泰信、澤津橋磨由子、野澤悟徳、藤井良一、サブストーム時における極域電離圏イオン上昇流の時
間・空間変化、第 31 回極域宙空圏シンポジウム, 国立極地研究所, 2007 年 07 月 24 日.  
Y. Ogawa, K. Seki, M. Hirahara, K. Asamura, T. Sakanoi, Y. Ebihara, Y. Obuchi,S. C. Buchert, 
I. Sandahl, S. Nozawa, and R. Fujii,Relationship between ion upflows and suprathermal ions 
observed with the EISCATSvalbard radar and Reimei satelliteThe 13th International EISCAT 
Workshop, Mariehamn, Finland, August 06-10, 2007.  
小川泰信, 麻生武彦, 藤井良一, 野澤悟徳, 大山伸一郎, 平原聖文, S. C. Buchert, I.Haggstrom, A. 
Westman, and M. Langteigen,EISCAT スヴァールバルレーダーを用いた極冠域電離圏における極風
の観測的研究第 120 回地球電磁気・地球惑星圏学会、名古屋大学、2007 年 09 月 29 日.  
小川泰信、澤津橋磨由子、野澤悟徳、藤井良一、サブストーム時における極域電離圏イオン上昇流の時
間・空間変化、第 120 回地球電磁気・地球惑星圏学会、名古屋大学、2007 年 09 月 29 日（ポスター）.  
Y. Ogawa, S. C. Buchert, A. Sakurai, S. Nozawa, and R. Fujii,Solar activity dependence of ion 
upflow in the polar ionosphere, International CAWSES Symposium, Kyoto University, October 
23-27, 2007（ポスター）.  
 
⑧ 行松 彰 助教 
1. 専門分野 電離圏・磁気圏物理学 
2. 研究課題 SuperDARN 短波レーダーを用いた極域超高層大気の研究 
3. 研究活動 
主に SuperDARN レーダー等のレーダーを用いた電離圏・磁気圏物理学や極域電離大気と中性大気との
相互作用についての観測的研究を行った。特に、Yukimatu and Tsutsum, GRL, 2002 の新時系列観測・
解析（TMS）手法に、前年に開発された周波数領域干渉計（FDI）観測手法を導入した観測モード（TMS/FDI）
で Tromso の EISCAT 電離圏加熱装置により人工励起された電離圏沿磁力線不規則構造（FAI）のデータ
解析を行い、FAI 中に異なる 3 つのスペクトル成分が存在すること等を見出した。更に、観測手法の改





地球電磁気・地球惑星圏学会、American Geophysical Union  
5. 講演など 
Yukimatu, A. S., K. Nishimura, M. Tsutsumi, Y. Ogawa, N. Sato, D. M. Wright, T. K. Yeoman,  
M. T. Rietveld, and M. Lester, Range Imaging by FDI -heater induced FAIs observed by SuperDARN 
and EISCAT -, SuperDARN Wo rkshop 2007, Abashiri, Hokkaido, 2007.6.4 -8. 
Yukimatu, A. S., fitacf, lag-0 power, new ROS and TMS mode ～to fitacfers～, SuperDARN 
Workshop 2007, Abashiri, Hokkaido, 2007.6.4 -8. 
行松彰、西村耕治、堤雅基、小川泰信、佐藤夏雄、D.M. Wright、T.K. Yeoman、T. Robinson、M. Lester,  
時系列データ取得法及び FDI 手法を用いた SuperDARN 短波レーダーと EISCAT 加熱装置による人工励起 
FAI の観測, 2007 年地球惑星科学関連学会合同大会, 幕張, 千葉, 2007.5.19-24.  
Yukimatu, A. S., K. Nishimura, M. Tsutsumi, Y. Ogawa, N. Sato, D.M. Wright, T.K. Yeoman, M. 
Rietveld, and M. Lester, SuperDARN 及び EISCAT による人工励起電離層沿磁力線不規則構造の観測, 
第 31 回極域宙空圏シンポジウム, 国立極地研究所, 東京, 2007.7.23-24.  
行松彰、西谷望、亘慎一、細川敬祐、菊池崇、小川忠彦、佐藤夏雄、SuperDARN：現状と将来, 第 122
回地球電磁気・地球惑星圏学会総会・講演会, 名古屋大学, 愛知, 2007.9.28-10.1.  
行松彰、西村耕司、小川泰信、堤雅基、佐藤夏雄、M. T. Rietveld 、D. M. Wright 、T. K. Yeoman 、 
M. Lester, SuperDARN 及び EISCAT による電離圏人工励起沿磁力線不規則構造の観測, 第 122 回地球
電磁気・地球惑星圏学会総会・講演会, 名古屋大学, 愛知, 2007.9.28-10.1.  
Yukimatu, A. S., K. Nishimura, Y. Ogawa, M. Tsutsumi, N. Sato, M. T. Rietveld, D. M. Wright,  
T. K. Yeoman, M. Lester, SuperDARN/EISCAT による電離圏人工励起 FAI の観測, 平成 19 年度名古屋
大学太陽地球環境研究所「れいめい－地上同時観測研究集会」、国立極地研究所「電離圏・磁気圏のリ
モートセンシングデータとモデルの結合」合同研究集会, 東北大学東京分室, 東京, 2008.1.18.  
Yukimatu, A. S., K. Nishimura, Y. Ogawa, M. Tsutsumi, N. Sato, M. T. Rietveld, D. M. Wright, 
T. K. Yeoman, M. Lester, 電離圏人工励起 FAI の SuperDARN 観測, H19 年度名古屋大学太陽地球環境
研究所研究集会「中緯度短波レーダー研究会」, 名古屋大学, 愛知, 2008.1.28.  
行松彰、細川敬祐、北極域 SuperDARN 観測の現状報告, 平成 19 年度国立極地研究所「EISCAT レー




⑨ 岡田 雅樹 助教 
1. 専門分野 磁気圏プラズマ物理学 






測隊として第 49 次南極地域観測隊に参加。 
4. 学会活動及び社会的活動 
地球電磁気・地球惑星圏学会、電子情報通信学会、情報処理学会、American Geophysical Union,  




⑩ 堤 雅基 准教授 
1. 専門分野 大気物理学 















⑪ 冨川 喜弘 助教 
1. 専門分野 中層大気科学 
2. 研究課題 中層大気の力学と物質輸送、および粒跡線モデルの開発 















① 藤井 理行 教授、所長 











日本雪氷学会会長(平成 19.5～）、大学共同利用機関協議会会長（平成 19.4.1～20.3.31） 
Asian Forum for Polar Sciences 議長（平成 18.10.1～20.9.30）、COMNAP 日本代表（平成 17.10～） 
FARO 日本代表（平成 19.10～）、IPCC AR4 WG1 Lead Author（平成 16.8～） 





日本極地振興会評議員（平成 15.5～）、宇宙科学評議会委員（平成 19.4.1～21.3.31） 
核融合科学研究所外部評価委員（平成 20.2.29～21.3.31） 
海洋研究開発機構地球環境観測研究センターアドバイザー（平成 19.4.1～21.3.31）  
5. 講演など 
国立情報学研究所軽井沢懇話会講演「マイナス 70 度での南極観測フロンティア」 
（平成 19 年 6 月 30 日、国立情報学研究所軽井沢セミナーハウス） 
日大文理学部公開シンポジウム「極圏・雪氷圏と地球環境変動」 
講演「極域氷床に記録された地球環境変動」 
（平成 19 年 10 月 20 日、日大文理学部百周年記念館国際会議場） 
日本製紙連合会講演「南極観測と地球環境－南極観測 50 年と未来可能性－」 
（平成 19 年 10 月 27 日、銀座紙パルプ会館） 
 
② 山内 恭 教授、極域観測系北極観測センター 
1. 専門分野 大気物理学、極域気候学 

















日本学術会議地球惑星委員会国際対応分科会 SCAR 対応小委員会委員（2006 年～2008 年 9 月）、 
同国際極年（IPY）2007-2008 小委員会委員（2006 年～2008 年 9 月）、 
日本学術会議環境科学委員会・地球惑星科学委員会 IGBP/WCRP 分科会 IGAC 小委員会委員 
（2006 年～2008 年 9 月） 
5. 講演など 
スバールバル・ニーオルスン大気科学ワークショップ（4 月 14 日～20 日ニーオルスン）講演 
千葉大環境リモートセンシング研究センター、セミナー（4 月 25 日）講演 
日本気象学会、極域寒冷域研究連絡会（5 月 13 日）講演 
総研大サマープログラム特別講演（6 月 14 日）講演 
第 4 回アジア・オセアニア地球科学協会 AOGS（7 月 30 日～8 月 3 日バンコク）研究発表 
福井県立藤島高校（SSH）（9 月 28 日）講演、科学技術学園高校（11 月 13 日）講演 
日大文理学部連続講義（11 月 29 日、12 月 6 日）講義 
日本－スイス二国間セミナー（2 月 13～18 日ベルン）講演 
自由学園高等部（3 月 15 日）地学特別講義 
 
③ 神山 孝吉 教授 


















④ 和田 誠 教授 
1. 専門分野 大気物理学、特に雲物理学 

















⑤ 伊藤 一 准教授、極域観測系北極観測センター 
 
1. 専門分野 海洋雪氷学 


















⑥ 塩原 匡貴 准教授 




















づき、混合相雲の氷化過程について調べた。その結果、2007 年 3 月 21 日の観測例では、過冷却状態
の水雲の上部にすでに発生していた氷雲から氷晶粒子が降り注ぎ、その種まき作用により水雲が氷化
し、さらに氷と水に対する飽和蒸気圧の差に起因する氷晶の成長と沈降およびライミングによって氷
化が促進する様子が示された（Campbell and Shiobara 2008, Polar Science, 2, 121-127）。 




共著論文として Atmos. Chem. Phys. に公表された（Myhre et al, 2007; Stohl et al, 2007）。特に、
その光学特性に着目し、スカイラジオメータ観測に基づいて、2006 年 5 月 2 日の特異現象時とその前




ことが示唆された（Shiobara et al. 2008, Polarnet Technical Report PTR-1/2008,32-35）。 
4. 学会活動及び社会的活動 




⑦ 本山 秀明 教授、極域観測系南極観測推進センター、極域情報系極域科学資源センター 
















本山秀明, 南極氷床コアから分かる過去の地球環境変動, 日本気象学会関西支部、第 29 回夏季大学、
キャンパスプラザ京都、8 月 7 日～8 日, 2007  
本山秀明, 南極ドームふじ基地での氷床深層掘削と過去数十万年の地球規模気候・環境変動, 法政地理
学会講演会、法政大学ボアソナードタワー、11 月 10 日, 2007  
 
⑧ 東 久美子 准教授、観測情報系極域科学資源センター 
1. 専門分野 雪氷学 









日本雪氷学会会員、International Glaciological Society 会員、 
American Geophysical Union 会員、日本雪氷学会評議員（2007.5.31～2 年間の予定）、








⑨ 藤田 秀二 准教授、極域情報系極域科学資源センター 




・雪氷圏電波リモートセンシング（特に RF レーダサウンディング技術） 
・南極 2,504m ドームふじコアの解析 
・コア解析手法の開発 











日本雪氷学会、国際雪氷学会、American Geophysical Union 、日本リモートセンシング学会、 




学会発表（招待） 藤田秀二, 阿部彩子, 東久美子, 東信彦, Greve Ralf, 本堂武夫, 堀内一穂, 亀田
貴雄, 川村賢二, 河野美香, Parrenin Frederique,Pattyn Frank, 齋藤冬樹, 佐藤和秀, 宮本淳, 本山
秀明, 植村立, ドームふじ氷床深層コアの最深部の年代研究, 日本地球惑星科学連合大会 2007 年大会
（2007 年 5 月 19 日－24 日、幕張メッセ国際会議場, 2007 
 
⑩ 牛尾 収輝 准教授、極域観測系南極観測推進センター 
1. 専門分野 極域海洋学 











⑪ 平沢 尚彦 助教、極域情報系極域データセンター 



















⑫ 古川 晶雄 助教 
1. 専門分野 雪氷学 














⑬ 森本 真司 助教 
1. 専門分野 大気物理学 










⑭ 橋田 元 助教 
1. 専門分野 極域大気科学極域海洋学 















⑮ 川村 賢二 助教 






期南極ドームふじ氷床コアの気体成分の基本解析を、過去 57 万年まで約 2000 年の時間分解能で進めた
（二酸化炭素、メタン、一酸化二窒素、窒素と酸素の安定同位体比、酸素/窒素比、アルゴン/窒素比、






日本気象学会，日本雪氷学会，日本第四紀学会，American Geophysical Union,  






① 白石 和行 教授、副所長（極域観測担当・2008 年 1 月～）、極域データセンター長 
1. 専門分野 地質学、岩石学、地球年代学、テクトニクス 














② 澁谷 和雄 教授、情報図書室・室長 
1. 専門分野 測地学、固体地球物理学 
2. 研究課題  
南極における測地・固体地球物理学に関する研究を行っている。グローバルネットワークとしての昭
和基地の各測地基準点の維持管理とデータアーカイブ・解析が、そのまま地球変動現象の把握と解明に











会員：地震学会、火山学会、American Geophysical Unio  
委員：測地学会誌編集委員、ERSDAC PALSAR 地上システム運用委員会委員、 




③ 小島 秀康 教授 
 
④ 本吉 洋一 教授、副所長（極域情報担当）、広報室・室長 
1. 専門分野 地質学、岩石学、鉱物学 



















⑤ 船木 實 准教授 














地球電磁気・地球惑星圏学会、日本惑星科学会、The Meteoritical Society、American Geophysical Union、
はやぶさサンプル分析検討委員（1999～）  
5. 講演など 
南極の岩石と隕石、静岡聖光学院中高等学校(2007 年 2 月 5 日)  
極限の世界－南極、荒川区立第一中学校(2008 年 2 月 1 日)  
 
⑥ 野木 義史 准教授 
1. 専門分野 固体地球物理学、テクトニクス、地球内部電磁気学 
















⑦ 三澤 啓司 准教授 
1. 専門分野 宇宙地球化学、同位体年代学 
2. 研究課題 火星隕石の年代学研究 
3. 研究活動 
火星地殻－マントルの進化過程を、火星隕石の元素存在度、同位体組成にもとづいて解明する。特に、










⑧ 土井 浩一郎 准教授 















⑨ 金尾 政紀 助教 
1. 専門分野 地地震学、地球内部物理学、火山学、テクトニクス、地球環境学、情報通信技術 














日本学術会議地球惑星科学委員会国際リソスフェアプログラム ILP 小委員会(2006.4-) 
日本学術会議特任連携会員(2007.4-2007.7)、日本地震学会評議員（2007.4-) 
東京大学地震研究所共同利用特定 B「フロンティア観測地球科学の推進」代表（2007.4-） 




Broadband seismicarray deployments around the Lutzow-Holm BayRegion, East Antarctica;  
IPY 2007-2008 contribution（The 14th KOPRI International Symposium on Polar Sciences, May 15-17, 
Incheon, Korea, 2007） 
 
⑩ 三浦 英樹 助教 
1. 専門分野 地形学・第四紀地質学、自然誌・自然史科学 





















（日本大学船橋キャンパス、2008 年 3 月 28 日） 
 
⑪ 山口 亮 助教 
1. 専門分野 隕石学、鉱物学 













⑫ 海田 博司 助教 
1. 専門分野 隕石学、鉱物学、地球化学 













⑬ 外田 智千 助教 
1. 専門分野 地質学、岩石学 
2. 研究課題 大陸地殻の地質学、岩石学、年代学的研究 
3. 研究活動 
南極産変成岩試料を用いて、変成作用のプロセスと年代時間軸とをリンクさせるための解析をおこな






⑭ 青山 雄一 助教 
1. 専門分野 測地学、地球システム学、地球計測学 
















測隊に参加し、南極昭和基地で越冬している。前述の GPS 反射波受信機、ならびに GPS 連続観測システ
ムは昭和基地に持ち込んでおり、平成 20 年度に動作試験を行う予定である。 
4. 学会活動及び社会的活動 
測地学会、気象学会、American Geophysical Union  
 
5. 講演など 
Aoyama, Yuichi, Koichiro Doi, Yoshifumi Nogi, Kazuo Shibuya and Naoto Ishikawa, Ocean bottom  
pressure measurements in the Antarctic Ocean, AOGS 2007, Bangkok, Aug. 1, 2007.  
青山雄一・土井浩一郎・澁谷和雄・海老沼拓史, GPS 反射法を用いた海氷・氷床表面計測～総合的南 
極氷床変動検出に向けて～, 南極研究観測シンポジウム, 東京都板橋区, 2007 年 6 月 15 日.  
青山雄一・土井浩一郎・野木義史・澁谷和雄・石川尚人, リュッツォホルム湾沖における海底圧力計
観測値と海洋潮汐モデルの比較, 日本惑星科学連合 2007 年大会, 千葉県千葉市, 2007 年 5 月 22 日.  
 
⑮ 今榮 直也 助教 
1. 専門分野 隕石学、鉱物学、岩石学 









日本鉱物科学会、日本惑星科学会、The Meteoritical Society  
5. 講演など 
パリ自然史博物館セミナー（2007 年 11 月「レールゾライト質シャーゴッタイトの岩石学」） 




① 福地 光男 教授 
1. 専門分野 極域海洋生態学 





















② 神田 啓史 教授、極域観測系北極観測センター・センター長 























③ 小達 恒夫 教授 
 
④ 渡邉 研太郎 教授、国際企画室 
1. 専門分野 海洋生物学、海洋生態学 






Phycological Society of America ほか 
第 30 回南極条約協議会議代表団員、南極海洋生物資源保存条約第 26 回年次会合代表団員、 
日本学術会議地球惑星科学委員会国際対応分科会 SCAR 小委員会幹事、同 IASC 小委員会幹事、 
アジア極地科学フォーラム(AFoPS)事務局長、 
平成 19 年度南極地域環境保護モニタリング技術指針作成検討会委員（環境省委託事業） 
5. 講演など 
東京工業大学環境月間特別講演会で特別講演「南極のペンギンからみた地球環境問題」（2007.6.20）、 








⑤ 工藤 栄 准教授 
1. 専門分野 水圏生態学、植物生態学 














日本生態学会、日本陸水学会、日本海洋学会、第 48 次南極地域観測隊夏隊 
5. 講演など 
「南極湖沼の植物、ストレスに満ちた環境での成功の秘訣は？ 光合成活動の測定を通じた研究の紹介
と今後」日本光合成研究会シンポジウム(岡山大) 招待講演(2007/5)  
「南極ってどんなとこ？」板橋区金沢小学校招待講演(2007/5)  
 
⑥ 伊村 智 准教授 
1. 専門分野 植物繁殖生態学 














⑦ 高橋 晃周 准教授、極域情報系極域科学資源センター 
1. 専門分野 動物生態学、動物行動学、海洋生態学 














⑧ 内田 雅巳 助教 

















⑨ 笠松 伸江 助教 
1. 専門分野 生物地球化学 
2. 研究課題 海洋における DMS（硫化ジメチル）動態に関する研究 
3. 研究活動 







福井市上文殊小学校（2007 年 12 月 4 日/福井市）、ジュニア科学者訪問（2007 年 7 月 24 日/極地研） 
 
⑩ 飯田 高大 助教 















① 鮎川 勝 教授、極域観測系南極観測推進センター・センター長 
1. 専門分野 極地設営工学 














東京電機大学 100 周年記念事業特別講義(2007.06.13) 
 
② 菊池 雅行 助教 


















P1． 佐藤 夏雄 
研究課題 南北両極からみたオーロラと電磁圏変動の研究 
研究期間 平成 16～21 年度 
所内共同研究者 麻生武彦・山岸久雄・宮岡 宏・田口 真・門倉 昭・行松 彰・岡田雅樹・堤 雅基・ 
小川泰信・冨川喜弘・高崎聡子 
人数 62 人 

























イメージャー(CAI) は MF 帯オーロラ電波観測の補助データとして、光学オーロラ活動をモニターする
ため、冬期に自動観測を実施している。また、過去のデータを用いた解析研究では、(1)2003 年 9 月 26
日イベント時の脈動オーロラの共役性についての論文が GRL 誌に掲載された。(2)2003 年の昭和基地全





ので、2008 年 3 月上旬、フサフェルに設置することにした。当面、1 時間毎に観測データを極地研情報
基盤センターの Polaris システムに伝送し、国内側で 1 日 1 ファイルの保存用データにまとめると同
時に、サマリープロットを作成する予定である。 
2）MF 帯オーロラ電波の観測 
2005 年よりアイスランド・フッサフェル観測所における MF 帯オーロラ電波の偏波観測を継続してお
り、今年度は、9 月と 3 月に主に観測装置のメンテナンスを目的として現地作業を行っている。2007
年度は複数のイベントが観測されており、観測された偏波特性は、MF 帯オーロラ電波がいずれも L-O 
mode であることを示唆している。これは、現在提案されている放射機構を支持するものであったが、
2007 年 5 月 23 日に観測された auroral roar は、この放射機構では説明できない周波数に出現した。




2. SuperDARN レーダーを中心とした研究 
2-1）極域中間圏夏季エコーと F 層ポーラーパッチの観測研究 
夏季極域中間圏エコー（PMSE）の研究を進めるため、2008 年 1 月を中心に南極 SuperDARN 短波レー
ダーによる PMSE キャンペーン観測が行われ、昭和基地レーダーも参加した。近年、大気観測用 VHF レ
ーダーを用いた南極PMSEの観測が盛んになってきており、今後はSuperDARNとの比較が重要になろう。
PMSE は中間圏寒冷化の研究に有用であると思われるが、これを確証するには更なるデータ蓄積が必要
である。極冠域 F 層に出現するポーラーパッチを全天カメラと SuperDARN で同時観測し、パッチ内の不
規則構造を議論した。 
2-2）可視オーロラとの比較観測 






ると解釈し、現在投稿論文を作成している。本報告書提出段階では未実施であるが、2008 年 3 月にノ




2007 年 3 月に実施した SuperDARN-EISCAT 加熱実験により得られた EISCAT 生データから高時間・高
空間分解能データベースを作成し、そのデータベースを用いて電離圏モジュレーションの時間・空間変
化とその成因、励起した電離圏擾乱が背景のプラズマ物理量に与える影響を調査した。また、2008 年 3
月上旬に SuperDARN-EISCAT 加熱実験を再度実施する予定である。 
SuperDARN の生 IQ 時系列観測・解析手法を用いた研究を更に進めた。2007 年 3 月に EISCAT・SuperDARN
で取得された、電離圏加熱装置による電離圏人工励起沿磁力線不規則構造（FAI）の、SuperDARN 初の
多波長周波数領域干渉計（FDI）観測データの解析を重点的に行った。この結果、人工励起 FAI に、少
なくとも 3 つのスペクトル成分が存在し、観測領域レンジ内の FAI の消長の詳細を示す可能性があるこ
とを示した。 
2-4）北海道中緯度レーダーとの比較研究 
電離圏・熱圏における、極域から中緯度領域へのエネルギー輸送過程を研究するため、平成 18 年 11 
月に稼働を開始した SuperDARN Hokkaido HF radar (北海道－陸別 HF レーダー) のデータおよび極域
















新及び RAID 装置導入を行った。 
3. 南極点基地でのオーロラ撮像観測研究 
昭和第一レーダーの視野の直下にあたるアムンゼン・スコット南極点基地でオーロラ観測を行うべく、
全米科学財団(NSF)と米国 Siena大学 Weatherwax博士の協力のもと平成 19年 11月に単色全天イメージ
ャを設置した。平成 20 年 4 月の運用開始に向け、データの蓄積と準リアルタイムでのネットワーク配
送の準備を行った。 
 
P2． 麻生 武彦 
研究課題 極域電磁気圏・中層・超高層大気の結合と変動に関する研究 
研究期間 平成 16～21 年度 
所内共同研究者 佐藤夏雄・山岸久雄・宮岡 宏・門倉 昭・田口 真・小川泰信・行松 彰・岡田雅樹・
堤 雅基・冨川喜弘 
人数 32 名 






・れいめい衛星と ALIS、EISCAT の一般化トモグラフィー研究を進める。 
・ファブリーペローイメージャーによる熱圏風速・温度データを用いて、磁気嵐時の F 層温度変動、E
層温度とオーロラ活動の関係に焦点をしぼり研究を進める。 







1-1 EISCAT による磁気圏・電離圏結合 1-2 EISCAT による電離圏・熱圏結合  
1-3 EISCAT と光学同時観測  1-4 EISCAT と衛星観測  1-5 EISCAT と HF レーダー 
2006 年度に新たに開発した EISCAT レーダーパルススキーム及び観測プログラムを用いて、2007 年 6
月から 2008 年 1 月にかけて EISCAT レーダーとれいめい衛星との同時観測を合計 48 回実施し、そのデ
ータを基にした分子イオン流出及び極風（Polar wind）の研究を行った。さらに極域電離圏イオン流出
現象の総合観測として、SCIFER-2 ロケットキャンペーン観測を 2008 年 1 月に実施した。この国際共同
によるキャンペーン観測時に、EISCAT スバールバルレーダー（ESR）のオペレーション及び電離圏状態
のモニタリングの役割を担った。ロケットは 1 月 18 日 0730 UT にアンドーヤ（ノルウェー）より無事
打ち上げられ、詳細なデータ解析を分担して進めている。 
2007 年 10 月から 12 月にかけて、トロムソ及びキルナ上空におけるれいめい-EISCAT UHF/VHF レーダ 
ー同時観測を合計約 50 回実施した。この共同観測は、スウェーデン及びノルウェーとの国際共同で実




2-1 スバールバル流星レーダー(NSMR) 2-2 ロムソ流星レーダー(NTMR) 2-3 北極 SOUSY SMART レーダー  
2-4 昭和 MF レーダー  2-5 SuperDARN レーダー  2-6 ポーカーフラット MF レーダー  











したクイックルックプロットを、現地のウェブを通じて公開する計画を進めている。2006 年 5 月に OH
大気光分光観測、MU レーダー、OH 大気光全天イメージングの同時観測によって捉えられた大気重力波
の特性を分析した結果を論文にまとめた。オーロラ帯における中間圏界面領域のダイナミクスを研究す
るために、明るい光学系とグリズムを組み合わせた新しい OH 大気光観測装置を開発した。OH 大気光観








光学及び ECC オゾンゾンデを用いた高高度気球観測を三陸(JAXA 大気球観測所)で行った。気球は高






P3． 山内 恭 
研究課題 極域大気－海洋－雪氷圏における物質循環の解明 
研究期間 平成 16～21 年度 
所内共同研究者 和田 誠・塩原匡貴・伊藤 一・平沢尚彦・橋田 元・森本真司・冨川喜弘・鈴木香寿恵・ 
中岡慎一郎・浅井智則 
人数 46 名 








































の測器を 49 次隊で昭和基地に持ち込み、合計 4 機の気球を飛揚し、1 機は飛揚中からさらに回収時に



















P4． 本山 秀明 
研究課題 氷床コアによる氷期サイクルの気候・環境変動の研究 
研究期間 平成 16～21 年度 
所内共同研究者 藤井理行・神山孝吉・神田啓史・東久美子・藤田秀二・伊村 智・古川晶雄・森本真司・ 
川村賢二・平林幹啓・河野美香・三宅隆之 
人数 61 名 
経費 1,000 千円 
研究目的 
1．過去 34 万年の気候・環境変動の高時間分解能研究 
連続融解分注装置を実用化する。実際に雪氷コアを連続融解することで、装置の問題点を解決してい 
き、高時間分解能解析の効率化を図る。第 2 期ドームふじ深層コアが掘削されたことで、第一期深層コ
アとあわせて、2,503m までは 2 本ある。ドームふじ氷床コアの研究組織であるアイスコアコンソーシ
アムを中心に、合理的でかつ革新的な研究を進める。 
2．過去 72 万年の気候・環境変動の学際的解明 


























2．過去 72 万年の気候・環境変動の学際的解明 
第 2 期コアの 2,400m 以深の基本解析については、C コア（断面積は全体の約 18%）を 10cm 間隔で連
続的にサンプリングして分析する。分析方針を記す。同位体のサンプリング及び分析は、(1)2,400～
2,500ｍの間で 10深度のコアを選び、50cmのコアを 10cm間隔で連続、(2)2,400～2,500mを連続、(3)1.5m
毎に 10cm、(4)0.5ｍ毎に 10cm、(5)2,500m 以深を連続、という順序で行う。イオン、固体微粒子、ｐH、
電気伝導度のサンプリング及び分析は、(1)2,400～2,500ｍの間で 10 深度のコアを選び、50cm のコア
を 10cm 間隔で連続、(2)1.5m 毎に 10cm、(3)0.5m 毎に 10cm、(4)2,500m 以深を連続、という順序で行
う。これを含めて第 2 期コア全体の基本解析は 5 年程度を見込んでいる。年代決定に有力な N2/O2 の解
析は精力的に行っている。 






水素と酸素の安定同位体比を組み合わせた指標である d-excess を用いることで降雪をもたらした水 
蒸気が発生した海域の環境を復元することも可能である。これまでの研究では、南極のドームふじや 




動は、Vostok コアの過去 42 万年間が最長であったが、本研究はこれを大きく延長した。安定同位体比
（2H/1H, 18O/16O）の変動からは、おおよそ 45 万年前（MIS12 前後）の前後で、氷期・間氷期サイク
ルが強化した Mid-Brunhes イベントが確認できる。しかし、同期間の d-excess の変動を調べた結果、 
同位体比の変動ほど氷期サイクルの強化はなく、比較的安定した振幅であったことがわかった。この結 












に含まれる Sr の濃度は約 40ppt と非常に低濃度であった。同位体分析用の試料は同位体分析時の同重
体の干渉を避けるため、あらかじめ Sr と Rb の分離を行っておく必要がある。そこで、低濃度の Sr 単
離法を確立するため、前処理に関する検討を行った。本研究では特殊な固相抽出法を用いて前処理を行
ったのち、磁場型多重検出型(マルチコレクター; MC)ICP-MS を用いて Sr 同位体比の測定を行った。そ
の結果、87Sr/86Sr 比は 0.7096 であり、南アメリカ大陸パタゴニア地方を発生源とする粒子の寄与が大
きいとされる、Dome C や Vostok で採取されたコアの分析結果と近い結果が得られた。Holocene など
の粒子状物質濃度が低い時期では、Sr などの大陸起源の粒子状物質に含まれる元素濃度も低い。その
ため Dome C や Vostok のコアの Sr同位体に関するデータはいまのところ粒子状物質濃度が高い氷期な
どのデータのみである。本研究で開発した方法では、87Sr/86Sr 比の測定に必要な試料量は 5 ngSr であ
り、Holocene など元素濃度が低い間氷期などの時代を含めた南極氷床コアへの応用が可能となった。 
3．グリーンランド氷床コアとの比較研究 





研究集会「南極氷床の物理・化学・生物のフロンティア（その 4）」を 3 月 17 日－19 日に開催した。 
 
P5． 牛尾 収輝 
研究課題 南大洋インド洋区の海洋海氷変動機構の解明 
研究期間 平成 16～21 年度 
所内共同研究者 － 
人数 16 名 
経費 － 





P6-1． 澁谷 和雄 
研究課題 南極氷床・南大洋変動史の復元と地球環境変動システムの解明：測地学的手法による 10 年 
規模変動の検出と解釈 
研究期間 平成 16～21 年度 
所内共同研究者 土井浩一郎・野木義史・青山雄一 
人数 24 名 




VLBI, GPS, SG, AG, OBP, GRACE, SAR データなどを駆使して、10 年規模の地殻変動、プレート運動、
氷床変動を分離する。そして、最近の変動の様相から水循環・環境変動の予測に関する情報を抽出する。
特に Enderby Land 地域における GRACE 衛星による見かけ上の質量増加が何によるものかに注目する。 
そのために、リュツォ・ホルム湾露岩域及びエンダビーランド域において行った GPS 繰り返し測定、
リュツォ・ホルム湾に続く外洋域で行った OBP 観測データの解析を行う。また、GPS 長期無人観測の実
現を目指し、ECaSS による電源バックアップの実用化試験を行い、JARE-49 で搬入し試験する。AG, SG, 
VLBI, GPS の総合解析により、永年変動だけではなく、季節変動の抽出を試みる。JERS-SAR, ERS-InSAR, 
ICESat データ解析による氷河・氷床変動結果をまとめるとともに、ALOS/PALSAR の SAR データ解析を進
め、10 年間の経過後の氷床変動の変化を調べる。 
研究実績  
平成 18 年度から継続して改訂を行ってきた投稿論文が、ほぼ、受理に至った。昭和基地の DORIS 時系
列解析結果（論文 1）は、GPS, VLBI 結果と互いに 1-4 mm/yr の地殻隆起速度を与える点で、ほぼ調和的
であるが、相違点は何に由来するか調べる段階に入っている。繰り返し絶対重力測定による重力減少率
（論文 5）は、宇宙測地による地殻隆起速度と調和的であり、昭和データはフィンランドによる Aboa 基
地データと並んで、第一級の実測値を与えた。論文 8、9 は潮位変化が与える変動の影響を STS-1 地震
計データや SG データに対して補正する道筋を付けた点で、今後の Slichter mode 検出や精密な自由振動
モードの解析に効果を与えるものである。論文 6、7、11 については「プロジェクト研究員の果たした役
割」で述べる。 
論文 2、12、13 が、形になりつつある成果である。いずれも Polar Science に投稿されている。Vostok
基地での重力潮汐データ再解析（論文 2）は、K1 分潮に現れる氷床下湖のダイナミクスを捉えたもので
本テーマにとっては副産物だが、水質量変動と重力変動の関係を示す点で GRACE―GOCE に繋がる主題で
もあり、GRACE による Enderby Land Ice mass 変動を検証した論文 12 と並んで、測地学が今後進展すべ




P6-2． 三浦 英樹 
研究課題 南極氷床・南大洋変動史の復元と地球環境変動システムの解明：地形・地質学的手法による
第四紀の変動 
研究期間 平成 16～21 年度 
所内共同研究者 野木義史・船木 實 
人数 25 名 
経費 3,000 千円 
研究目的  
地形グループ 


































南池から採取した 2 本の堆積物コアについて帯磁率測定を行い、それぞれ 2 カ所について炭素 14 年代
測定データを得た。1 本のコアについては飽和等温残留磁化、非履歴残留磁化などを連続測定し、パイ
ロットサンプルについて熱磁気曲線の測定、X 線回折を測定し磁性鉱物の変化を調べた。堆積物が珪藻






P7． 本吉 洋一 
研究課題 極域から見た超大陸の形成と分裂のダイナミクス 
研究期間 平成 16～21 年度 
所内共同研究者 白石和行・野木義史・船木 實・外田智千・金尾政紀・D.J.Dunkley  
人数 41 名 





























指標となる菫青石中の H2O および CO2を顕微ラマンで検出することを試みた。スリランカ産岩石試料の

















・日本の南極観測 50 周年を記念して、Geological Society of London から特集号“Geodynamic Evolution 
of East Antarctica: a Key to East-West Gondwana Connection”を発行することとし、論文の編集作
業を完了した。合計 22 編の論文が受理され、約 400 ページの論文集が次年度に発行されることになっ
た。この特集号は、日本の IPY 2007-2008 への活動の一端として登録した。 
・学会発表として、例年の地球惑星電磁気学会、日本地質学会、日本鉱物科学会、極地研地学シンポジ





P8． 小島 秀康 
研究課題 惑星進化過程および太陽系形成史の解明 
研究期間 平成 16～21 年度 
所内共同研究者 三澤啓司・山口 亮・今榮直也・海田博司・富山隆將 
人数 28 名 


























・米国の南極隕石 Miller Range 05035 及び Meteorite Hills 01210 と日本の南極隕石 Asuka-881757, 
Yamato-793169 が、38.7 億年前に噴出した同一の玄武岩流起源であること及び 100 万年前に同一のイン












・南極とっつき岬裸氷帯で採集した 52 個の微隕石の岩石・鉱物学的研究を開始した。 
・衝撃溶融した H コンドライトの岩石鉱物学的研究を進め、詳細な岩石記載を行うとともに、その地質
学的セッティングの検討を行った。 
Yamato-86 隕石、Asuka-88 隕石、Yamato98 隕石の分類学的研究を進め、900 個を超える隕石の分類を行
い、Meteorite Newsletter No.15, 16 で公表した。これらはいろいろの分野の研究の基礎資料として
広く用いられる。 
P9． 小達 恒夫 
研究課題 海氷変動と生物生産変動に関する研究 
研究期間 平成 16～21 年度 
所内共同研究者 福地光男・渡邉研太郎・工藤 栄・加藤明子・髙橋晃周・五味泰史 













に関して、人工衛星データを基に整理する。2004 年 12 月 31 日～2005 年 1 月 25 日及び 2006 年 1 月 4 日











クト研究員 1 名を雇用した。 
動・植物プランクトン関連の研究に関しては、2 編の論文発表と 4 件の口頭発表を行った。大型動物
関連の研究に関しては、5 編の論文発表と 5 件の口頭発表を行った。 
 
P10． 福地 光男 
研究課題 時系列観測による南極海の生物生産過程と地球温暖化ガス生成過程の研究 
研究期間 平成 16～21 年度 
所内共同研究者 山内 恭・和田 誠・小達恒夫・工藤 栄・渡邉研太郎・野木義史・橋田 元・三浦英樹・
牛尾収輝・笠松伸江・飯田高大・中岡慎一郎 
人数 34 名 

























第 48 次隊の観測結果については、観測データを極地研の JARE Data Reports に公表し、更に観測結
果について解析を進め、第 30 回極域生物シンポジウムで発表した。リュツォ・ホルム湾の海氷密接度の




が示唆された。このように、外洋域、海氷域、定着氷域での DMS 濃度および生産過程の比較を行った。 
平成 19 年度は更に動物プランクトンやバクテリアと DMS の関係を調べるため、放射性硫黄を用いる
実験を米国アラバマ大学で実施する予定であったが、より簡便で、放射性物質を用いる必要のない方法
が見つかったため、放射性硫黄を用いる実験は実施しなかった。バクテリアと DMS 動態に関する実験は、







P11． 神田 啓史 
研究課題 極限環境の生物多様性と生態系変動に関する研究 
研究期間 平成 16～19 年度 
所内共同研究者 井村 智・工藤 栄・内田雅己・上野 健 
人数 17 名 




























































P12． 岡田 雅樹 
研究課題 極域複合システムのモデリング・シミュレーション研究 
研究期間 平成 16～20 年度 
所内共同研究者 門倉 昭・和田 誠・平沢尚彦 
人数 19 名 
経費 － 




E9． 田口 真 
研究課題 南極望遠鏡設営のための基礎技術開発 
研究期間 平成 19～20 年度 
所内共同研究者 － 
人数 6 名 



















容易にするために、総量 200kg 余りある望遠鏡は 5 分割できる構造とし、最低 2 人での組み上げができ




















傾斜センサー(CXTA02、精度 0.05 度、静電容量型) の低温時での動作確認とキャリブレーションを行っ
た。このセンサーの仕様範囲は-40℃までであるが、-80℃で動作することを確認するとともに、-50℃、
-80℃での傾斜と出力電圧の測定を行った。測定は日本ブレーザの冷凍庫の中で行った。その結果、セ
















・シーイング測定装置 DIMM の開発 
南極サイト調査（シーイング測定）に用いるため DIMM 測定装置を開発した。DIMM は対物プリズムの
ついた 4 つの開口を持つ望遠鏡の先端に取り付ける観測装置であり、この装置を通してある星を観測す













天文サイト調査において、接地境界層の構造は重要な調査項目のひとつである。第 48 次南極観測隊 
に SODAR を託して、ドームふじにおける風向・風速および乱流強度の高さ分布を測定したが、SODAR に 
より得られる乱流強度から微小熱擾乱(CT2)に変換には較正が必要である。そこで 2007 年 5 月、岡山天 
体物理観測所にて SODAR と CT2 センサーの同時観測による較正測定を行った。 
・可搬型 30cm サブミリ波望遠鏡の開発 
極寒高標高の南極ドームふじ基地は、主に大気の測定によるサイト調査により有力な天体観測基地で 
あること示したが、将来の 10m クラスのテラヘルツ望遠鏡の技術的なプロトタイプと、初期的な天文学
成果を挙げるための可搬型 30cm 望遠鏡を開発している。30cm 鏡は、サブミリ波（500GHz）望遠鏡とし
ては、世界一級の観測感度を持ちながら、-80℃での駆動と人力移動が可能な 60kg 以下のユニットに分
割できることを特徴としている。システム全体は現在開発中であるが、心臓部である受信機の雑音は、
等価熱雑音換算で 190K という世界標準の値を得た。2008 年には、システムを完成させ、スイスアルプ
ス及び南米チリの高地で試験観測及び、低温実験室での低温動作の検証を予定している、 
・国際協力の推進 
ドーム C における天文学の研究を指揮しているオーストラリアの Michael Burton 氏とドーム A にお 
いてサイト調査を開始した中国の Xiang Cue 氏と連絡を取り、国際協力についての議論を開始した。 
Burton 氏を 3 月末に日本に招待し議論をすることとなった。Cue 氏は来年度に招待し、ドーム A におけ 
る進捗状況の情報交換を行う予定である。 
 
E10． 堤 雅基 
研究課題 南極大型大気レーダーの開発とこれを用いた極域大気科学の可能性 
研究期間 平成 19～21 年度 
所内共同研究者 山内 恭・麻生武彦・山岸久雄・和田 誠・塩原匡貴・平沢尚彦・橋田 元・冨川喜弘 
人数 42 名 
経費 4,000 千円 
























PANSY で開発を行い使用を予定している高効率 E 級電力増幅器は、その動作原理上高調波の発生を伴う。
給電系への電力通過特性を維持しながらこの高調波を抑圧し、かつ、給電系および空中線からの反射波
の分離性能を維持することは従来困難であった。本件では特殊なアナログハイブリッドの発明によりこ
れを実現し、既に開発を行った E 級増幅器の利用価値を高めた。 
・所外研究者を含む研究集会を開催し、これまでの進捗の報告を行うとともに、極域下層、中層、超高
層大気のそれぞれの一線の研究者から、最新の研究トピックについてご講演いただいた。また、大型大




E11． 藤田 秀二 
研究課題 氷多結晶およびフィルン試料の、結晶方位・粒径の大量自動解析装置の開発研究 
研究期間 平成 19～20 年度 
所内共同研究者 － 
人数 3 名 




















E12． 船木 實 
研究課題 All-in-one 型無人飛行機と氷床用離着陸装置の開発研究 
研究期間 平成 19～20 年度 
所内共同研究者 平沢尚彦 
人数 4 名 
経費 4,500 千円 
研究目的  














できるようにする。冬季サロマ湖等で Ant-Plane 4 号機の機体性能に近いダミー機(既製品)を用い、射
出装置とパラシュート回収実験を行う。 




1) All-in-one と射出装置対応の機体の製作 
既存の機体 Ant-Plane 6 号機をモデルに Ant-Plane 6-2 号機を 1 機製作した。この機体は軽量化を考
















7 月に福島スカイパークで Ant-Plane 6-1 号機のラジコンでの飛行実験を行い、手動で順調に飛行す
ることを確認した。しかし自動操縦装置、通信機、発電機、それに AC-DC コンバーターを本機に搭載し
た所、機体全体から電磁ノイズが出て、手動で操縦できなくなった。ノイズの発生源の特定とその対策





5) JARE49 での飛行実験への協力 
JARE49 では越冬中に Ant-Plane 4-2、-3 号機により気象観測等を計画している。隊員の訓練や物資
の調達に協力した。 
 
E13． 野木 義史 
研究課題 南極海氷下探査用 ROV および AUV の設計 
研究期間 平成 19～21 年度 
所内共同研究者 牛尾収輝・三浦英樹・渡邉研太郎 
人数 10 名 
経費 410 千円 
研究目的  
本開発研究の最終目的は、リュツォ・ホルム湾周辺海域で運用可能な AUV またハイブリッド型 ROV/AUV
（ROV としても AUV としても可能なもの）の設計と実際の運用にある。当該年度は、将来的な AUV の運
用を視野に入れた ROV の構築を目指して、研究打合せのもと ROV 構築のための外部資金調達の申請を行
う。 
研究実績  














G9． 渡邉 研太郎 
研究課題 南極の自然環境および閉鎖小集団環境が観測隊員の身体および心理に及ぼす影響の研究 
研究期間 平成 19～20 年度 
所内共同研究者  
人数 13 名 



































南極高所のオペレーションで緊急救出を要する事例が 2006 年 1 月に日本のドームふじ基地および中
国のドーム A で発生しており、前者は現場データが記録された貴重な例としてデータ解析を継続してい
る。また、昭和基地からドームふじ基地まで、高度が増すにつれて変化する血圧と脈波速度の推移につ























G10． 野木 義史 
研究課題 北極海ガッケル海嶺の熱水系探査 
研究期間 平成 19 年度 
所内共同研究者 － 
人数 3 名 
経費 2,471 千円 
研究目的  
北極海ガッケル海嶺の詳細な磁化構造および海嶺熱水系の化学環境の解明のため、2007 年 5 月-7 月に
実施される予定であるガッケル海嶺の AUV による観測航海に日本側からも参加し、磁力計および Eh 酸化
還元電位）計による観測を AUV で行う。 














を使用した、ガッケル海嶺の熱水系調査に参加した。本調査は、AGAVE(Arctic Gakkel Vents Expedition) 
航海として、本航海は 2007 年 7 月 1 日から 8 月 11 日にかけて行われ、また 2007 年 5 月 27 日から 6 月
7 日の間に本航海前の AUV 等の機器動作試験航海が行われた。日本側から、Eh 計および磁力計を AUV に
設置し観測すべく、両航海に参加した。機器動作試験航海には、野木、中村、佐藤（研究協力者）の 3
名がスウェーデン砕氷船オデンに乗船し、本航海で使用される AUV に Eh 計および磁力計を取り付け、
北極海氷域において動作試験を行った（旅費：本萌芽研究費使用）。動作試験結果は良好で、本航海での




・東経 85 度のセグメントで新たな火山列を発見した。 






AUV による日本側からの観測として行った Eh 計および磁力計の結果は速報として、InterRidge-Japan
研究発表集会「海底拡大系の総合研究」で報告されたが、これらのデータは現在も解析を続行中である。 
 
G11． 三澤 啓司 
研究課題 二次イオン質量分析計をもちいた同位体希釈質量分析法の開発 
研究期間 平成 19～21 年度 
所内共同研究者 山口 亮・海田博司・富山隆將 
人数 5 名 













SHRIMP II の定量分析用マウントをデザインした。直径 3mm の高純度カーボンロッドを直径 1inch、








SHRIMP-IDMS, ICP-MS 定量分析のパイロットサンプルとしてもちいる隕石、Shaw (L6)コンドライト
の均質溶液(7.3536 mg sample/g solution)を調製するとともに、希土類元素をふくめた微量元素存在
度をもとめた。コンドライトで規格化した希土類元素パターンを示した。同位体をひとつしかもたない
Pr, Tb, Ho, Tm の存在度については、ICP-MS 分析をすすめている。 
化学分離法の確立 
イオン交換樹脂、あるいは溶媒抽出によって岩石試料から目的元素の化学分離をおこなう方法を検討 
した。鉄の少ない試料では、陽イオン交換樹脂をもちいて主成分元素を 2 規定塩酸により溶離、2 規定
硝酸により Ba を溶離、6 規定塩酸により希土類を溶離した。希土類元素相互の分離は困難なため、Re 
spec 樹脂により軽希土、中希土、重希土のグループ分離を試みた。希土類元素パターンが平坦な標準
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件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額
7 112,200 7 104,800 7 78,600 1 2,900 0 0 0 0
7 116,980 7 134,250 8 80,680 7 71,940 9 182,210 1 50,833
0 0 1 23,500 2 49,900 2 26,900 2 26,900 2 29,200
(7,050) (14,970) (8,070) (8,070) (8,760)
1 15,000 2 43,500 2 51,200 2 26,900 2 26,900 2 29,200
1 8,100 1 10,500 2 11,818 2 27,900 2 16,600 3 18,000
(2,430) (3,150) (3,545) (8,370) (4,980) (5,400)
3 49,200 6 102,790 2 18,700 3 43,000 4 42,500 5 33,640
13 53,900 12 41,600 13 46,900 9 20,400 6 20,800 7 33,000
3,210 9,900
19 114,080 23 124,636 23 105,784 19 91,874 20 143,037 19 116,558
7 12,000 7 8,800 6 9,100 8 11,400 7 9,100 4 5,800
1,740
10 27,082 12 21,257 12 29,680 10 18,520 13 26,020 9 15,778
0 0 1 2,800 1 500 1 500 2 4,500 3 3,400
3 6,668 5 13,620 3 4,980 6 15,290 4 11,340 8 19,500
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 14,440 1 8,100 0 0 0 0 0 0 0
6 9,000 5 6,500 5 6,700 4 5,400 4 5,400 5 6,200
11 25,407 7 11,000 7 12,930 9 20,520 12 25,063 13 23,424
0 0 1 1,370
3 8,150 5 5,704
0 0 0 0 0 0 0 0 1 700 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 3 4,261 1 2,493
1 3,200 2 9,100 2 9,500 2 10,600 1 4,900 2 8,700
1 5,000 3 16,254 2 13,463 2 13,681 2 10,180 2 11,470
5 5,100 4 3,600 5 5,200 6 6,100 2 2,200 4 4,500
5 6,000 4 4,150 5 5,200 6 6,950 2 2,200 4 5,200
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 54,900 1 88,700 0 0 0 1 60,275 0 0
40 203,500 40 211,200 43 218,218 35 112,100 27 91,100 31 110,170
(2,430) (10,200) (18,515) (16,440) (16,260) (25,800)
62 434,757 71 568,257 64 322,617 64 308,675 75 542,136 69 313,800
※ 上段は直接経費、（　）は間接経費。下段は申請数及び申請金額。申請数及び申請金額は、新規申請

































所外研究分担者数 5 名 
経費 直接経費 12,200 千円 

































候変動が 72 万年間にわたって東南極高原で均一に生じていたことが示唆された。 
千年スケールの変動は酸素同位体だけでなく、ダストのフラックスにも見られたが、海塩エアロゾル
のフラックスには殆ど見られなかった。 
平成 20 年 3 月 17－19 日に国内外の研究者を招集し、研究集会を開催した。 
 
 




所外研究分担者数 3 名 
経費 直接経費 17,000 千円 















過程と生物過程について、本研究分担者を中心とし解析を行った。その結果、1999 年から 2003 年にか
けてインド洋区東部季節海氷域における経年的な変化を明らかにし、国際誌(Journal of Geophysical 










していることが示唆され、この結果は Geophysical Research Letter へ投稿し、印刷中である。 








① 船木 實 
研究課題 空中磁場探査用自律型小型無人飛行機と搭載観測機器の開発研究 
研究期間 H17～H20 
所内研究分担者 平沢尚彦・野木義史・伊村 智 
所外研究分担者数 3 名 
経費 直接経費 7,000 千円 











10 月に長崎上五島空港において Ant-Plane4－1 号機にフラックスゲート磁力計を搭載し、1,000 ㎞の
飛行実験を行ったが、台風 20 号が急に発達・接近し、上空ではその影響を受け、980 ㎞飛行した段階で、
燃料切れにより機体は海上にパラシュートにより不時着した。その結果、機体と磁力計を失った。簡易
カタパルトの制作に取り掛かり、レールとウインチの制作を行った。また、パラシュートについては米
国から輸入した。Ant-Plane6 号機を 2 機制作したが、電磁のイズが大きく、ノイズ除去に多大な労力と
時間を費やした。全てのケーブルをアルミフォイルで覆うことにより、この問題を解決した。機体搭載
用三成分フラックスゲート磁力計を製作し、より精度の良い磁気観測ができるようになった。昨年まで
使用していた磁気抵抗型磁力計と比べ、1 桁精度良い磁気観測が可能になった。Ant-Plane 6 号機を設計
した。この機体は飛行制御部と観測装置搭載部を切り離し、All in One の機体である。しかし、Ant-Plane 
6－1 号機は自動飛行チューニング中に、エレベータの動作不良が発生し、墜落し、機体を失った。この
事故の解明のため、2 月にサロマ湖で計画していた飛行実験を中止した。3 月に桜島で Ant-Plane3 号機
による磁場探査を計画した。自動飛行実験は成功したが、天候悪化で磁場探査は中止となった。研究成
果を国外では韓国極地研究所と米国航空協会の研究会で、国内では関係所学会で発表した。また、第 49






① 山内 恭 
研究課題 南北両極比較航空機観測による極域大気中エアロゾルの役割及び雲相互作用に関する研究 
研究期間 H16～H19 
所内研究分担者 和田 誠・塩原匡貴・平沢尚彦・橋田 元・森本真司 
所外研究分担者数 3 名 
経費 直接経費 4,000 千円 




















た内部混合粒子が卓越すること、2000 年に観測された春先 3－4 月の状況とは著しく異なることが明ら
かにされた。その他、スバールバル・ニーオルスンにおける地上観測から、清浄な北極大気でも、長距
離輸送によるヨーロッパ陸域からの森林火災等の影響を受け、汚染層が到達する様が明らかにされた。 









② 神田 啓史 
研究課題 北極高緯度地域における植生変化と炭素循環の解明 
研究機関 H19～H22 
所内研究分担者 伊村 智・内田雅己 
所外研究分担者数 5 名 
経費 直接経費 7,000 千円 
































① 佐藤 夏雄 
研究課題 SuperDARN レーダー網による極域電磁圏と下部熱圏・中間圏環境変動の研究 
研究期間 H16～H19 
所内研究分担者 山岸久雄・麻生武彦・宮岡 宏・門倉 昭・田口 真・行松 彰・岡田雅樹・堤 雅基・ 
小川泰信  
所外研究分担者数 7 名 
経費 直接経費 4,200 千円 























ているものと考えられるため。SuperDARN-EISCAT 加熱実験により得られた EISCAT 生データから高時間・
高空間分解能データベースを作成し、そのデータベースを用いて電離圏モジュレーションの時間・空間
変化とその成因、励起した電離圏擾乱が背景のプラズマ物理量に与える影響を調査した。2008 年 3 月上
旬には SuperDARN-EISCAT 加熱実験を昨年に引き続き実施した。また、夏季極域中間圏エコー（PMSE）の
研究を進めるため、2008 年 1 月を中心に南極 SuperDARN 短波レーダーによる PMSE キャンペーン観測が
行われ、昭和基地レーダーも参加した。近年、大気観測用 VHF レーダーを用いた南極 PMSE の観測が盛ん
になってきており、今後は SuperDARN との比較が重要になろう。PMSE は中間圏寒冷化の研究に有用であ
ると思われるが、これを確証するには更なるデータ蓄積が必要である。 
 




所外研究分担者数 1 名 
経費 直接経費 3,300 千円 































③ 伊村 智 
研究課題 大規模地球環境変動に対する極域湖沼生態系の応答機構 
研究期間 H18～H21 
所内研究分担者 神田啓史・工藤 栄 
所外研究分担者数 5 名 
経費 直接経費 3,600 千円 























④ 内田 雅己 
研究課題 自然レベル放射性炭素を用いた北極土壌微生物による新たな CO2放出メカニズムの解明 
研究期間 H19～H20 
所内研究分担者 － 
所外研究分担者数 1 名 
経費 直接経費 12,500 千円 




によって、酸化的環境におかれた fossil carbon の分解が生じている可能性がある。本研究では、土壌
微生物による fossil carbon の分解の直接的証拠を得るため、微生物の rRNA、細胞膜脂質であるリン脂
質脂肪酸の 14C 分析並びに fossil carbon を基質とする土壌微生物の分離・培養し系統解析を行う。さら
に fossil carbon を分解している微生物の呼吸温度依存性を培養実験により明らかにし、これまで考慮




のの、DGGE 法により土壌深層のみに生息する細菌群集の存在が示唆された。また、fossil carbon を多
く含む土壌層の微生物のみ分解可能な有機物の存在も明らかになった。 










解（従属栄養）として fossil carbon を利用していることが推定される。来年度においては、さらに GDGTs
の大量分取に向けた条件検討を進め、GDGTs レベルでの放射性炭素測定の実現をめざす。 
 




所外研究分担者数 2 名 
経費 直接経費 4,800 千円 







本研究では、カナダ環境省研究所がカナダ亜北極域のチャーチル（北緯 59 度、西経 94 度）で週に 2
度採取する大気試料を用いて、国立極地研究所と東北大学理学研究科において CH4 の炭素・水素同位体






















⑥ 堤 雅基 
研究課題 流星エコー観測に基づく極域中間圏界面領域の大気重力波特性の研究 
研究期間 Ｈ19～Ｈ22 
所内研究分担者 麻生武彦・行松 彰  
所外研究分担者数 2 名 
経費 直接経費 1,100 千円 































① 佐藤 夏雄 
研究課題 極域電離圏環境が南北両極域オーロラの動態と強度に及ぼす影響の研究 
研究期間 H17～H20 
所内研究分担者 山岸久雄・田口 真・宮岡 宏・門倉 昭・岡田雅樹  
所外研究分担者数 4 名 
経費 直接経費 3,500 千円 
















共役点オーロラデータを取得する目的で、2007 年 9 月にアイスランドの Husafell と Tjornes におい
てキャンペーン観測を実施した。天候がすぐれずまた活動度が低い時期であったため、昭和基地との同
時観測データは取得できなかったが、Tjornes の 1 夜分について、活発なオーロラの活動が見られ、
SuperDARN レーダー「れいめい衛星」との同時観測が実現出来た。フッサフェルの共役点イメージャー
（CAI）は MF 帯オーロラ電波観測の補助データとして、光学オーロラ活動をモニターとするため、冬期
に自動観測を実施している。また、過去のデータを用いた解析研究では、（1）2003 年 9 月 26 日イベン
ト時の脈動オーロラの共役性についての論文が GRL 誌に掲載された。（2）2003 年の昭和基地全天 TV カ
メラデータと DMSP 衛星データを用いて、脈動オーロラの降下電子エネルギー特性に着目した解析研究を
行った。また、アイスランド・フッサフェル観測所における MF 帯オーロラ電波の偏波観測を継続してお
り、今年度は、9 月と 3 月に主に観測装置のメンテナンスを目的として現地作業を行っている。2007 年
度は複数のイベントが観測されており、観測された偏波特性は、MF 帯オーロラ電波がいずれも L-0 mode
であることを示唆している。これは、現在提案されている放射機構を支持するものであったが、2007 年









経費 直接経費 500 千円 





















② 行松 彰 




経費 直接経費 800 千円 
   間接経費 240 千円 
研究目的  





Yukimatu and Tsutsumi, GRL, 2002 で開発した、SuperDARN レーダーを用いた生時系列観測・解析手
法を発展させ、2 周波数及び多周波数の周波数領域干渉法（FDI）を SuperDARN レーダー制御ソフトに組
み込む開発を 2006 年度に行い、2007 年 2 月に取得された EISCAT Tromso の電離圏加熱装置で人工励起
された沿磁力線不規則構造（FAI）の観測データの解析を精力的に進めた。まず、単周波生時系列観測デ
ータの解析からは、ドップラースペクトルの中に、相関時間や時間的発展の異なる 2 つ乃至 3 つのスペ
クトル成分が共存していることが初めて見出され、更に、位相の「とび」の解析から、観測領域内部の
FAI の消長と直接的に関係している可能性が高いことが示された（論文準備中）。多周波 FDI 観測データ





明できていない。また、開発された FDI 観測手法が、通常の不等間隔マルチパルス法による ACF 観測を
損ねない前提で開発された為、1FDI 観測にかかる時間が長く、これが短い相関時間に対応した現象の再
現を阻害しているものと推測された。この為、2007 年度では、マルチパルス法をやめ、SuperDARN で始
めてとなる、シングルパルス及びダブルパルス法による FDI 観測モードの開発を行い、2008 年 2 月 14
日～3 月 15 日に英国レスター大学（Mark Lester 教授）を訪問し、一年前同様電離圏加熱装置による人









所外研究分担者数 1 名 
経費 直接経費 1,900 千円 























は上昇経路に KREEP 層が存在せず（Yamaguchi et al. 2008）、月の表側と裏側の地殻構造の違いを間接
的に示すと考えられる。結果の一部を学会にて報告し、論文を執筆中である。 
 




所外研究分担者数 1 名 
経費 直接経費 2,600 千円 




















その結果、他に類を見ない加速度マイクロデータロガー（3 軸加速度、水深、水温、径 12 ㎜、長さ 45
㎜）および微小切り離しタイマー（径 8 ㎜、長さ 20 ㎜）の開発に成功した。これらおよび既にほぼ開発
















経費 直接経費 800 千円 














で空中磁場探査が可能か調べた。調査地域は NW 方向 70m、NE 方向 20m で、既に島根県埋蔵文化センター
が周辺の樹木を伐採し、たたら遺跡の位置を確認している地域である。SF40 に三成分フラックス磁力計
をスティンガー方式（機体から 2m 前方にセンサーを設置）で取り付け、飛行高度を一定に保ち（調査地
域の最高点から 4m 上空）磁場探査を行った。手動で飛行させ、GPS データと磁気三成分データを磁力計
のデータロガに記録させた。その結果、調査地域の北西部で明瞭な磁気異常が観測され、その位置はた
たら窯と製鉄屑理設地と一致した。観測された磁気異常の大きさは 500nT で、磁力計の精度は 2nT であ
ることから、16m 上空でたたら遺跡の探査が可能と思われる。観測される大きな磁気ノイズ、機体振動
や方向変化に起因する。現在のシステムでは、最大出力で直進飛行した時に発生する磁気ノイズは 10 nT 
である。調査地域が谷地形で GPS 衛星受信数が少ないことは、測位誤差大きくする。今後、完全な自動
飛行装置による飛行と機体振動の軽減が行われれば、測定精度はかなり向上すると考えられる。本研究
の成果は 12 月にサンフランシスコで行われた米国地球物理学会連合の学会で報告した。 
 





経費 直接経費 1,300 千円 
   間接経費 － 
研究目的  
本研究においては、 
◎ 小型プラスチック気球あるいは大型ゴム気球で飛揚可能な重量 10 ㎏以下の、 













◎ 小型プラスチック気球あるいは大型ゴム気球で飛揚可能な重量 10 ㎏以下の、 
◎ 上空 25 ㎞までの下部成層圏(低温低圧環境下)で動作可能な±1ppmv 以内の精度を有する、大気中の












に展開することが可能である。なお、課題 2 には十分取り組むことができなかった。 
 




所外研究分担者数 1 名 
経費 直接経費 1,300 千円 




























① 小川 泰信 




経費 直接経費 900 千円 



















高度分布と各イオン種の速度分布を EISCAT スヴァールバルレーダ （ーESR）を用いて詳細に調べるため、
ESR を利用した新たな観測や解析手法を 2006 年度に開発・改良後、2007 年 06 月から 2007 年 12 月にか
けて ESR 観測を計 40 回実施した。その内 2007 年 6 月 24 日から 9 月 20 日までの ESR 観測データ（26 イ
ベント）を用いた初期解析の結果、 
（1）酸素イオンに対する水素イオンの比率は、高度 400-600 ㎞では、モデル（IRI2001）値に比べて観
測値の方が大きいこと（約 3 倍以上） 
（2）そのイオン組成の比率は、酸素イオン上昇流発生時（地磁気擾乱時）もそれほど変化しないこと、 
（3） 酸素イオンの沿磁力線速度が数 10ms-1の小さい場合にも、水素イオンの沿磁力線速度が数 100 ms-1
達するイベントが幾つか存在すること、等の観測事業を明らかにし、これらの成果を 2007 年 9 月に開催
された地球電磁気・地球惑星圏学会で発表した。さらに、2005 年から 2006 年に得られたれいめい- ESR
同時観測イベントを用いて、昼側カプスにおける熱的イオン上昇流と超熱的イオンの関係を調べた研究
成果を学術論文に発表した（Ogawa et al.,2008） 
 





経費 直接経費 800 千円 


























経費 直接経費 1,100 千円 





















えていることが裏付けられた。これらのデータを元に、本年度中に 3 本の論文を執筆し、2 本について
は現在投稿中であり、残りの 1 本についても間もなく投稿の予定である。 





④ 青山 雄一 




経費 直接経費 2,100 千円 


















タ（GPS 電波の IF 信号）を蓄積する。市販のソフトウェア GPS 受信機との平行観測から、専用受信機（試
作機）の動作評価をすることを目的とする。 
本年度は、GPS 反射波による海面高度・海面粗度計測に必要な GPS 電波の直達波と反射波の中間周波
数（IF）信号を収録するため、市販の評価ボード等を活用して、デュアルフロントエンドの GPS 反射波
測定専用受信機を試作した。また、直達波用の右円偏波アンテナと反射波用の左円偏波アンテナ（パッ













経費 直接経費 1,300 千円 






































経費 直接経費 1,370 千円 









































経費 直接経費 3,900 千円 








見たい標本が探せるという WEB 上での画像データベースを構築することも目的とした。 
 本年度は昨年に引き続き、種数が多い昭和基地の周辺の地衣類、藻類の画像データ入力に主眼を置く。 
研究実績 
研究成果データベースの名称：極地生物多様性画像データベース（Database of Polar Plant Diversity
（略称：PPD-DB）） 
H19 年度入力容量：レコード数（1,000 件） データ容量（100MB）  
web で公開の URL： http://antmoss.nipr.ac.jp/database.html 
 





経費 直接経費 4,800 千円 










研究成果データベースの名称：南極隕石データベース（Database of the Antarctic Meteorite 
（略称：AM-DB）） 
H19 年度入力容量：レコード数（50,500 件） データ容量（59.580MB）  









経費 職説経費 1,100 千円 





























経費 直接経費 1,100 千円 



































経費 直接経費 1,200 千円 































④ 荒井 朋子 




経費 直接経費 1,100 千円 




解析、の二種のアプローチを取り、月面からの Ground truth （物的証拠）から得られる直接的データ
と軌道上からの間接的なデータを融合し、戦略的に月の起源と進化の全貌を解明することを目的とする。






1）月浦側高地起源の月隕石 Dhofar489 グループ隕石の鉱物研究結果とアポロで採集された月表側高地 
岩石データ及び月リモートセンシングデータを組み合わせることにより、月表裏地殻の組成相違が月
の分化の二分性に起因するというモデルを発表した。 
2）玄武岩石月隕石 YAMM 隕石（Yamato-793169，Asuka-881757，MET 01210，MIL 05035 の総称）の鉱物
研究結果と月リモートセンシングデータを組み合わせることにより、YAMM 隕石が月表側南西縁の





























氏名 職 研究題目等 備考 
(独)物質･材料
研究機構 













































行松 彰 助教 
分担 小川 泰信 講師 INDEXプロジェクト 
  








分担 森本 真司 助教 大気球観測プロジェクト 
  
分担 堤 雅基 准教授 PLANET-Cプロジェクト 
  
京都大学 










分担 麻生 武彦 教授 
(独)国立環境 
研究所 

















分担 麻生 武彦 教授 
北海道大学 



















神山 孝吉 教授 













総数 国立大学等 公私立大学 その他 
平成元 122 475／136  264／47  66／33  145／56  
2 117 487／142  285／47  71／36  131／59  
3 113 527／164  292／49  67／34  168／81  
4 106 543／160  299／49  68／37  176／74  
5 104 516／168  272／48  74／41  170／79  
6 101 498／156  273／46  74／40  151／70  
7 104 522／158  290／46  81／42  151／70  
8 107 589／149  342／48  85／42  162／59  
9 102 510／138  313／49  78／42  119／47  
10 108 542／157  336／64  89／51  117／42  
11 104 509／146  325／63  89／51  95／32  
12 110 540／151  351／65  96／54  93／32  
13 107 558／101  351／69  97／24  110／8  
14 106 399／122  282／64  62／39  55／19  
15 111 566／157  357／63  97／51  112／43  
16 103 375／115  235／58  75／38  65／19  
17 99 310／108  224／52  69／38  56／20  
18 93 310／108  201／53  57／34  52／21  














櫻井　敬久 山形大学理学部・教授 アイスランドにおける宇宙線生成核種強度の時間変動と太陽活動の関係についての研究 17～19
柴崎　和夫 國學院大學文学部・教授 オゾンホールの化学に関連する大気微量成分の各種変動について 17～19

















早川　正士 電気通信大学電気通信学部電子工学科・教授 大気圏と電離圏との電磁結合に関する研究 18～20
中川　道夫 大阪産業大学工学部・客員教授 オーロラX線の発生機構と高エネルギー粒子加速の研究 18～20






白井　仁人 一関工業高等専門学校・准教授 オーロラ粒子分布パターンの研究 18～19




湯元　清文 九州大学宙空環境研究センター・教授（センター長） ULTIMAを用いたグローバルな電磁場擾乱の解析研究 19～21
利根川　豊 東海大学工学部・教授 衛星・地上多重同時観測によるULF波動の研究 19～21




分野 研究代表者 所属・職 研究課題 期間
宙空圏 小泉　宜子 名古屋大学太陽地球環境研究所・研究機関研究員 オーロラ活動に伴う極域熱圏中性風の研究 19～21




川原　琢也 信州大学工学部・准教授 極域での昼夜自動観測を目的としたライダーシステムの検討 19～21
気水圏 猪原　哲 佐賀大学理工学部・講師 パルスパワーによる砕氷に関する研究 17～19
高橋　忠司 埼玉大学教育学部・教授 －30℃以下で成長する雪結晶の形態 17～19
高橋　修平 北見工業大学工学部・教授 南極浅層コアと気象観測データを用いた過去数百年間から近年における気候・気象研究 17～19
中澤　高清 東北大学大学院理学研究科・教授 同位体観測による北極域でのメタン変動の研究 18～20
久慈　誠 奈良女子大学理学部・講師 リモートセンシングデータを用いた南極域における水蒸気・雲変動の研究 18～20
畑中　雅彦 室蘭工業大学工学部・教授 85GHz輝度温度画像を用いた冬期異常昇温現像の年変動に関する研究 18～20
鈴木　利孝 山形大学理学部・准教授 極地氷コア中金属成分から探るエアロゾルの広域拡散過程 18～20
















矢坂　裕太 大阪大学環境安全研究管理センター・講師 氷床コア中のイリジウム分析による小惑星衝突の検出 19～20
堀　彰 北見工業大学・准教授 ドームふじ深層コアの氷およびハイドレートの物理解析 19～21
地圏 木村　眞 茨城大学理学部・教授 非平衡普通コンドライトの岩石鉱物学的研究 17～19




石塚　英男 高知大学理学部・教授 東南極ナピア岩体の地球化学とその初期地球史解明における意義 17～19
中西　一郎 京都大学理学部・教授 南極プレート下の上部マントル構造とダイナミクスの地震学的研究 17～19














宮町　宏樹 鹿児島大学理学部・教授 東ドロンニングモードランドの地殻構造に関する地震学的研究 18～20




酒井　英男 富山大学理学部・教授 極域海洋堆積物および南極・アフリカ等の岩石を対象とする磁気物性からみた古環境と地磁気変動の研究 18～20
島　伸和 神戸大学内海域環境教育研究センター・准教授 南極海海洋底リソスフェアの進化に関する研究 18～20






























田口　哲 創価大学工学部・教授 海氷域における低次生産の動態と環境応答に関する生態学的研究 17～19




















田村　豊 酪農学園大学獣医学部・教授 絶対的抗菌薬非暴露環境における耐性菌の出現と進化 19～20










大谷　修司 島根大学教育学部・教授 昭和基地周辺における土壌藻類および土壌微生物を用いた環境モニタリングの実施 19～21
























木村　茂雄 神奈川工科大学・教授 極地における新エネルギ導入によるエネルギ対策に関する研究 19～21




奥野　温子 武庫川女子大学生活環境学部・教授 南極における曝露繊維の表面特性変化機構の解明 19～21
11．国際共同研究
国際国流協定に基づく国際共同研究・観測




































































































































































































































































































平成 19 年度実績 
名称 概要 開催年月日 場所 
参加
者数




























































第 30 回 
極域気水圏 
シンポジウム 




























平成 19 年度実績 












































































































































・Asuka-88 隕石、Yamato98 隕石の詳細分類を行った。 








  ・南極隕石通信 No.90 を平成 19 年 4 月 3日に発行した。 
  ・南極隕石通信 No.91 を平成 19 年 5 月 24 日に発行した。 
  ・南極隕石通信 No.92 を平成 19 年 6 月 28 日に発行した。 
  ・南極隕石通信 No.93 を平成 20 年 3 月 5日に発行した。 
  ・Meteorite Newsletter Vol. 15 を平成 19 年 6 月に発行した。 
  ・Meteorite Newsletter Vol. 16 を平成 20 年 3 月に発行した。 
    ・南極隕石の分類結果を常時 Web 上(http://metdb.nipr.ac.jp/am_db_public/)  
    で公開している。 
 
③ 南極隕石の配分 
  平成 19 年 7 月 25 日開催の第 44 回南極隕石研究委員会で認められた、研究計画に対して隕石の配






貸し出し先     貸し出し試料    期間              
自衛隊群馬地方連絡部   DRP-78007          07.4.9-07.4.16 
郡山市ふれあい科学館   ALH-769,DRP-78007   07.4.26-07.5.1 
秋田大教育文化学部   PGP-77006     07.4.27-07.5.10 
茨城大理学部    ALH-769,Brenham,Gibeon  07.5.1-07.6.5        
極地研教員      ALH-769,DRP-78007   07.5.16-07.5.17 
極地研教員     DRP-78007     07.5.25-07.5.25 
国立磐梯青少年交流の家  DRP-78007,Y-86032,Y000593  07.5.28-07.6.5 
関電工     PGP-77006     07.5.30-07.6.1 
極地研教員          ALH-769,DRP-78007   07.6.12-07.6.14 
仙台西高等学校地学科   ALH-769,Brenham,Gibeon (5個ずつ) 07.6.14-07.7.23 
気象庁地磁気観測所   PGP-77006     07.7.2-07.7.5 
トータルメディア開発研究所  Y-74037,ALH-765,Y-790448,  07.7.10-07.9.6 
（新潟県立自然科学館）  Y-86032,Y000593,Toluca 
広島大学総合博物館   DRP-78007     07.7.13-07.8.6 
横倉山自然の森博物館   A-881757,Y000593,ALH-769,  07.7.17-07.9.6 
       DRP-78007,ALH-765,Y-791428 
明石市立天文科学館   Y-86032,Y000593,A-87272  07.7.17-07.9.6 
西播磨天文台    A-881757,Y000593   07.7.17-07.8.29 
岡山大理学部    PGP-77006        07.7.18-07.7.23 
極地研教員          Y-86032,ALH-769,DRP-78007  07.7.23-07.7.25 
立正大          PGP-77006,ALH-769,Y-74097  07.7.25-07.7.31 
能美市根上学習センター  ALH-769,ALH-77263,ALH-77003, 07.7.27-07.8.20 
       ALH-74010,Y-74191 
極地研広報室        ALH-769     07.7.30-07.7.30 
NHK長野         Y-74011,ALH-769,ALH-77289  07.7.30-07.8.20 
極地研教員         ALH-769     07.8.1-07.8.20 
極地研広報室    ALH-769,ALH-77003,DRP-78007 07.8.7-07.8.21 
       A-87272 
（財）つくば科学万博記念財団 ALH-769,DRP-78007   07.8.10-07.10.10 
科学技術振興機構   Y-86032,Y000593,Y-791195他 * 07.8.20-07.8.28 
極地研広報室        PGP-77006,Y-86032,Y000593  07.8.20-07.8.27 
日本科学未来館        DRP-78007     07.8.22-08.2.4 
しらせ            ALH-769,ALH-77283   07.8.24-07.10.30 
極地研教員     ALH-769     07.9.6-07.9.7 
鳥取さじアストロパーク  Y-86032,A-881757   07.9.11-07.10.12 
日本科学未来館    Y-86032.A-881757,ALH-769,  07.9.21-07.9.25 
       PGP-77006 
広島大大学院理学研究科   Y-74010,Y-74191,ALH-765,  07.9.26-07.10.2 
       Y-790448,Brenham,Gibeon 
TBSビジョン        Y-86032     07.10.1-07.10.2 
東大博物館          Y-75258,Y-86032,A-881913,  07.10.10-08.2.20 
       Y000593 
極地研教員         ALH-769,DRP-78007   07.10.11-07.10.12 
広島大大学院理学研究科     Brenham,Gibeon,Y-790448  07.10.17-07.10.23 
極地研広報室         DRP-78008,ALH-769   07.10.30-07.11.5 
 
貸し出し先     貸し出し試料    期間              
まなびピア岡山        Y-86032(2個),Y000593(2個)  07.10.30-07.11.7 
      PGP-77006,DRP-78007 
東京都立科学技術高等学校    PGP-77006     07.11.9-07.11.12 
森 章一           ALH-769     07.12.3-07.12.7 
佐賀県立宇宙科学館    A-881757     07.12.6-08.2.18 
関電工          PGP-77006     07.12.7-07.12.11 
極地研広報室       ALH-769,DRP-78007,Y-86032,  07.12.7-07.12.10 
       Y000593 
極地研広報室       PGP-77006     07.12.13-07.12.14 
極地研教員        Y-790448,ALH-769,ALH-765  07.12.24-07.12.28 
       Gibeon,Brenham 
（株）ノンプロダクション   ALH-769,PGP-77006   08.1.11-08.1.15 
極地研教員        ALH-769     08.1.21-08.2.4 
極地研広報室       ALH-769,DRP-78007   08.1.25-08.1.28 
極地研広報室        DRP-78007,Y-86032,Y000593  08.2.1-08.2.4 
極地研広報室     DRP-78007     08.2.15-08.2.19 
東京学芸大付属大泉中学校    ALH-769,DRP-78007   08.3.3-08.3.7 
TBSビジョン        DRP-78007,ALH-769   08.3.21-08.3.27 
極地研広報室         DRP-78007     08.3.28-08.3.31 
 * テクタイト,Brenham,Gibeon,ALH-77289,Y-74010,Y-980318,ALH-764,Y-74191, 
  ALH-77003,BTN-78004 
 
 b）教育用薄片セットの貸し出し状況 
京大大学院理学研究科          07.4.11- 
茨城大理学部       07.5.1-07.9.5 
東大大学院理学系研究科 5 セット     07.6.14-07.6.26 
東北大理学部                07.7.25- 
神戸大理学部       07.8.24-08.1.17 
早稲田大        07.10.18- 
極地研教員        07.12.24-07.12.28 
Eotvos Univ.              08.1.16-08.7.26 
 
⑤ 施設・設備の利用状況 
二次イオン質量分析計（平成 10 年度設置） 
規格：ASI 社製 SHRIMP II・Cs イオン源付き。 
利用状況  
    ・玄武岩質隕石および地球上の岩石に含まれるジルコンのウラン-鉛年代決定。 
    ・普通コンドライト隕石中に含まれるかんらん石のマンガン-クロム年代決定。 
    ・微量元素測定法の開発。 
波長分散型 X線マイクロアナライザ（平成 4年度設置） 








低真空度走査型電子顕微鏡（平成 10 年度設置） 
規格：日本電子製 JSM5900LV、エネルギー分散型Ｘ線分析装置（Oxford Link-ISIS）及び 








・カソードルミネッセンス検出器による SHRIMP 年代測定用ジルコンの組織観察。 
隕石試料処理室（平成 10 年度設置） 
  規格：クリーンベンチ 2台、他。 
  利用状況 
    ・南極隕石試料の初期分類。 
    ・配分用隕石試料の作製。 
薄片技術室（平成 10 年度設置） 
  規格：二次切断機・ターンテーブル 2台・他。 
  利用状況 
    ・南極隕石研摩薄片の作成 






















・低温室の利用はコア試料の処理を中心に、恒常的に行われている。平成 18 年度は 75 件、見学
を含む低温室利用件数が 541 件、総利用人数が 911 人であった。平成 19 年度は低温室利用研究





機器名 概要 実施状況 H18 年度 H19 年度
イオンクロマトグラフ ppb オーダーまでの分析、雪氷試
料中の化学分析 
陰イオン測定（本） 1,149 2,735 
陽イオン測定（本） 1,476 3,934 
ICP 質量分析装置 ppt オーダーまでの分析、雪氷試




固体微粒子 測定（本） 3,063 2,677 
電気伝導度計/pH 計 フロー分析、融解した雪氷試料の
電気伝導度、pH 
測定（本） 0 10 












EQ-18O 測定（本） 2,960 3,208 
EQ-HD 測定（本） 1,451 2,884 
H/Device 測定（本） 719 261 
超純水製造装置 18.3MΩ・cm 以上、TOC10ppb 以下
1.2 リットル/分製造、分析機器の
洗浄、希釈に用いる純水の製造。

























 これまでに植物標本約 40,000 点、動物標本約 2,600 点が収集され、保管されている。良好な保
管状態を保つため、定期的に防虫作業、標本の点検、保存液の補充作業などを実施している。ま
た標本資料の新規収集・整理も行っている。共同利用研究・博物館での展示等に標本の貸し出し・





羊歯植物   500 
蘚苔類 30,000 
地衣類  5,000 













平成 19 年度共同研究のための生物展示標本の貸出・寄贈 
 1）平成 19 年 4 月 26 日～5月 8日 
 郡山市ふれあい科学館に貸出 
 コウテイペンギンの模型標本 1点     
 2）平成 19 年 6 月 1日～6月 5日 
  国立磐梯青少年交流の家に貸出 
 ウェッデルアザラシの剥製等動物標本 14 点 
 地衣類植物標本 2点 
 3）平成 19 年 5 月 30 日～6月 1日 
 （株）関電工に貸出 
 アデリーペンギンの剥製標本 1点 
 4）平成 19 年 6 月 5日～6月 11 日 
  国立情報学研究所に貸出 
 蘚苔類植物標本 6点 
 5）平成 19 年 6 月 6日～6月 11 日 
  国立情報学研究所に貸出 
 アデリーペンギンの剥製標本 1点 
 6）平成 19 年 6 月 12 日～25 日 
 安田女子大学に貸出 
 トビムシ等動物標本 7点 
 7）平成 19 年 7 月 2日～5日 
 気象庁地磁気観測所に貸出 
 アデリーペンギンの剥製標本 2点 
 8）平成 19 年 4 月 27 日 
  国立情報学研究所に寄贈 
 蘚苔類植物標本 1,035 点 
 9）平成 19 年 6 月 26 日 
  国立情報学研究所に寄贈 
 蘚苔類冷凍標本 121 点 
 10）平成 19 年 6 月 25 日 
  国立遺伝学研究所に寄贈 
 蘚苔類冷凍標本 12 点 
 11）平成 19 年 7 月 17 日～9月 6日 
  横倉山自然の森博物館に貸出 
 アデリーペンギンの剥製等動物標本 8点 
 地衣類蘚苔類植物標本 2点 
 12）平成 19 年 7 月 20 日～8月 6日 
  広島大学総合博物館に貸出 
 ウェッデルアザラシの剥製等動物標本 8点 
 13）平成 19 年 7 月 27 日～8月 10 日 
  室蘭工業大学情報メディア教育センターに貸出 
 ヒトデ等動物標本 4点 
 地衣類蘚苔類 植物標本 7点 
 14）平成 19 年 8 月 6日～15 日 
  NHK 長野放送局に貸出 
 ウェッデルアザラシの剥製等動物標本 12 点、レプリカ 2点 
 15）平成 19 年 8 月 10 日～10 月 10 日 
  つくばエキスポセンターに貸出 
 アデリーペンギンの剥製等動物標本 2点 
 16）平成 19 年 8 月 15 日～23 日 
  国立極地研究所広報室に貸出 
 アデリーペンギンの剥製動物標本 2点 
 17）平成 19 年 8 月 24 日～27 日 
  国立極地研究所広報室に貸出 
 ウェッデルアザラシの剥製等動物標本 11 点 
  地衣類植物標本 1点 
 18）平成 19 年 10 月 30 日～11 月 7 日 
  国立極地研究所広報室に貸出 
  ウェッデルアザラシの剥製等動物標本 10 点 
 19）平成 19 年 11 月 1 日～6日 
  国立極地研究所広報室に貸出 
  アデリーペンギンの剥製等動物標本 10 点 
   地衣類蘚苔類植物標本 2点 
 20）平成 19 年 11 月 1 日 
  国立極地研究所広報室に貸出 
  コウテイペンギンフリッパー標本 1点 
 21）平成 19 年 11 月 2 日～平成 20 年 5 月 28 日 
  東京都葛西臨海水族園に貸出 
  南極の石（ペンギンの巣の模型用、木箱入り）標本 1点 
22）平成 19 年 11 月 7 日～12 日 
  東京都立科学技術高等学校に貸出 
  アデリーペンギンの剥製動物標本 1点 
 23）平成 19 年 11 月 9 日～12 日 
  よしみ文化推進クラブに貸出 
  ウェッデルアザラシの剥製等動物標本 5点 
 24）平成 19 年 11 月 26 日～28 日 
   国立極地研究所広報室に貸出 
  オキアミ標本 3点 
 25）平成 19 年 12 月 14 日～17 日 
   国立極地研究所広報室に貸出 
   ナンキョクオキアミ等動物標本 2点、レプリカ 2点 
 26）平成 20 年 1 月 18 日 
   Thailand チュラロンコン大学海洋学に貸出 
  ヒトデ等動物標本 8点 
 27）平成 20 年 1 月 23 日～25 日 
   Thailand チュラロンコン大学海洋学に貸出 
   有孔虫標本 3点 
 28）平成 20 年 1 月 31 日～2月 4日 
  国立極地研究所広報室に貸出 
  ウェッデルアザラシの剥製等動物標本 10 点 
  地衣類植物標本 1点 
 29）平成 20 年 3 月 28 日～31 日 
  国立極地研究所広報室に貸出 
  アデリーペンギンの剥製動物標本 3点 
 
③ 情報公開・発信、社会サービス 


























19 年度 53,594 1,472 646 1,240 2,813 2,609 62,374
    * 日本蘚苔類学会所属研究者保管資料も含めて登録されている 
 





 極地及びその周辺域から得られた標本登録数は 53,594 件。分類別、地域別で整理され、検索
が可能である。 
b．極域地衣類標本データベース 




 極地及びその周辺域から得られた標本の登録数は 646 件。分類別、地域別で整理され、検索
が可能である。 
d．極域維管束植物標本データベース 















・Catalog of Moss Specimens from Antarctic and Adjacent Regions（1987） 
・極域冷凍植物資料カタログ（1992） 




・ World Bryophyte Database（World Herbaria-NIPR） 
   http://antmoss.nipr.ac.jp/bsdb.htm 
・ 極域生物多様性データベース（Antarctic mosses） 
   http://antmoss.nipr.ac.jp/database2.html 
・ 極域動物標本データベース   


















る。岩石標本の平成 19 年度の貸し出し数は 8件 23 点であった。 
 
③ 主な施設・装置・機器の概要、要目、利用状況 






























日本分光製 NRS-1000 微小鉱物の同定 所内外の研究者が 
随時利用 
蛍光Ｘ線分析装置 理学電機製 RIX3000 岩石粉末試料の定性・ 
定量化学分析 
平成 19 年度 
稼働実績なし 
粉末Ｘ線回折装置 理学電機製 RAD III 岩石鉱物粉末試料の 
定性分析 

































19 年度には、これまでのモニタリング観測データベースの見直し・拡充作業を 18 年度より継続し
て実施し、学術資料のメタデータベース構築を行った。南極域のモニタリング観測データ以外に、プ
ロジェクト研究や北極域のデータを新たに追加集積した。定常官庁のデータを含めたメタデータ数は、
















図 1 英語版学術データベースの HP 例
また国際対応として、南極データマネージメント合同委員会（Joint Committee of Antarctic Data 
Management; JCADM）の要請に応じて、国内の極域関連データの主要な提供元（National Antarctic 
Data Center; NADC）として機能する。具他的には、所内データベースと同一の観測データに関する
メタデータを、NASA / GCMD の南極マスターディレクトリー（Antarctic Master Directory ; AMD） 
内に登録を行っている（計 141 件、NIPR 経由の定常官庁データを含む）。 
 





















世界オーロラ資料センター（WDC for Aurora）は、国際科学会議（ICSU (International Council of 
Scientific Unions））WDC パネルの勧告により 1981 年に国立極地研究所に設置された。当センター
は、南極域におけるオーロラ光学観測資料を中心に、オーロラ現象に関する基礎的資料や現在の研究
の動向に対応した資料を収集し、これを整理編集した上で公開している。収集資料の主たるものは、



















































を 3TB に縮小し、余剰分をスペアディスクとした。 
大型計算機システムと極域科学総合データライブラリシステムの利用者は、表 2のとおりで、全体
































表 1 大型計算機システム稼働状況 
平成 19 年度 
年・月 CPU 時間(時間） 
2007 年 4 月 40,253.70  
5 月 37,458.25  
6 月 46,242.42  
7 月 38,723.97  
8 月 49,911.57  
9 月 58,034.95  
10 月 55,038.30  
11 月 49,218.93  
12 月 30,369.95 
2008 年 1 月 46,567.75 
2 月 61,238.72 
3 月 46,330.90 
表 2 大型計算機利用者一覧 
研究代表者 研究課題 所属 
Bjorn 
Gustavsson 
EISCAT と ALIS データの解析によるオーロラ、大気光の研究 国立極地研究所 宙空圏研究グループ 
Ingemar 
Haeggstroem 
EISCAT レーダーデータ解析による電離層物理の研究 EISCAT Scientific Association 
Ingrid Sandahl ALIS 及びれいめい衛星、EISCAT レーダーを用いたオーロラ物理の研究 国立極地研究所 
Wlodek Kofman EISCAT レーダーシステムを用いたプラズマ温度及びイオン組成の研究 名古屋大学 太陽地球環境研究所 
伊村 智 生物のホームページ 国立極地研究所 生物圏研究グループ 
伊村 智 MERGE プロジェクト 国立極地研究所 生物圏研究グループ 
伊村 智 新領域融合研究センター・地球生命システム 国立極地研究所 生物圏研究グループ 
臼井 佑介 極域における最下部マントルの地震学波速度不均質について 国立極地研究所 地圏研究グループ 
浦島 智 オーロラトモグラフィーの研究 富山県立大学 工学部電子情報学科 
岡田 雅樹 第 49 次南極観測隊ホームページ 国立極地研究所 極域データセンター 
岡田 雅樹 極地研ホームページ構築 国立極地研究所 極域情報基盤センター
岡田 雅樹 電磁粒子シミュレーションによる磁気圏プラズマ素過程の研究 国立極地研究所 情報科学センター 
岡田 雅樹 昭和基地 WEB カメラによる画像データ収集と配信 国立極地研究所 情報科学センター 
岡田 雅樹 れいめい衛星南極受信局支援 国立極地研究所 極域データセンター 
岡田 雅樹 所内掲示板 国立極地研究所 極域データセンター 
岡田 雅樹 極地研究所事務系所内掲示板システム 国立極地研究所 極域データセンター 
岡田 雅樹 極域データセンターホームページ 国立極地研究所 極域データセンター 
岡田 雅樹 極地研究所研究者総覧データベース構築 国立極地研究所 極域データセンター 
岡田 雅樹 極地研ホームページ 国立極地研究所 極域データセンター 
岡田 雅樹 AVS による 3次元データ可視化ツールの開発 国立極地研究所 極域データセンター 
岡本 俊太 




加藤 明子 広報室作成ホームページ用 国立極地研究所 広報室 
海老原 祐輔 地球磁気圏の数値シミュレーション 名古屋大学 高等研究院 
海老原 祐輔 南極点基地全天イメージャー観測 名古屋大学 高等研究院 
外田 智千 南極ならびに周辺地域の地質学的・岩石学的・年代学的研究 国立極地研究所 地圏研究グループ 
笠羽 康正 宇宙機搭載電場プローブアンテナの帯電数値評価 
東北大学大学院 理学研究科 
地球物理学専攻 
菊池 雅行 複数プロセス間の共通認証に関する調査 国立極地研究所 極地工学研究グループ
宮岡 宏 DMSP 衛星データの編集処理と解析 国立極地研究所 極域データセンター 
金尾 政紀 インフラサウンドデータ伝送 国立極地研究所 極域データセンター 
金尾 政紀 地震モニタリング観測データのアーカイブと公開 国立極地研究所 極域データセンター 
金尾 政紀 地震モニタリング観測データの初期解析 国立極地研究所 極域データセンター 
金尾 政紀 IPY 発足シンポジウム 国立極地研究所 極域データセンター 
金尾 政紀 極地研学術データベース公開 国立極地研究所 極域データセンター 
行松 彰 SuperDARN HFレーダーデータの一次処理及びデータ公開用のデータ処理 国立極地研究所 宙空圏研究グループ 
行松 彰 
SuperDARN HF レーダーデータ及び高エネルギー粒子データの処理及び 
データ解析 
国立極地研究所 宙空圏研究グループ 
行松 彰 宙空圏グループに関する広報をウェブを通して行う  国立極地研究所 宙空圏研究グループ 











細川 敬祐 SuperDARN レーダーを用いた極域夏季中間圏レーダーエコーの統計解析 電気通信大学 情報通信工学科 
研究代表者 研究課題 所属 
三好 勉信 Analysis of planetary waves and tides in the atmosphere 
九州大学大学院 理学研究院 
地球惑星科学部門 
三宅 壮聡 計算機シミュレーションを用いた宇宙プラズマ中の EMC に関する研究 富山県立大学 
山岸 久雄 昭和基地イメージングリオメータの遠隔監視 国立極地研究所 宙空圏研究グループ 
山口 正人 係内のファイル共有利用 国立極地研究所 総務課 
山本 隆 沿磁力線電流発生とオーロラ粒子加速に関する数値的研究 
東京大学大学院 理学系研究科  
地球惑星科学専攻 
山本 道成 流星の電波観測 国立極地研究所 事業部 





小林 八代 対流圏-成層圏循環 総合研究大学院大学 
松井 宏晃 計算機シミュレーションによる地球磁場成因の研究 
Department of the Geophysical 
Sciences, the University of Chicago
松岡 大祐 磁気フラックスロープの 3次元可視化解析 愛媛大学大学院 理工学研究科 
森本 真司 地球表層における温室効果気体の循環に関する研究 国立極地研究所 気水圏研究グループ 
神山 孝吉 データの共有利用 
国立極地研究所 研究教育系  
気水圏研究グループ 
西村 耕司 複雑システム理解と予測のためのアレイデータの帰納的解析手法開発 新領域融合研究センター 
西谷 望 短波レーダーデータを利用した電離圏－磁気圏ダイナミクスの研究 名古屋大学 太陽地球環境研究所 
川村 賢二 フィルン内における対流計算 国立極地研究所 気水圏研究グループ 
川村 順子 情報図書室蔵書目録の公開他ホームページ用 国立極地研究所 情報図書室 
村田 健史 Multi-scale computer simulation via computer grid 愛媛大学総合情報メディアセンター 
村田 洋三 
IMAGE 衛星 LENA と SuperDARN レーダーによる地球磁気圏・電離圏の 
プラズマダイナミックスの研究 
電気通信大学 菅平宇宙電波観測所 
大下 和久 関係省庁、デザイン事務所等に比較的大きなファイルを引き渡すため 国立極地研究所 事業部企画課 
中田 裕之 
自己無撞着な磁気圏電離圏結合を用いた 
グローバル MHD シミュレーション 
千葉大学大学院工学研究科 
中野 純司 融合研究 統計数理研究所 
中野 慎也 データ同化によるリングカレントのモデリング 統計数理研究所 
堤 雅基 Study of polar atmosphere using radars 国立極地研究所 宙空圏研究グループ 







田中 良昌 新しいオーロラトモグラフィー逆問題解析手法の研究 
情報・システム研究機構  
新領域融合研究センター 
渡辺 正和 惑星間磁場 By 成分が卓越する時の磁気圏電離圏における磁束循環 
サスカチュワン大学 
物理および物理工学科 
土井 浩一郎 南極観測推進センターホームページ運用 国立極地研究所 研究教育系 
土井 浩一郎 合成開口レーダデータのアーカイブ 国立極地研究所 地圏研究グループ 
藤原 智 IGS(国際 GNSS 事業）観測点保守 
国土交通省 国土地理院  
企画部国際交流室 





藤田 秀二 アイスコアコンソーティアムの情報交換を目的としたウェブ作成 国立極地研究所 気水圏研究グループ 
藤田 茂 様々な太陽風変動に対する磁気圏の応答 気象大学校 
飯田 高大 CAEM のホームページ 国立極地研究所 生物圏研究グループ 
飯田 高大 基礎生産モニタリング 国立極地研究所 生物圏研究グループ 
飯田 高大 STAGE プロジェクト 国立極地研究所 生物圏研究グループ 
尾崎 光紀 無人 ELF/VLF 波動多点観測 金沢大学大学院 自然科学研究科 
研究代表者 研究課題 所属 
冨川 喜弘 極渦境界領域の小規模波動擾乱の力学と物質輸送混合過程への影響 国立極地研究所 宙空圏研究グループ 
平沢 尚彦 第 48 次隊 S17 日独共同航空機観測 国立極地研究所 極域データセンター 
平沢 尚彦 昭和基地で受信した MOS データを利用した研究 国立極地研究所 極域データセンター 
平沢 尚彦 昭和基地で受信した NOAA データのアーカイブ 国立極地研究所 極域データセンター 
平沢 尚彦 昭和基地で受信した NOAA データを利用した研究 国立極地研究所 極域データセンター 









平沢 尚彦 こども向け南極観測ホームページ公開 国立極地研究所 極域データセンター 
平沢 尚彦 NOAA GAC データの収集、保存 国立極地研究所 極域データセンター 
平沢 尚彦 ADEOS-II/GLI データ解析 国立極地研究所 極域データセンター 










本山 秀明 氷床深層掘削に関する研究 国立極地研究所 気水圏研究グループ 
麻生 武彦 極域超高層大気物理学の研究 国立極地研究所 宙空圏研究グループ 
麻生 武彦 EISCAT レーダーによる超高層電磁圏物理の研究 国立極地研究所 宙空圏研究グループ 











門倉 昭 超高層モニタリングデータ処理 国立極地研究所 宙空圏研究グループ 
門倉 昭 南極周回気球（PPB)実験データの解析 国立極地研究所 宙空圏研究グループ 
門倉 昭 アイスランド３観測点のデータ処理、データベース化 国立極地研究所 宙空圏研究グループ 
門倉 昭 オーロラデータセンター所有データのデータベース化 国立極地研究所 宙空圏研究グループ 
門倉 昭 極地研宙空圏研究グループのホームページ作成 国立極地研究所 宙空圏研究グループ 
野崎 憲朗 電離層定常観測 情報通信研究機構 
野木 義史 ゴンドワナ分裂に関する研究 国立極地研究所 地圏研究グループ 





鈴木 秀彦 オーロラ帯における OH 大気光観測 総合研究大学院大学 極域科学専攻 
鈴木 靖和 極域データセンターユーザ向けホームページ 国立極地研究所 極域データセンター 
和田 誠 極域の雲・降水データの解析 国立極地研究所 気水圏研究グループ 
櫻井 亨 衛星、地上多重同時観測による ULF 波動の研究 東海大学 工学部航空宇宙学科 
澤柿 教伸 南極氷床・南大洋変動史の復元と地球環境変動システムの解明 

















表 3 昭和基地テレビ会議システム利用状況 



























大型の S/X バンド衛星受信施設（アンテナ直径 11m）として 1989 年に建設され、これまでに「あけ
ぼの」(EXOS-D)、海洋観測衛星(MOS- 1/1b;1996年終了）を始め、欧州リモートセンシング衛星（ERS-1/2）、
地球資源探査衛星（JERS-1;1998 年終了）などの地球観測衛星の継続的なデータ受信を行っている他、




48 次隊の越冬期間中（2007 年 2 月～2008 年 1 月）に昭和基地の多目的衛星データ受信設備を用い
て各衛星を受信した。米国の気象衛星である DMSP および NOAA 衛星は、それぞれ 5879 パス、3506 パ
ス受信した。DMSP と NOAA データについては、情報基盤センター内で編集処理した後、共同利用のた
め、「極域科学総合データライブラリシステム」に登録保存を行った。 
 
表 4 48 次隊で実施した VLBI 実験 




































平成 8年 11 月から学術情報センター（現国立情報学研究所）に接続し、図書及び雑誌の所蔵情報を
提供している。平成 20 年 3 月 31 日現在の登録所蔵レコード数は、図書（和洋共）19,585 件、雑誌（和
洋共）3,374 件で、ロシア語図書を含め、過去受入図書はすべて登録されている。平成 12 年度より
図書館システムが整備され、Web からキーワードによる所蔵資料の目録検索 (OPAC) が利用可能であ
る。同システムを用い、当室発行の学術雑誌について 2003 年以降の発行分より本文 PDF を公開してい
る。 
また、平成 16 年 2 月より 105 万件におよぶ極域関係文献検索(Arctic & Antarctic Regions)が、所
内 LAN 接続の端末から IP 認証でインターネットを介し、利用可能である。本文入手可能な電子ジャ
ーナルは総合研究大学院大学による提供も含め、6,500 タイトルあまりにもなる。 
（2）年度別蔵書数及び増加冊数                            (  )内は増加冊数 
区 分 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度
 和 書 6,284 6,498 6,828 7,094 7,479
  (-457) (214) (330) (266) (385)
 洋 書 13,690 13,945 14,236 14,639 15,046
単行本  (-10) (255) (291) (403) (407)
 計 19,974 20,443 21,064 21,733 22,525
  (-467) (469) (621) (669) (792)
 和 書 1,842 1,872 1,883 1,897 1,908
  (88) (30) (11) (14) (11)
 洋 書 1,553 1,564 1,569 1,570 1,573
小冊子  (43) (11) (5) (1) (3)
 計 3,395 3,436 3,452 3,467 3,481
  (131) (41) (16) (15) (14)
 和 雑 誌 2,256 2,257 2,347 2,465 2,576
  (-105) (1) (90) (118) (111)
製本 洋 雑 誌 19,447 19,534 19,924 20,521 21,201
雑誌  (169) (87) (390) (597) (680)
 計 21,703 21,791 22,271 22,986 23,777
  (64) (88) (480) (715) (791)
合        計 45,072 45,670 46,787 48,186 49,783
 (-272) (598) (1,117) (1,399) (1,597)
 
（3）年度別所蔵雑誌タイトル数 
区   分 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度
和 雑 誌 866 886 861 878 907
洋 雑 誌 2,417 2,427 2,639 2,826 2,873


























第 48 次観測隊の、南極域における安全な観測活動を支援した。越冬隊は平成 19 年 3 月末に所期
の目的を達成して無事帰国した。第 49 次隊は、平成 19 年 11 月末に南極域へ派遣されたが、その各
種準備作業を支援した(第 49 次隊では、10 月末に別動隊 A、11 月中旬に別動隊 Bを南極域へ先発派




















会が刊行してきたが、平成 16 年度からは WEB で公開している。平成 19 年度より、学術会議の地球
惑星科学委員会国際対応分科会 IASC 小委員会が担当している。北極域で観測し、取得されたデータ







など野外観測、基地観測が行なわれ、平均延べ 252 人日の利用があった。平成 18 年度は極端に利用
者が少なかったが、本年度は夏期期間の利用者は予想以上に増え、国際極年、北極の温暖化研究の
影響がでていると考えている。平成 18 年度から借用しているロングイヤービンの UNIS (The 
University Centre in Svalbard)施設の利用は平成 19 年度では延べ 90 人日、アイスランド観測拠






議へ参加し、意見・情報交換をしている。とくに 3月 26 日～4月 2日、ロシア、コミ共和国シクテ






① 北極域研究検討委員会（all Japan の ad hoc な委員会） 
これまでは国立極地研究所（NIPR）、国際北極研究センター（IARC）日本委員会（大学連合）、
JAMSTEC、JAXA、STEL 等の北極研究に関心のある機関が別々に窓口になって国内・国際シンポジウ











1. 第 48 次日本南極地域観測隊 
 
1) 編成 
人員 62 名(越冬隊 35 名、夏隊 27 名) 
 
(1) 越冬隊 
部門 氏名 所属 
副隊長兼越冬隊長 宮 岡   宏 情報・システム研究機構 国立極地研究所研究教育系 
定常観測 電 離 層 梅 津 正 道 独立行政法人 情報通信研究機構 
 気  象 中 村 辰 男 気象庁 観測部 
   野 村 幸 弘 気象庁 観測部 
   島 村 哲 也 気象庁 観測部 
   岩 坪 昇 平 気象庁 観測部 




藤 本 泰 弘 




中 島 英 彰 独立行政法人 国立環境研究所 
  
  
新 井 直 樹 独立行政法人 電子航法研究所 衛星技術部 
  
  
源   泰 拓 気象庁 地磁気観測所 
  
  
中 澤 文 男 情報・システム研究機構 新領域融合研究センター 
  
  
福 井 幸太郎 情報・システム研究機構 国立極地研究所 研究教育系
  
  
永 島 祥 子 情報・システム研究機構 国立極地研究所 研究教育系
  
  
佐 伯 浩 介 国立大学法人 東北大学大学院 環境科学研究科 
設営 機  械 半 田 英 男 
情報・システム研究機構 国立極地研究所 事業部 
（いすゞ自動車(株)） 
   千 葉 政 範 情報・システム研究機構 国立極地研究所 事業部 
   藤 野 博 行 
情報・システム研究機構 国立極地研究所 事業部 
（五洋建設(株)） 
   加 藤 直 樹 




  金 子 弘 幸 
情報・システム研究機構 国立極地研究所 事業部 
（(株)大原鉄工所） 
部門 氏名 所属 
設営 機  械 中 村   渉 
情報・システム研究機構 国立極地研究所 事業部 
（(株)日立製作所） 
 
  久 川 晴 喜 
情報・システム研究機構 国立極地研究所 事業部 
（ヤンマー(株)） 
通  信 若 生 公 郎 国立大学法人 東北大学 金属材料研究所 
 
 
  戸 田   仁 総務省 関東総合通信局 
 
 
調  理 島 田   剛 
情報・システム研究機構 国立極地研究所 事業部 
（(株)ラムラ 銀兎） 
   青 木 裕 和 
情報・システム研究機構 国立極地研究所 事業部 
（四季の御料理 きくや） 
 医  療 志 賀 尚 子 
情報・システム研究機構 国立極地研究所 事業部 
（日本医科大学 多摩永山病院） 
   小 川   稔 
情報・システム研究機構 国立極地研究所 事業部 
（近畿大学医学部 奈良病院） 
 環境保全 加 藤 凡 典 
情報・システム研究機構 国立極地研究所 事業部 
（大栄電設(株)） 
   大 嶋   淳 
情報・システム研究機構 国立極地研究所 事業部 
（三機工業(株)） 
  設営一般 菅 原   仁 
情報・システム研究機構 国立極地研究所 事業部 
（NEC テレネットワークス） 
   前 田 益 彦 
情報・システム研究機構 国立極地研究所 事業部 
（KDDI(株)） 
   富 樫 幸 一 




  石 﨑 教 夫 
情報・システム研究機構 国立極地研究所 事業部 
（(財)地球・人間環境フォーラム） 
   坂 本 好 司 情報・システム研究機構 国立極地研究所 管理部 
(2) 夏隊 
部門 氏名 所属 
隊長兼夏隊長 小 達 恒 夫 情報・システム研究機構 国立極地研究所 研究教育系
副隊長 
(ドームふじ基地担当) 
本 山 秀 明 情報・システム研究機構 国立極地研究所 研究教育系
副隊長(夏期設営担当) 野元堀   隆 情報・システム研究機構 国立極地研究所 事業部 
定常観測 海洋物理 鈴 木 英 一 海上保安庁 海洋情報部 
 海洋化学 杉 本   綾 海上保安庁 海洋情報部 
 測  地 白 井 宏 樹 国土地理院 測地部 
研究観測  新 堀 邦 夫 国立大学法人 北海道大学 低温科学研究所 
  田 中 洋 一 情報・システム研究機構 国立極地研究所 研究教育系
部門 氏名 所属 
研究観測  平 沢 尚 彦 情報・システム研究機構 国立極地研究所 研究教育系
  韓   東 勲 
情報・システム研究機構 国立極地研究所 事業部 
（(株)日本海洋生物研究所） 
  工 藤   栄 情報・システム研究機構 国立極地研究所 研究教育系
  星 野   保 
独立行政法人 産業技術総合研究所 
ゲノムファクトリー研究部門 
  原   圭一郎 福岡大学 理学部 
  舘 山 一 孝 国立大学法人 北見工業大学 工学部 
  笠 松 伸 江 情報・システム研究機構 国立極地研究所 研究教育系
  藤 原   明 (株)ジオシス 
設営 設営一般 橋 本   斉 
情報・システム研究機構 国立極地研究所 事業部 
（飛島建設(株)） 
  寺 田   司 
情報・システム研究機構 国立極地研究所 事業部 
（アトス(株)) 
  科 部 元 浩 
情報・システム研究機構 国立極地研究所 事業部 
（飛島建設(株)） 
  髙 田 一 三 
情報・システム研究機構 国立極地研究所 事業部 
（(株)北陸産業) 
  大 熊 満 代 
情報・システム研究機構 国立極地研究所 事業部 
（西山都市開発(株)） 
  福 田 慎 一 
情報・システム研究機構 国立極地研究所 事業部 
（(株)関電工） 
  木 塚 孝 廣 
情報・システム研究機構 国立極地研究所 事業部 
（いすゞ自動車(株)） 
  高 澤 直 也 
情報・システム研究機構 国立極地研究所 事業部 
（(株)太平エンジニアリング） 
  笹 倉 信 也 
情報・システム研究機構 国立極地研究所 事業部 
（恒栄電設(株)) 
  廣 岡 義 彦 
大学共同利用機関法人 自然科学研究機構 
岡崎統合事務センター 
  藤 沢 正 孝 
情報・システム研究機構 国立極地研究所 事業部 
（アートランドホテル蓼科） 
同行者 
部門 氏名 所属等 
報道関係者 山 村   学 社団法人 共同通信社 メディア局編集部 
報道関係者 小 林 千 穂 日刊スポーツ新聞社 編集局 文化社会部 
研 究 者 髙 﨑 聡 子 情報・システム研究機構 国立極地研究所 研究教育系
大学院学生 尾 塚 馨 一 福岡大学大学院 理学研究科 
部門 氏名 所属等 
ドームふじ基地 李   院 生 中国極地研究中心（PRIC） 
ドームふじ基地 鄭   址 雄 韓国極地研究所（KOPRI） 
日独共同航空機観測 Dr.Andreas Herber アルフレッドウェゲナー研究所(AWI) 
日独共同航空機観測 Dr.Renate Treffeisen アルフレッドウェゲナー研究所(AWI) 
日独共同航空機観測 Dr.Radovan Krejci ストックホルム大学 気象研究所(MISU) 
日独共同航空機観測 Dr.Thomas Garbrecht Optimare 社 
日独共同航空機観測 Juergen Höltig Optimare 社 
日独共同航空機観測 Hans-Jürgen Berns ドイツ航空宇宙センター(DLR) 
日独共同航空機観測 Stephan Grillenbeck ドイツ航空宇宙センター(DLR) 
日独共同航空機観測 Regina Gebhard ドイツ航空宇宙センター(DLR) 
日独共同航空機観測 Roman Koch ドイツ航空宇宙センター(DLR) 
日独共同航空機観測 Brian Burchartz Enterprise Air Inc. 
日独共同航空機観測 Edwin Padilla Enterprise Air Inc. 
日独共同航空機観測 David Woudsma Enterprise Air Inc. 
日独共同航空機観測 Dr.Wim Vyverman ベルギー Ghent 大学 
日独共同航空機観測 Dr.Elie Verleyen ベルギー Flanders 大学 
日独共同航空機観測 Dr.Dominic Hodgson 英国南極局（BAS） 
2）観測項目一覧 
 
第 48 次南極地域観測実施計画 
 
昭和基地及びその周辺地域での越冬観測 









  ①地上気象観測 ②高層気象観測 ③オゾン観測  
④日射・放射観測  ⑤特殊ゾンデ観測 ⑥天気解析  
⑦その他の観測（ロボット気象計観測、調査旅行中の気象観測） 
気象庁 






  ◎極域における宙空－大気－海洋の相互作用からとらえる 
    地球環境システムの研究 






  氷床内陸域から探る気候・氷床変動システムの解明と 
新たな手法の導入 
地圏   超大陸の成長・分裂機構とマントルの進化過程の解明 
生物圏   極域環境下におけるヒトの医学・生理学的研究 
モニタリング研究観測
 
宙空圏   宙空圏変動のモニタリング 
国立極地研究所 
気水圏   気水圏変動のモニタリング 
地圏   地殻圏変動のモニタリング 
生物圏   生態系変動のモニタリング 
学際領域 
(共通) 
  地球観測衛星データによる環境変動のモニタリング 
萌芽研究観測





















































区分 部門 観測項目・観測計画名 担当機関 
一般プロジェクト






区分 部門 観測項目・観測計画名 担当機関 
一般プロジェクト
研究観測  生物圏 キングジョージ島における生物応答性と適応進化の研究 国立極地研究所
交換科学者派遣 







〔目的〕第 48 次南極地域観測隊の編成およびその他実施準備に資するため、隊員候補者に対して、 
期の寒冷地において雪中行動等に関する各種訓練を実施した。 




〔目的〕第 48 次南極地域観測隊員に対し、極地行動に関する各種訓練やの南極観測計画に関する講義 
及び所要の訓練を実施し、所要の知識や技術を習得させると共に、団体生活を行うことによ
って、相互の協力、意思の疎通を図るために実施した。 


































12 月 19 日に昭和基地まで 21.4 マイルの位置から、宮岡 48 次観測隊長以下観測隊 7 名と小梅艦長
らを乗せた第 1 便が飛び、同日 15:00C、昭和基地へ着陸した。第 2 便と合わせ、計 15 名（うち 2 名
は同行者）が昭和基地入りした。その後も「しらせ」はチャージングを続けながら進み、12 月 23 日
15:50C、昭和基地沖に接岸した。接岸場所は、見晴らし貯油施設から方位 88.5 度、距離 680m、管理
棟から方位 93.5 度、距離 2,000m の地点で、海氷の厚さは 1.9m、積雪は 30cm であった。接岸までの




た。この期間中、ヘリコプターの運行が中止になったのは、視界不良のため 1月 9日 16:00C 以降、強
風のため 1月 14 日午前、2月 7日午前、及び 2月 15 日終日であった。また、12 月 21 日 16:00C 以降、
86 号機アクセサリードライブスイッチ不良の為、午後のフライトの一部を中止した。昭和基地におけ
る作業では、1月 14 日午前及び 2月 7日午前の 2回、強風により中止となった。 




して隊員 1名、観測隊副隊長 1名、事務連絡要員として 1名の第 48 次観測隊隊員を乗船させることと
した。「しらせ」不在となる期間中野外観測の支援が出来なくなるため、スカーレン方面に展開してい
た第 47 次観測隊・地学グループを、艦発 21:04C のヘリコプターで収容し、昭和基地へ戻した。S17
で観測を続けているグループには、医療担当隊員 1 名を派遣した。29 日 00:08C に「しらせ」は、昭
和基地沖停留点を離れ、医療支援へ向かった。当該漁船も南下したこともあり、29 日 15:11C に会合
し、15:30C より医療支援が開始した。幸いにも患者の病状は軽く、容態も安定しているので、緊急移
送の必要はないと判断され、19:10C には医療支援を終了し、昭和基地へ戻ることとなった。「しらせ」
は 12 月 30 日 08:33C に昭和基地沖に再接岸し、同日午後より南極地域観測協力が再開された。 
 
③ 観測計画 
夏期野外観測は、12 月 20 日より開始された。 
重点プロジェクト研究観測のサブテーマ「極域の宙空圏－大気圏結合研究」では、無人磁力計ネッ




空機により日独共同航空機観測に参加する隊（隊員 1名と国外からの同行者 11 名）が合流し、観測を
実施し、良好なデータを得た。1 月 12 日から 21 日まで陸域観測時の非常救難用としてバスラー機が
待機し、バスラー機が不在の間は、「しらせ」搭載ヘリコプターが救難待機の任にあたった。日独共同
航空機観測期間中、S17 航空拠点には日本側隊員 4 名、ドイツ側 8 名に加え、バスラー機待機中は、


















なお、設営計画の進行状況から昭和基地最終便を 2月 15 日に予定していたが、同日は低気圧の接近
による強風のため飛行作業が出来ないことが予想されたため、「しらせ」艦長と協議し、14 日中の飛
行を検討した。設営計画に携わっていた隊員の収容は 14 日でも可能であったが、上記「地殻圏変動の
モニタリング」の VLBI 観測が 13 日 20:30C から 14 日 20:30C に設定されており、この観測の実施・引







12 月 19 日及び 20 日の便で、夏期設営計画の準備等に携わるほとんどの隊員と緊急物資等を昭和基
地へ空輸した。また、S17 航空拠点への物資輸送は、20～22 日、及び 26 日に実施され終了した（総量
は、19.394t）。 
「しらせ」の昭和基地接岸（12 月 23 日）までに、金属燃料タンクの修理を緊急作業で実施した。
21 日には、100kl①、②タンクのアルミ溶接・気密試験が完了した。22-23 日には、50kl タンク 2 基
についてはアルミ溶接不可のため、エポキシ樹脂による修理を行い、気密試験もパスした。「しらせ」
の昭和基地接岸後、アイスアンカー、海氷安全確認、貨油ホース接続作業を行い、21:09C より送油を





24 日午後から引き続き氷上輸送を継続した。1月 4日に、第 47 次観測隊の持ち帰り物資も含めたす
べての氷上輸送を終え、1 月 5 日から航空機による一般物資輸送に切り替えた。1 月 11 日のドラム缶
空輸をもって総計 1,090 トンの燃料・物資の昭和基地への輸送を終えた。1 月 17 日以降、第 47 次観
測隊の持ち帰り物資の空輸を行った。また、1月 30 日には、ドームふじ基地より持ち帰られた氷床コ







通信システムの整備と活用」として、昭和基地と観測拠点（S17 及びしらせ）間の無線 LAN 運用が実
施された。これらの重点項目の他に、作業を行う上で必要な車両等の修理、建築に必要なコンクリー
トの製造などの定常業務も実施した。機械・建築倉庫建築工事には、大量のコンクリートが必要で、
今期の夏期設営計画で使用したセメントの量は、第 48 次観測隊が持ち込んだ 1,600 缶に加え、前次隊
までに残っていた 550 缶のうち 500 缶を使用し、合計 2,100 缶に達した。 
第 48 次観測隊の夏期設営作業は多岐に渡り、仕事量も多かったが、天候に恵まれたこともあり、2
月 13 日までにはほぼ終了し、若干の残作業は第 48 次越冬隊に引き継いだ。 
 
⑤ 復路 
昭和基地最終便となるヘリコプターは、2 月 16 日 05:31C に昭和基地Ａヘリポートを離れ、残作業
に従事していた第 47 次越冬隊員、第 48 次夏隊員らを「しらせ」に収容した。続いて、第 47 次越冬隊









観測隊夏期観測計画の最後となった。これまでの総飛行時間数は 276.4 時間（試飛行見積り 3 時間を
含む）であり、「しらせ」就航後の第 25 次観測隊から第 47 次観測隊の平均飛行時間数 270.7 時間を若
干上回った。現在運行している 86 号機・87 号機の合計残飛行時間数は、283.6 時間となった。 
2 月 23 日からは定常観測「海洋物理・化学観測」の停船観測が開始された。また、2 月 26 日には、
「気水圏変動のモニタリング」の XCTD 集中観測、2 月 28 日から 3 月 1 日にかけては重点プロジェク
ト研究観測「極域の大気圏－海洋圏結合研究」の氷海域における DMS（硫化ジメチル）生成・分解過
程の解明を、プリッツ湾海域で実施した。 
3 月 12 日に東経 150 度線の北上を開始し、3月 16 日には南緯 55 度を通過した。停船観測 20 番へ向
かう航路上で、オーストラリア EEZ 海域に入ることになるが、海洋観測が許可された海域は、東経
149-151 度、南緯 44-46 度の範囲であり、東経 150 度線を北上すると、途中で海洋観測が許可されて
いないオーストラリアEEZ海域内を通過することになるため、東経150度よりやや東側の針路をとり、
オーストラリア EEZ 海域外から、直接オーストラリアに許可された EEZ 内の観測海域に入った。許可
されたオーストラリア EEZ 海域を離脱するまでに、全ての海洋観測を終了させた。 
3 月 20 日に、シドニー港外で投錨・仮泊し、翌 21 日にシドニー港へ入港した。第 47 次観測隊越冬






地周辺の一斉清掃を 2回実施した。実施地域は、11 倉庫南西側デポ棚及び西の浦付近であった。 













また、第 48 次観測隊は南極観測 50 周年を記念する隊として出発前から注目されていたが、1 月 7
日から 16 日にかけて、南極地域観測 50 周年記念「オープンフォーラム南極」のパネリスト等の有識
者（日本科学未来館館長の毛利衛氏、南極本部委員の今井道子氏、作家の立松和平氏）（他 3名が同行）
が南極地域観測事業調査、視察等を行うため、空路昭和基地を訪れた際、第 47 次越冬隊と共にパネリ
スト等の調査・視察活動に協力した。1 月 29 日には日本国内で挙行された「南極地域観測 50 周年記
念式典、同祝賀会」へ昭和基地より参加した。 








48 次夏隊 3名と越冬隊 2 名は、2006 年 11 月 5 日に成田空港を出国し 6 日にケープタウンへ到着し
た。ケープタウンにて中国と韓国からの交換科学者 2 名と合流した。南極ノボラザレフスカヤ滑走路





このツインオッターを ARP2 への代替機としての使用は困難であった。そのため DROMLAN（ALCI）はカ
ナダから新たに BT-67 機を導入することとし、同機のノボラザレフスカヤへの到着は 12 月 1 日であっ
た。ARP2 へのフライトは 12 月 3 日に実施され、47 次航空支援隊とともに雪上車により 12 月 12 日に 
ドームふじ基地へ到着した。当初の予定では 11 月 25 日にドームふじ基地到着、12 月 1 日から掘削再
開を見込んでいたが、概ね 3週間の遅れとなった。 
ドームふじ基地到着遅れによる掘削そのものの計画についての変更はしなかった。47 次内陸旅行先








3,500m のウインチケーブルも一度巻き替えた。当初 1 月 18 日にドームふじ基地を出発予定であった
が、今夏シーズンの可能な時間で少しでも未知の領域のコアの掘削を続けるため、1月 26 日まで掘削
を続け、3,035.22ｍで終了した。そのため、ドームふじ基地を離れる時期を当初の計画より遅くなり、
1 月 29 日に出発し、ケープタウンへのフライトも１便遅らせた。結局、S17 から 2 月 9 日にノボラザ
レフスカヤ基地へ移動し、ケープタウン帰着は当初の 2月 5日から 2月 16 日に変更となり、日本へは







12 月 3 日に成田空港から出国した。12 月 4 日に予定通りケープタウンに到着し、日独共同航空機観
測のメンバーとドイツ越冬隊隊員と合流した。12 月 5 日に ALCI の事務所へ行き、大陸間移動に関す
る講習を受けた。南極域の天候の変化のため、12 月 6 日に予定より半日ほど早くケープタウンを出発
し、翌日（7 日：早朝）に Novo 基地に到着した（南緯 55 度を通過は 12 月 6 日）。同日中に Baseler
機で Neumayer 基地に移動する予定だったが、天候不良のため、Novo 基地の出発が遅れ、8 日に Novo
基地を発ち Neumayer 基地へ移動した。Polarstern からの測器の荷降ろし、Polar-2（ドルニエ機）の
到着が遅れたため、16日に測器の据え付け作業を開始した。18日に測器を取り付けたラックをPolar-2
機内に固定し、19 日に航空機の Aerodynamics 試験飛行を行う。20 日に DLR からの観測飛行の許可が
下り、測器の動作確認のためのテストフライトを 20-21 日にかけて実施した。22 日はパイロットの休
養日にし、飛行機観測は 23 日より本格的に開始した。28、29 日は両日とも Kohnen 基地へ行き、内陸
部の観測飛行を実施した。Neumayer 基地での観測飛行は荒天のため 12 月 31 日が最後となった。1 月
5 日に Polar-2 に搭乗して Neumayer 基地を出発し、Novo 基地、Belaren を経由し、6 日早朝に S17 へ
到着した。S17 での観測は 7-24 日の期間に実施した。27 日に Baselar 機に搭乗し、Novo 基地経由で
Neumayer 基地へ移動した。29 日に Wasa・Aboa 基地上空の観測飛行を実施するために、Neumayer 基地
を出発したが、Polar-2 の機体トラブルのため、Wasa・Aboa 基地上空の観測飛行は中止し、Neumayer
基地へ戻った。30 日よりラック・測器の取り外し作業にかかり、2 月 1 日に梱包、輸送コンテナへの
機材移動を終了させた。2月 3日に Baseler 機により、Novo 基地へ移動した。4日夜（23:00UT）に予





南極半島域キングジョージ島の韓国世宗基地へ派遣された研究者 2名は、12 月 1 日に東京・成田空
港を出発した。12 月 2 日にチリ国プンタアレナスに到着、観測準備・天候待機ののち、9 日にチリ観
測隊の航空機（C130）によってプンタアレナスよりキングジョージ島へ移動した。キングジョージ島
では、まず滑走路のあるフィルデス半島フレイ基地（チリ国基地）に到着し、そこから韓国隊のゾデ
ィアックでバートン半島韓国世宗基地へ移動した。12 月 9 日に世宗基地に到着、1月 28 日まで世宗基
地に滞在しながら近隣のペンギン繁殖地において観測計画「極域環境変動と生態系変動に関する研究」
にかかわる野外観測を実施した。観測期間中、強風雪（～20m/s）のために基地より外出できなかった
日が合計 4日あったが、その他は天候もおおむね良好で、計画通りの野外観測を実施した。1月 28 日
に世宗基地よりフレイ基地にゾディアックで移動、同日チリ観測隊の航空機でプンタアレナスへ移動、























第 48 次 夏期行動経過概要 
年月日 事  項 
2006年 11月5日 ドームふじ隊 5名 成田発 
11月14日 「しらせ」晴海出航 
12月12日 ドームふじ航空隊、ドームふじ基地着 
11月28日 観測隊本隊 成田発 
12月3日 フリマントル出港 











2月20日 ドームふじ航空隊 成田帰国 
2月16日 昭和基地最終便 
3月12日 北上開始 
3月16日 南緯 55 度通過 
3月21日 「しらせ」、シドニー入港 
3月27日 「しらせ」、シドニー出港 





第 48 次南極地域観測越冬隊は、越冬隊長以下 35 名で構成され、南極地域観測第Ⅶ期計画（平成 18
～21 年度）、ならびに国際極年 IPY2007-2008 の初年次の越冬観測を実施した。第Ⅶ期計画では、従来
の定常観測、モニタリングおよびプロジェクト研究観測に加えて、分野横断型の重点プロジェクト研
究観測（課題名：極域における宙空－大気－海洋の相互作用からとらえる地球環境システムの研究）
が新たに設けられた。2007 年 2 月 1日、第 47 次越冬隊から実質的に昭和基地の運営を引き継ぎ、2008
年 2 月 1日に第 49 次越冬隊に引き継ぐまでの一年間、基地内や野外での観測と基地の管理運営にあた
った。この間の 11 月 14 日から翌年１月 26 日まで、4名が日本・スウェーデン共同トラバース観測に





越冬開始後の 2 月から 3 月は全般に極冠高気圧の勢力が弱く、曇天が多かった。4 月は上・下旬が
晴天、中旬が荒天となり、中旬の平均雲量 9.9 は過去最多となった。4月から 10 月は、ほぼ一月おき
に荒天と晴天が入れ替わる周期的な天候となった。3月、6月、8月には 4回のブリザードが来襲した。
特にミッドウィンター直前の 6月 19 日に始まったブリザードでは、最大瞬間風速 52．4m/s を記録し、
基地施設の一部に被害をもたらした。6 月中旬から 8 月下旬までの平均気温は 7 月中旬を除いて平年
よりかなり高めに推移した。9 月は極冠高気圧に覆われ、比較的安定した天気が続いたが、10 月は一




越冬期間中の最低気温は-33.4℃（7 月 13 日）で、-30℃以下となった日は計 3 日間と少なかった。
年平均気温-9.6℃は高い方から歴代４位、ブリザードは計 24 回（48 日間）で平年並みであった。基
地周辺における定着氷の流出はなく、海氷上の行動に支障がでることはなかった。ただし、越冬終了




して実施した。電離層部門では、電離層垂直観測の送信パワーアンプ 1 台による仮運用から 4 台によ
る正規運用に移行するとともに、中断していた 50MHz/112MHz オーロラレーダー観測を再開した。気象
部門では多くの地上気象観測、高層気象観測を継続するとともに、オゾン全量観測（264 日間）やオ
ゾンゾンデ 52 台、エアロゾルゾンデ 6台（気水圏部門と共同）の気球観測等により、成層圏オゾンな
らびに極成層圏雲の消長を観測した。オゾン全量観測によると、2007 年は 8 月中旬から 10 月下旬ま
でオゾンホールの目安である 220m atm-cm をほぼ継続して下回り、10 月 5 日に最小値である 138m 
atm-cm を記録した。  














基地周辺では 3月より海氷上のルート工作を開始し、4月 15 日にとっつきルート、20 日にオングル
島周回ルートを完成させ、とっつき岬での地震計保守、オングル島周辺の積雪試料採取、西オングル
観測施設の保守、オングル海峡での GPS 潮汐観測等を開始した。極夜後の 8月からはリュツォ・ホル
ム湾露岩域（南方）のルート工作に着手し、10 月初旬スカーレンに至るまで、各露岩域において広帯
域地震計保守、GPS 観測等を実施した。また、11 月中旬と 12 月初旬には、基地周辺のペンギンルッカ
リー約 10 か所において、例年実施しているアデリーペンギンの個体数調査を行った。 
一方、内陸方面は、日本・スウェーデン共同トラバース計画支援のため、極夜前の 5月 5日より S16
オペレーションを開始し、橇・雪上車の回収と重整備、燃料輸送等を計画的に実行した。トラバース
に参加した 4名は、空路 S17 に到着した 49 次夏隊 4名とともに 11 月 14 日、スウェーデン隊との会合
点に向けて往復 2,800km のトラバース旅行に出発し、2008 年 1 月 26 日に S16 へ帰着するまで、49 次
隊と協力して氷床探査レーダーや積雪試料採取等の広域観測を実施した。このほか、9月 3－6日には























像や初の試みとして雪上車からの移動中継なども交えて積極的な情報発信を行った（表 2 参照： 22







































(a)2007 年 2 月 28 日、(b)5 月 20 日、(c)7 月 4 日、(d)8 月 28 日、(e)10 月 11 日、 (f)11 月 10 日、  



















表 1 越冬期間中の宿泊を伴う野外行動一覧 
期間 行動名称 部門 
2007 年 5 月 4～5日 西オングルテレメトリー小屋充電旅行 宙空 
 5 月 5～7日 気象・地圏・機械 S16 合同オペレーション 地圏、気象、機械 
 6 月 11～12 日 西オングルテレメトリー小屋充電旅行 宙空 
 7 月 10～13 日 第 1回気水圏 S16 オペレーション 気水圏 
 7 月 18～21 日 第 2回気水圏 S16 オペレーション 気水圏、地圏、気象
 7 月 30～31 日 西オングルテレメトリー小屋充電旅行 宙空 
 8 月 4～5日 東オングル島西海岸野営訓練 生活 
 8 月 7～9日 第 3回気水圏 S16 オペレーション 気水圏、気象 
 8 月 23～24 日 地圏ラングホブデルート工作 地圏 
 8 月 28～30 日 地圏ラング観測＆環境整備オペレーション 地圏 
 9 月 3～6日 気水圏 H72 旅行 気水圏 
 9 月 11～14 日 地圏スカルブスネスルート工作・観測 地圏、生物 
 9 月 19～20 日 第 4回気水圏 S16 オペレーション 気水圏、地圏 
 10 月 5～11 日 地圏スカーレンルート工作・観測 地圏 
 10 月 17～18 日 第 5回気水圏 S16 オペレーション 気水圏 
 10 月 17～19 日 地圏・宙空スカーレン合同オペレーション 地圏・宙空 
 10 月 20～21 日 ラングホブデ・スカルブスネス研修 生活 
 10 月 20～25 日 宙空 H100 旅行 宙空 
10 月 31 日～ 
2008 年 1 月 28 日 
日ス共同トラバース計画 気水圏 
 10 月 31～11/5 日 日ス共同トラバース前半支援 FA、通信 
 11 月 4～14 日 日ス共同トラバース後半支援 機械 
 11 月 4～5日 地圏・LAN・気象 S16 合同オペレーション 地圏、気象、LAN 
 11 月 9～10 日 49 次トラバース隊出迎え 隊全体 
 11 月 12～14 日 スカルブスネスペンギンセンサス 生物 






表 2 越冬中に実施したTV会議等一覧（打合わせ等を除く） 
月日 目的 接続先 開始 終了 出演者 
2. 7 南極教室  袖ヶ浦市立昭和小学校 8:00 9:00 橋本・佐伯 
2.23 南極大学 北海道大学低温科学研究所 8:00 9:30 宮岡隊長・中澤・戸田 
2.27 南極教室  荒川区立ひぐらし小学校 8:30 10:00 中澤・源・坂本 
3. 1 南極教室 つくば市立竹園東小学校 7:50 8:30 中島・岩坪 
3. 1 南極教室  つくば市立東小学校 8:50 9:40 同上 
3. 1 モンゴル大統領視察 国立極地研究所 10:05 10:15 宮岡 
3. 9 
 















リバーサイドホール 9:00 9:30 宮岡・中澤・志賀 
4.10 財務省担当官視察 国立極地研究所 9:45 10:00 宮岡 
5. 5 イベント 日本アマチュア無線連盟 10:30 11:10 若生・中島・大嶋・戸田
5.16 南極教室 広島三育学院小中学校 8:30 9:10 新井・志賀 
5.16 南極教室 広島三育学院高校 9:30 10:10 新井・志賀 
5.26 南極教室 古河第三中学校 9:00 9:35 大嶋・佐伯・菅原 
5.26 イベント 日本アマチュア無線連盟 11:10 11:45 若生・中島・菅原 
6. 6 南極教室 東京三育学院小学校 8:00 8:42 新井・志賀 
6. 9 南極教室 板橋区金沢小学校 8:00 8:30 坂本・岩坪 
6.12 南極教室 あきるの市秋多中学校 9:20 9:50 宮岡・永島 
6.15 南極教室 名取市相互台小学校 8:00 8:50 若生・中島 
6.28 南極教室 福岡市篠栗小学校 8:30 9:10 加藤凡・野村・中村渉 
6.29 南極教室 豊中市少路小学校 8:20 9:20 小川・久川 









7.17 南極教室 岐山高校 9:00 9:45 中島・佐伯 
7.21 イベント 南極阪神 OB 会（岡山大学） 8:40 9:10 源・小川 
7.21 イベント 環境研オープンハウス 9:30 10:05 中島・佐伯 
7.28 朝日南極教室 朝日新聞東京本社 9:10 9:55 新井・志賀 
7.29 南極教室 立正大学 9:00 9:45 中島・加藤凡・志賀 
8. 3 南極教室 広島高校 8:50 9:25 中澤・福井 
8. 7 南極教室 極地研（富岡高校） 8:45 9:20 中島・加藤凡 
8.11 朝日南極教室 朝日新聞大阪本社 8:00 8:40 佐伯・野村 
8.11 TV 番組中継 NHK 思い出のメロディー 12:00 14:10 宮岡 
8.19 南極教室 名古屋港ポートビル 9:00 9:40 宮岡・志賀 
8.25 南極教室 つくばエキスポセンター 9:00 9:45 中島・岩坪 
8.25 医学研究ワークショップ 国立極地研究所 10:00 11:30 志賀・小川 
8.26 南極教室 仙台市 講演と映画の会 8:00 8:35 宮岡・中澤・若生 
月日 目的 接続先 開始 終了 出演者 
9. 1 家族懇談会 国立極地研究所 6:40 10:30 越冬隊全員 
9. 5 南極教室 沖縄三育学院 8:00 8:50 新井・藤野 
9.18 南極教室 広島安田女子大学 8:00 8:55 佐伯・志賀 
9.20 朝日南極教室 滋賀河瀬中学校 9:00 9:50 佐伯・志賀 
9.27 南極教室 千葉上本郷小学校 8:00 8:40 菅原・中澤 
9.27 南極教室 秋田横手高校 9:20 9:50 菅原・中澤 
9.29 朝日南極教室 恵明学園 8:10 8:40 源・島田 
10. 4 朝日南極教室 横浜市戸部小学校 8:00 8:50 中村辰・半田 
10. 6 地球温暖化防止フェア 滋賀県草津市 8:30 9:20 佐伯・中村渉 
10.10 朝日南極教室 会津若松市東山小 8:40 9:35 中澤・松澤・梅津 
10.25 朝日南極教室 高砂市荒井中学校 8:50 10:00 新井・中澤 
11. 1 朝日南極教室 大館市上川沿小学校 8:00 8:50 菅原・佐伯 



















11.11 南極教室 南極フェスタ in よしみ 9:00 9:40 中島・半田 
11.12 CS スカパー収録 国立極地研究所 7:40 8:30 宮岡・新井 
11.16 朝日南極教室 上五島町立浜ノ浦小学校 9:00 10:00 野村・中村渉 
11.22 南極教室 小平市立小平第四小学校 8:45 9:40 新井・藤野 
11.23 南極教室 新宿区立牛込第一中学校 8:10 9:00 坂本・松澤 
11.28 南極教室 福井市立中藤小学校 8:25 9:15 前田・松澤 




























 昭和 57 年から平成 18 年 4 月までに譲渡、並びに貸与を実施した機関等は表 1 の通りである。また、
将来の展示需要のため昭和基地で保存する施設・物品等は表 2の通りである。 
 
表 1 廃棄物等の再利用状況 












































紋別市立流氷科学センター スノーモービル 平成10年4月13日  ○ 
石川県立航空プラザ ピラタスポーター1号機 平成5年9月1日～ ○  
いすず自動車 65KVA発電機 平成10年4月13日  ○ 
















機関名 物品名 貸与又は譲与日 
貸与/譲与の別
貸与 譲与
白瀬南極探検隊記念館 大型雪上車KD60-5 平成12年4月13日  ○ 
ヤンマーディーゼル(株) 発電機(200KVA) 平成9年3月  ○ 
新潟県立自然科学館 大型雪上車KD60-1 平成13年4月13日  ○  
・貸与品は国有財産及び貸出し時点で無償譲与の規定がなく、貸与されたものである。 
 
表 2 将来の展示需要のため昭和基地で保存する施設・物品等 
保管物品 保管場所 保管方法 保管開始 備考 
大型雪上車 KD602 
(8 次隊搬入) 




見晴らし岩 裸  同上 
大型雪上車スノーキャット 
(11 次隊搬入) 
見晴らし岩 裸  同上 
旧発電棟部材(第 1次隊) 天測点脇 シート掛 1994.2～ 同上 
旧医務室部材(第 1次隊電離棟) 第 2 夏宿脇 シート掛 1998.3～ 同上 
通信棟部材(第 7次隊) 第 2 夏宿脇 シート掛 1998.3～ 同上 
建物仕様は 1次と同じ 











平成 19 年 11 月 18 日～平成 20 年 1 月 23 日 
 
（2）日程  
平成19年 11月 18日 大阪（関西空港）発 
19 日 ケンブリッジ着 
20 日 英国南極調査所で装備品受け取りおよび調査の打ち合わせ 
21 日 ケンブリッジ発、プンタアレナス着、天候悪化で出発待機 
23 日 プンタアレナス発、ロゼラ基地着 調査開始 
平成 20 年 1 月 10 日 ロゼラ基地発、プンタアレナス着 
11 日 プンタアレナス発 
12 日 ケンブリッジ着 
13～18 日 英国南極調査所で調査結果の取りまとめ 
18 日 ケンブリッジ発、ニューキャッスル着 
19～20 日 研究協力者のニューキャッスル大学 Gordon Beakes 教授と意見交換 
21 日 ニューキャッスル発、ヒースロー空港着 
22 日 ヒースロー空港発 


















70 株は、2008 年 3 月にロゼラ基地を英国南極調査所所有の調査船でいったん英国に移送され、その後







平成 19 年 12 月 1 日～平成 20 年 3 月 24 日 
 
（2）日程 
平成 19 年 12 月 1 日 東京（成田）発  英国（ケンブリッジ）着 
2～4 日 調査準備・研究打ち合わせ（英国南極調査所） 
5 日 英国ブライズノートン空港発 
6 日 フォークランド着（7日 航空機天候待機） 
8 日 フォークランド発－英国ロゼラ基地着 
9～11 日 観測船乗継待機・調査準備 
12 日 英国ロゼラ基地発 観測船乗船 
16 日 英国シグニー島基地着 調査開始 
平成 20 年 3 月 12 日 英国シグニー島基地発 観測船乗船 
20 日 チリ・プンタアレナス着 
21 日 チリ・プンタアレナス発 
22 日 英国ロンドン（ヒースロー）着 
23 日 英国ロンドン（ヒースロー）発 

















ージアキバナウが繁殖している。これら 4 種の潜水性海鳥類合計 240 羽に、位置（GPS）、遊泳速度・
加速度、画像、などの各種パラメータを記録するデータロガーを取り付け、海上での採餌行動に関す












天測点は 69°00′22″S、39°35′24″E で標高は 29.18 m である。 
 
（2）建築物 
建物 61 棟の総床面積は約 6,821.2m2で発電棟 3，居住棟 2，管理棟 1，観測・研究棟 18，倉庫 4，車





発電棟に 300kVA(240kW)のディーゼル発電装置が 2基配備されている。通常は 300kVA 発電機 1基の
運転で基地全体の電力を賄っている。500 時間ごとに切り替え，点検・整備を行っている。また，基
地主要部から離れた第１夏期隊員宿舎のそばに非常発電棟があり，非常時用の電源として，200kVA デ





































建設年 (隊次) 構造 
床面積㎡ 現在の用途 
旧 娯 楽 棟 
1957 (1) 木製パネル(断面図は旧電離棟と同じ) 
40 歴史的保存建物 
旧 電 離 棟 
1966 (7) 木製パネル 
40 電離層観測、倉庫 
地磁気変化計室 
1966 (7) 木製パネル、特殊コネクター使用 
12 地磁気絶対測定 
旧 送 信 棟 
1966 (7) 軽量鉄骨、木製パネル、12 次で 14.5 ㎡を増設 
29   
観  測  棟 
1967 (8) 高床、木製パネル 
138 気水圏、超高層観測、個室 2 
放  球  棟 
1995 (36) 高床、木製パネル 
24 気象ゾンデ放球 
管  制  棟 




1969 (10) 高床、鉄骨、木製パネル 
86 ロケットレーダー、テレメーター 
コントロールセンター 
1969 (10) 高床、鉄骨、木製パネル、12 次で移設 
22 夏期：しらせヘリコプター管制 
観 測 倉 庫 
1970 (11） 高床、軽量鉄骨、折板 
81 電離層、気象を除く観測部門倉庫 
推    薬    庫 
1972 (13） 高床、木製パネル 
67 観測倉庫 
気    象    棟 
1973 (14） 高床、木製パネル 
101 気象観測、屋上パラボラアンテナ 
気 象 棟 前 室 
1973 (14） 高床、軽量鉄骨、木製パネル 
27 気象用倉庫 
環 境 科 学 棟 
1974 (15） 高床、木製パネル 
101 生物、医学観測 
送    信    棟 
1975 (16） 木製パネル 
72 短波通信送信機室 
電  離  層  棟 
1977 (18） 高床、木製パネル 
101 電離層観測 
地    学    棟 
1978 (19) 高床、木製パネル 
101 地学、雪氷、地震観測 
建物名 
建設年 (隊次) 構造 
床面積㎡ 現在の用途 
旧水素ガス発生機室 




1979,80,2000 高床 2階、木製パネル、増築は鋼板パネル 
435.4 48 ベット、60 名食堂、増築部に風呂、便所 
情 報 処 理 棟 
1981 (22） 高床、木製パネル 
94 宙空観測 
発    電    棟 
(23,24） 




仮  作  業  棟 
1985 (26) パイプ、断熱シート 
112 航空・建築物品、資材庫 
作 業 工 作 棟 
1986 (27） 鉄骨、鋼板パネル 
289 車両整備、機械物品庫 
衛 星 受 信 棟 
1988 (29) 高床、木製パネル 
117 衛星受信設備 
ヘ リ ポ ー ト 
待  機  小  屋 
1990 (31) 高床、鋼板パネル 
32 しらせヘリ要員待機 
重  力  計  室 
1991 (32） 木製パネル 
49 超伝導等重力観測 
管    理    棟 
(32,33) 




旧 焼 却 炉 棟 
1993 (34） 鉄骨、鋼板パネル 
25 木工室 





1995 (36) 高床、鋼板パネル 
27 観測用ボンベ格納 
第 1HF レーダー小屋 
1995 (36) 高床、鋼板パネル 
16 HF レーダー観測 
第 2HF レーダー小屋 
1996 (37） 高床、鋼板パネル 
23 HF レーダー観測 
倉    庫    棟 
1996 (37) 鉄骨 2階、鋼板パネル、木製パネル 
454 冷凍庫、冷蔵庫、設営倉庫、設営事務室 
建物名 
建設年 (隊次) 構造 
床面積㎡ 現在の用途 
地  震  計  室 
1996 (37) 木製パネル 
42 地震観測 
非 常 発 電 棟 
1996 (37) 鉄骨平屋、鋼板パネル 
63 非常発電機 2基 
第 1 居 住 棟 
1997 (38） 高床、木製パネル 
284 個室 21 
汚 水 処 理 棟 
1997 (38） 鉄骨平屋、鋼板パネル 
109 汚水浄化 
第 2 居 住 棟 
1998 (39） 高床、木製パネル 
284 個室 21 
通路棟(増築部分) 
1998 (39） 高床、鉄骨、鋼板パネル 
63.5 防火区画 A～発電棟通路 
汚水処理棟通路 
1999 (40） 高床、鉄骨、鋼板パネル 3 
20.4 汚水処理棟～倉庫棟 
MF レーダー小屋 
1999 (40） 高床、冷蔵庫パネル改造 
16.2 MF レーダー観測 
第 2夏期隊員宿舎 
1999,2000(40,41) 高床、木製パネル(旧 9・13 住棟移設、機械室、増設)
257.5 ベッド 40、ラウンジ、トイレ 
第 1廃棄物保管庫 
2000 (41) パイプ、断熱シート 
136 廃棄物保管 
焼  却  炉  棟 
2001 (42） 鉄骨平屋、鋼板パネル 
56.3 焼却炉、生ゴミ炭化装置 
廃棄物集積場 
2001 (42） 鋼板パネル(冷凍庫パネル改造) 
30.4 廃棄物集積 
光 学 観 測 棟 
2001 (42） 鋼板パネル(冷凍庫パネル改造) 
50.9 光学観測 
西部地区配電盤小屋 
2001 (42） 鋼板パネル(冷凍庫パネル改造) 
9.7 配電盤設備 
第 2廃棄物保管庫兼車庫
2002 (43) 鋼板パネル 
170 廃棄物及び車両保管 
東部地区配電盤小屋 
2002 (43) 鋼板パネル(冷凍庫パネル改造) 
9.7 配電盤設備 
非常用物品庫 
2003 (44) 高床、木製パネル 
120 非常用装備保管 
建物名 
建設年 (隊次) 構造 
床面積㎡ 現在の用途 
小型発電機小屋 
2003 (44) 高床、鋼板パネル 
48.6 60kVA 発電機 2基 
清浄大気観測室 
2004 (45) 高床、鋼板パネル 
29.6 清浄大気観測 
インテルサット制御室 
2004 (45) 高床、鋼板パネル 
28.0 インテルサット通信設備 
車     庫 
2005 (45) 鋼板パネル（ドーム型） 
360 車庫 
風力発電機制御盤小屋 
2005 (46) 高床、鋼板パネル 
5 風力発電機制御盤 
新第 1HF レーダー小屋 
2005(46） コンテナ 
7.4 HF レーダー観測 
夏期宿舎汚水処理装置 
2005 (47) 12ft コンテナ 
7.4 夏期隊員宿舎用の汚水処理装置 
機械・建築倉庫 
2007 (48) 鋼板パネル(ドーム型) 
375 機械、建築関連資材倉庫 
予備食冷凍庫 
1998 (38) 高床、鋼板パネル 
36.5 食料保存 
第 8 冷 凍 庫 
1967 (8) コンテナ 
7.4 夏宿食料保存 
夏 宿 冷 蔵 庫 
1998 (39) 高床、鋼板パネル 
5.3 食料保存 


















みずほ基地は、昭和基地の南東約 270km の内陸氷床上（70°41′53″S，44°19′54″E，標高約 2,200m）























































あすか基地は、ブライド湾から約 120km の内陸氷床上(71°31′34″S，24°08′17″E，標高 930m)














建設年 (隊次) 構造 
床面積 ㎡ 現在の用途 
30 マイル小屋 
1984 (25) 鋼板塩ビ加工パネル 
25.9 30 マイル点の居住 
飯場棟 
1984 (26) 鋼板塩ビ加工パネル 
14.6 1986 年 (27 次) で移設。倉庫 
主屋棟 
1984 (26) 木製パネル 
100.0  厨房・食堂・通信・寝室 
発電棟 
1985 (27) 木製パネル 
95.0  発電機室・風呂・便所 
観測棟 
1986 (28) 木製パネル 
105.0  観測室・医務室・寝室 
通路 
1986 (28) 鉄パイプラチス・木製パネル，一部分不燃パネル 














建物名   建設年 (隊次) 床面積 (㎡) 構造 
発電棟 1995 (35) 44.6 冷凍室パネル改造 
食堂棟 1994 (34) 36.5 冷凍室パネル改造 
居住棟 1995 (35) 36.5 冷凍室パネル改造 
観測棟 1995 (35) 36.5 冷凍室パネル改造 
医療居住棟 1995 (35) 36.5 冷凍室パネル改造 
避難施設 1994 (34) 45.9 パイプトラス、断熱帆布 
ドリル作業室 1995 (35) 32.4 冷凍室パネル改造 
掘削制御室 1995 (35) 9.7 冷凍室パネル改造 
通路物品庫 1995 (35) 107.8 木軸、断熱鋼板パネル 
大気観測棟 1997 (38) 20.3 冷凍室パネル改造 
新掘削コントロール室 2002 (43) 9.7 冷凍室パネル改造 
 
（3）電力等 
常用電源として 28kVA(22.5kW)ディーゼル発電装置 2 基が発電棟に設置されている。この他にドリ





















帰国年月日 隊長名 副隊長名 












  永田  武 ○ 西堀栄三郎
53 (33.3.24)
32 2 氷状悪化のため｢宗谷｣接岸できず、越冬断念 
(0) 

















  立見 辰雄 ○ 鳥居 鉄也
36 (36.3.31)
35 5 











36.10.30 37.4.17   吉川 虎雄  原田 美道
18 
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○ 小口  高 
 村越  望







  清野善兵衛 
○ 川口 貞男
40 (48.3.21)  國分  征














  村山 雅美 
○ 村越  望
40 (50.3.19)  城   功





帰国年月日 隊長名 副隊長名 

















○ 芳野 赳夫  平澤 威男
40 (52.3.22)
51 18 





○ 楠   宏  國分  征
40 (53.3.20)
52 19 
































○ 吉田 栄夫 
 神沼 克伊






























































  星合 孝男 
○ 大山 佳邦









○ 渡邉 興亞 
※ 矢内 桂三









○ 江尻 全機 
※ 召田 成美
54 (2.3.28)  竹内 貞男
          





帰国年月日 隊長名 副隊長名 









○ 内藤 靖彦 
※ 白石 和行









  國分  征 
○ 藤井 理行






































  上田  豊 
○ 召田 成美






















○ 山内  恭 
☆ 金戸  進












































○ 本吉 洋一  加藤 好孝
60 (14.3.28)
          
          





帰国年月日 隊長名 副隊長名 






(40) 13.11.28 14.3.28 
  西尾 文彦 
○ 神山 孝吉
60 14.2.2 (15.3.28) ◇ 小達 恒夫






(40) 14.11.28 15.3.28 
  鮎川  勝 
○ 小島 秀康
60 15.2.13 (16.3.27) ☆ 大日方一夫







(40) 15.11.28 16.3.27 
  神田 啓史 
○ 山岸 久雄
62 15.11.24 (17.3.28) ☆ 本山 秀明








(37) 16.11.28 17.3.28 
  松原 廣司 
○ 渡邉研太郎
62 16.11.18 (18.3.28) ☆ 本山 秀明









(37) 17.11.28 18.3.28 
  白石 和行 
○ 神山 孝吉
60 17.10.30 (19.3.28) ☆ 本山 秀明












○ 宮岡  宏 
 小達 恒夫
62 18.11.5 19.2.20 ☆ 本山 秀明



















20.2.9  勝田 豊
 
(注)  1．※印はあすか観測拠点の越冬副隊長、☆印はドームふじ観測拠点、◇印は専用観測船、 
  ★印はセールロンダーネ山地 
     2．＿線は専用観測船による派遣者の出発日及び帰国日 



























総合研究大学院大学は、我が国初の博士後期課程だけの大学院大学として、昭和 63（1988）年 10 月






























































































































職名 氏 名 研究グループ 備考 
教授・専攻長 澁 谷 和 雄 極域地圏   
教 授 佐 藤 夏 雄 極域宙空圏   
  麻 生 武 彦 〃   
  山 岸 久 雄 〃   
  藤 井 理 行 極域気水圏   
  山 内   恭 〃   
  和 田   誠 〃   
  神 山 孝 吉 〃   
  本 山 秀 明 〃   
  白 石 和 行 極域地圏   
  小 島 秀 康 〃   
  本 吉 洋 一 〃   
  福 地 光 男 極域生物圏   
  神 田 啓 史 〃   
  小 達 恒 夫 〃   
准教授 宮 岡      宏 極域宙空圏   
  田 口   真 〃   
  門 倉   昭 〃   
  堤      雅 基 〃   
  伊 藤   一 極域気水圏   
  東   久美子 〃   
  藤 田 秀 二 〃   
  船 木     實 極域地圏   
  野 木 義 史 〃   
職名 氏 名 研究グループ 備考 
准教授 三 澤 啓 司 極域地圏   
  土 井 浩一郎 〃   
  工 藤   栄 極域生物圏   
  伊 村   智 〃   
  髙 橋 晃 周 〃   
  渡 邉 研太郎 〃 兼任 
講 師 小 川 泰 信 極域宙空圏   
助 教 行 松     彰 極域宙空圏   
  岡 田 雅 樹 〃   
  冨 川 喜 弘 〃 平成 19 年 11 月 1 日から 
  牛 尾 収 輝 極域気水圏   
  平 沢 尚 彦 〃   
  古 川 晶 雄 〃   
  森 本 真 司 〃   
  橋 田   元 〃   
  川 村 賢 二 〃 平成 19 年 11 月 1 日から 
  金 尾 政 紀 極域地圏   
  三 浦 英 樹 〃   
  今 榮 直 也 〃   
  山 口   亮 〃   
  海 田  博 司 〃   
  外 田 智 千 〃   
  青 山 雄 一 〃   
  加 藤 明 子 極域生物圏 平成 20 年 2 月 29 日まで 
  内 田 雅 己 〃   
  笠 松 伸 江 〃   








  定員 現員 現員－定員 
教授 16 15 -1 
准教授 16 15 -1 
助教 18 20 2 




平成 19 年 10 月 1 日現在 
学年 入学年度 入学月 氏名 グループ 備考 
D5 
H17 4 西岡 文維 地 圏   
H17  4 本吉 弘岐 気水圏   
H17 4 吉田 明夫 地 圏   
H18 4 田邊 優貴子 生物圏   
H17 10 杉崎 彩子 地 圏   
D4 
H18 4 足立 達朗 地 圏   
H18 4 國分 亙彦 生物圏   
H19 10 菅 尚子 生物圏   
D3 
H19 4 鈴木 秀彦 宙空圏   
H19 10 KIM TAEHEE 地 圏   
D2 
H18 4 井上 武史 生物圏   
H18 4 岩田 高志 生物圏   
H18 4 加藤 健吾 生物圏   
H18 4 新原 隆史 地 圏   
D1 
H19 4 小林 八代 気水圏   
H19 4 蓼沼 拓也 気水圏   
H19 4 辻本 恵 生物圏   
H19 4 豊永 雅美 宙空圏   




氏名 論文題目 学位 取得年月日 
西岡 文維 
Rock magnetic study of basalt at Lonar impact 
crater in India: Effects of stress waves on rock 
magnetic properties 








年度 1 年次(D1) 2 年次(D2) 3 年次(D3) D4 D5 合計 
平成 5 5   
  
5 
平成 6 2 5  7 
平成 7 5 2 5 12 
平成 8 6 5 4 15 
平成 9 3 6 7 16 
平成 10 5 3 9 17 
平成 11 5 4 7 16 
平成 12 3 5 6 14 
平成 13 4 3 5 12 
平成 14 3 4 8 15 
平成 15 2 3 11 16 
平成 16 2 2 8 12 
平成 17 3 1 5 9 
平成 18 4 0 3 4 0 11 
平成 19 5 4 1 3 4 17 
 















年度 学位取得月 課程博士 論文博士 小計 合計 
平成 7 
9 月    
3 
3 月 3 0 3 
平成 8 
9 月 2 0 2 
2 
3 月 0 0 0 
平成 9 
9 月 1 0 1 
2 
3 月 1 0 1 
平成 10 
9 月 1 0 1 
6 
3 月 4 1 5 
平成 11 
9 月 2 1 3 
6 
3 月 2 1 3 
平成 12 
9 月 0 2 2 
6 
3 月 4 0 4 
平成 13 
9 月 0 0 0 
2 
3 月 1 1 2 
平成 14 
9 月 0 0 0 
1 
3 月 1 0 1 
平成 15 
9 月 2 0 2 
6 
3 月 4 0 4 
平成 16 
9 月 3 0 2 
5 
3 月 2 0 3 
平成 17 
9 月 1 0 1 
1 
3 月 0 0 0 
平成 18 
9 月 1 0 1 
3 
3 月 2 0 2 
平成 19 
9 月 0 0 0 
2 




 大学共同利用期間法人は、国立大学法人法第 29 条第 1 項第 3 号の規定に基づき、大学の要請に応じ
て大学院学生を受け入れることなどその教育に協力することになっている。国立極地研究所では、昭和
56（1981）年度から極地科学およびこれに関連する分野の大学院学生（特別共同利用研究員）を毎年受
け入れている。平成 19 年度の受け入れは、10 名である。 
 
1．平成 19 年度特別共同利用研究員受入一覧 
 
研究分野 氏名 所属大学院 受入教員 研究課題 














バー タル ムンフツェンゲル 




本吉 洋一 鉱床帯における地圏環境評価 






































宙空圏 尾崎 光紀 
金沢大学大学院 
自然科学研究科（D1)




年度 平成 12 平成 13 平成 14 平成 15 平成 16 平成 17 平成 18 平成 19 
国立大学 23 25 26 28 20 20 11 9 
公立大学 1 1 2 3 0 3 0 1 
私立大学 4 4 3 2 2 2 1 0 








当研究所の研究成果刊行物には, 南極資料 (年 3 回定期刊行物), Memoirs of National Institute of 
Polar Research, Series A, B, C, D, E, F, Special Issue (不定期)がある。さらに今年度より Polar 
Science をエルゼビア社（本社：オランダ）と共同刊行した。年 4回 B5 サイズであり、同じくエルゼビ
ア社の電子ジャーナルサイト Science Direct に搭載されている。これは以下に挙げる従来刊行の 5英
文雑誌を統合したものである。Antarctic Meteorite Research, Advances in Polar Upper Atmosphere 
Research, Polar Meteorology and Glaciology, Polar Geoscience, Polar Bioscience, いずれも年 1
回の発行であった。この他に JARE Data Reports (不定期, 10 カテゴリーのうち年約 10 回), NIPR Arctic 
Data Reports(不定期), Antarctic Geological Map Series(不定期), Special Map Series of National 
Institute of Polar Research(不定期), Catalog (不定期)がある。平成 12 年度より新しいジャンルと
して極地選書を出版している(不定期)。現在 2冊刊行であるが、すでに Google Book Search program
により全文 WEB 公開されている。これらの編集・出版業務は図書係で行っている。 
極地選書および Map Series 以外は、2003 年発行分より、情報図書室 OPAC(オンライン所蔵目録)から
キーワード検索、Abstracts, 本文 PDF 表示が可能である。
(URL:http://libsv.nipr.ac.jp/mylimedio/search/search-input.do?) 
既発行約 40 年分について国立情報学研究所による論文情報ナビゲータ CiNii（URL: 
http://ci.nii.ac.jp/cinii/servlet/CiNiiTop#）からキーワードで検索、本文 PDF ファイルを表示可





（1）南極資料 (3 冊) 
Vol.51, No.2 (July 2007, p.129-249) 
江崎雄治・杉田興正・鳥井克彦・高橋  武・安達正樹：第 44 次南極地域観測隊気象部門報告 2003, 
129-208  (報告) 
石沢賢二・北川弘光：オーロラ・オーストラリスによる輸送とオーストラリアのケーシー基地及びマ
ッコーリー島基地の施設, 209-240 (報告)  
大野義一朗・大日方一夫・下枝宣史・大谷眞二・宮田敬博・藤原久子：2006 年南極医学医療研究集会 
報告, 241-249 (シンポジウム/会合報告)  
Vol.51, No.3 (Nov 2007, p.251-304) 
長谷川恭久・渡邉研太郎：南極越冬基地における医療の国際比較調査, 251-257 (研究ノート)  
澤柿教伸・神山孝吉：Wiki を用いた昭和基地内情報共有システムの試験運用:第 47 次南極地域観測隊
越冬での事例, 258-272 (報告) 
平沢尚彦・原圭一郎：第 48 次南極地域観測夏隊の S17 航空拠点における活動報告-日独共同航空機観
測に関連して-, 273-297 (報告) 
伊村  智：アメリカ南極観測の訓練システムと環境保全教育, 298-304 (報告) 
Vol.52, No.1 (Mar 2008, p.1-116) 
Atsushi Tanimura, Nobukazu Oka, So Kawaguchi, Jun Nishikawa, Kunio T. Takahashi, Ryusuke 
Makabe, Graham Hosie and Tsuneo Odate：Distribution pattern of macrozooplankton along 
the 140°E meridian in the Southern Ocean during austral summer 2002 and 2003, 1-8 。
（研究論文) 
石沢賢二：米国・フランス・ドイツ及び日本の内陸トラバースの現状, 9-40 (レビュー)  
神山孝吉：第 47 次南極地域観測隊越冬報告 2006-2007, 41-110 (報告)  
大野義一朗・渡邉研太郎：2007 年南極医学医療ワークショップ報告、111-116  (シンポジウム/会合
報告) 
南極資料投稿の手引(抜粋) 
（2）Polar Science Vol.1（2 冊） 
Volume 1, Issue 1, August 2007 
Kaoru Sato, Naohiko Hirasawa, Statistics of Antarctic surface meteorology based on hourly data 
in 1957-2007 at Syowa Station, Pages 1-15. 
Takashi Yamanouchi, Yasuo Shudou, Trends in cloud amount and radiative fluxes at Syowa Station, 
Antarctica, Pages 17-23. 
K. Righter, K.E. Neff, Temperature and oxygen fugacity constraints on CK and R chondrites and 
implications for water and oxidation in the early solar system, Pages 25-44. 
Yukio Ikeda, Petrology of an unusual monomict ureilite, NWA1241, Pages 45-53. 
Tsuyoshi Sakata, Naoki Kachi, Yota Yokoi, Quantitative evaluation of the counterbalance between 
photosynthetic stimulation and depression caused by low partial pressure of O2 and CO2 in  
lpine atmospheres, Pages 55-62. 
Volume 1, Issues 2-4, December 2007 
Kazuki Nakamura, Koichiro Doi, Kazuo Shibuya, Why is Shirase Glacier turning its flow direction 
eastward?, Pages 63-71. 
Kazuki Nakamura, Koichiro Doi, Kazuo Shibuya, Estimation of seasonal changes in the flow of 
Shirase Glacier using JERS-1/SAR image correlation, Pages 73-83. 
Cheng Qi, Dapeng Zhao, Yong Chen, Natalia A. Ruppert, New insight into the crust and upper 
mantle structure under Alaska, Pages 85-100. 
Yasuhiko Naito, How can we observe the underwater feeding behavior of endotherms? Pages 101-111. 
Masaki Okuda, Satoshi Imura, Masaharu Tanemura, Microtopographic analysis of plant 
distribution in polar desert, Pages 113-120. 
I.Yu. Parnikoza, N.Yu. Miryuta, D.N. Maidanyuk, S.A. Loparev, S.G. Korsun, I.G. Budzanivska, 
T.P. Shevchenko, V.P. Polischuk, V.A. Kunakh, I.A. Kozeretska, Habitat and leaf cytogenetic 
characteristics of Deschampsia antarctica Desv. in the Maritime Antarctica, Pages 121-128. 
（3）JARE Data Reports 
No. 299 (Seismology 41) Seismological bulletin of Syowa Station, Antarctica, 2005. By Shinya 
Sakanaka, Takeshi Uemura and Masaki Kanao.101p, Sep.2007 
No. 300 (Marine Biology 36) Chlorophyll a concentration of phytoplankton during the cruise of 
the 47th Japanese Antarctic Research Expedition in 2005-2006. By Masaki Honda, Mutsuo 
Ichinomiya, Kenji Saito, Akihisa S. Otsuki, Toru Hirawake and Mitsuo Fukuchi. 8p, Oct. 
2007. 
No. 301 (Marine Biology 37) Chlorophyll a concentration of phytoplankton during the cruise of 
the 48th Japanese Antarctic Research Expedition in 2006-2007. By Nobue Kasamatsu, 
Dong-Hoon Han, Sakae Kudoh and Mitsuo Fukuchi.9p, Oct. 2007. 
No. 302 (Upper Atmosphere Physics 25) Upper atmosphere physics data obtained at  Syowa Station 
in 2005.By Akira S. Yukimatsu, Hiroshi Takahashi, Hisao Yamagishi, Makoto Taguchi and 
Akira Kadokura. 59p, Feb. 2008. 
No. 303 (Upper Atmosphere Physics 26) Upper atmosphere physics data obtained at  Syowa Station 
in 2006.By Michinari Yamamoto, Mitsunori Ozaki, Hisao Yamagishi, Makoto Taguchi and 
Akira Kadokura. 59p, Feb. 2008. 
No. 304 (Oceanography 31) Oceanographic data of the 47th Japanese Antarctic Research Expedition 
from December 2005 to March 2006. By Takahito Masuda and Yoshinobu Ito. 52p, Feb.2008. 
No. 305 (Ionosphere 77) Radio observation data at Syowa Station, antarctica during January 
2006-December 2007. By Yoshiaki Ando, Masamichi Umetsu, Kenro Nozaki and manabu 




区  分 
平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 
冊数 (頁数) 冊数 (頁数) 冊数 (頁数) 冊数 (頁数) 冊数 (頁数)
南極資料 3   (514) 3   (299) 3   (319) 3   (337) 3   (292)
Mem. NIPR 1 1   (282) 1   (226)  
APUAR 2 1   (188) 1   (151) 1   (154) 1    (86) － 
PMG 3 1   (132) 1   (136) 1   (140) 1    (74) － 
PG 4 1   (270) 1   (173) 1   (164) 1   (224) － 
AMR 5  2   (544) 1    (86) － 
PB 6 1   (148) 1    (92) 1   (150) 1   (146) － 
Polar Science － － － － 2   (128)
JARE DR 7 5   (752) 4   (272) 10   (463) 5   (354) 7   (471)
NIPR ADR 8  1   (112)    
AGMS 9 1    (29)  
SPM 10   
極地選書   
計 21 (2,516) 14 (2,315) 14 (1,779) 13 (1,307) 10   (763)
 
1 Memoirs of National Institute of Polar Research, Special Issue 
2 Advances in Polar Upper Atmosphere Research 
3 Polar Meteorology and Glaciology 
4 Polar Geoscience 
5 Antarctic Meteorite Research 
6 Polar Bioscience 
7 JARE Data Reports 
8 NIPR Arctic Data Reports 
9 Antarctic Geological Map Series 










第 2期 運営会議委員名簿 
任期：平成 18 年 4 月 1日～平成 20 年 3 月 31 日 
今 中 忠 行 
大久保 修 平 
岡 野 章 一 
小 池 勲 夫 
齋 藤 清 明 
柴 田 明 穂 
高 橋 修 平 
谷 口   旭 
中 澤 高 清 











藤 井 良 一 
本 堂 武 夫 
渡 邉 啓 二 
佐 藤 夏 雄 
白 石 和 行 
本 吉 洋 一 
鮎 川   勝 
神 田 啓 史 
澁 谷 和 雄 












第 15 回 運営会議 平成 19 年 6 月 7日（木） 
議 題 
  1．南極地域観測事業について 
  2．その他 
 
第 16 回 運営会議 平成 19 年 10 月 25 日（木） 
議 題 
  1．「研究教育職員人事の審議について」（申し合わせ）の一部改正について 
  2．南極地域観測事業について 
  3．第 51 次隊以降の観測体制のあり方について 
  4．その他 
 
第 17 回 運営会議 平成 20 年 3 月 11 日（火） 
議 題 
  1．名誉教授の称号授与について 
  2．研究教育職員の人事について 
  3．極地工学研究グループの人事の在り方について 
  4．中期計画・中期目標における平成 20 年度年度計画について 
  5．平成 20 年度一般共同研究について 
  6．新南極観測船就航以降の観測の在り方について 


















































ア 顧問会議 イ 研究所会議 ウ 所長室会議 
エ 教授会議 オ 教員会議 カ 危機管理委員会 
キ 人事会議 ク ハラスメント防止委員会 
ケ スペース・コラボレーション・システム事業委員会 コ 知的財産委員会 
サ 利益相反委員会 シ データマネージメント委員会 ス 財務委員会 
セ 施設整備委員会 ソ 移転委員会 タ 定常観測連絡会 
チ 南極観測委員会 ツ 南極観測隊支援連絡会 テ 隊長等選考委員会 




   
国際企画室の活動概要 





























・南極条約協議国会議（ATCM）：第 30 回 ATCM が 4 月 30 日～5 月 11 日にインド、デリーで開催、
藤井所長、本吉副所長（文科省科学官として）、山内室長、渡邉教授出席。 
・南極海洋生物資源保存条約（CCAMLR）：年次会合が 10 月 22 日～11 月 2 日、ホバートにて開催、
渡邉教授出席。 
・南極研究科学委員会（SCAR）：National Report 2006-2007 を提出南極観測実施責任者評議会
（COMNAP）：7 月 9 日～13 日、ワシントンで開催、所長、白石教授、石沢設 設営室長が出席。 
・国際極年（IPY）2007-2008：IPY Joint Committee（合同運営委員会）委員を所長より山内室長
が引き継ぐ。第 6 回 IPY-JC が 10 月 24～26 日、カナダ・ケベックにて開催、山内出席。 
・アジア大洋州地球科学協会（AOGS）：第 5 回総会に AFoPS5 カ国からコンビーナを出してセッシ




（http://afops.nipr.ac.jp/）。第 30 回 ATCM の会期間の 5 月 7 日に臨時会合を開催した。第 7
回代表者会合を 9 月 10、11 日、マレーシア・クアラルンプールにて開催し、所長、山内室長、
渡邉教授出席。第 8 回代表者会合を 2008 年 3 月 13、14 日、東京、科学博物館にて開催。AFoPS
対応外国人招聘として、タイ、チュラロンコ大学より Dr. Shuana Apple Chavanich（海洋生物
学）が 2008 年 1 月 14 日～2 月 3 日、極地研究所に滞在。 
・国際企画委員会：19 年度第 1 回 4 月 13 日開催、18 年度外国派遣実積報告、19 年度外国派遣改












名称 参加人数 開始年月日 終了年月日 
講演と映画の会 仙台 150 2007.08.26 2007.08.26 
まなびピア岡山 講演と映画の会  50 2007.11.03 2007.11.03 
 
南極との TV 会議（南極教室） 
名称 開始年月日 終了年月日 
日本アマチュア無線連盟事務局 8J1RL「子どもの日」特別運用 2007.05.05 2007.05.05 
広島三育学院 2007.05.16 2007.05.16 
古河市第三中学校 2007.05.26 2007.05.26 
日本アマチュア無線連盟関西支部 
第 12 回関西アマチュア無線フェスティバル 
純白の冒険大陸・南極昭和基地からのメッセセージ 
2007.05.26 2007.05.26 
東京三育小学校 2007.06.06 2007.06.06 
板橋区立金沢小学校 2007.06.09 2007.06.09 
あきる野市立秋多中学校 2007.06.12 2007.06.12 
名取市立相互台小学校 2007.06.15 2007.06.15 
篠栗町立篠栗小学校 2007.06.28 2007.06.28 
豊中市立少路小学校 2007.06.29 2007.06.29 
石岡市立柿岡小学校 2007.07.04 2007.07.04 
岐阜県立岐阜高等学校 2007.07.17 2007.07.17 
南極 OB 会阪神支部 2007.07.21 2007.07.21 
国立環境学研究所 2007.07.21 2007.07.21 
朝日新聞東京本社 2007.07.28 2007.07.28 
立正大学 2007.07.29 2007.08.29 
広島県立広島高等学校 2007.08.03 2007.07.25 
群馬県立富岡高等学校 2007.08.07 2007.08.07 
朝日新聞大阪本社 2007.08.11 2007.08.11 
南極観測船ふじ 2007.08.19 2007.08.19 
つくばエキスポセンター 2007.08.25 2007.08.25 
沖縄三育学院 2007.09.05 2007.09.05 
安田女子大学 2007.09.18 2007.09.18 
滋賀県河瀬中学校 2007.09.20 2007.09.20 
松戸市立上本郷小学校 2007.09.27 2007.09.27 
秋田県立横手高等学校 2007.09.27 2007.09.27 
静岡県恵明学園コスモスの丘 2007.09.29 2007.09.29 
横浜市立戸部小学校 2007.10.04 2007.10.04 
地球温暖化防止フェア 2007.10.06 2007.10.06 
会津若松市立東山小学校 2007.10.10 2007.10.10 
高砂市立荒井中学校 2007.10.25 2007.10.25 
大館市立上川沿小学校 2007.11.01 2007.11.01 
よしみ文化推進クラブ 2007.11.11 2007.11.11 
新上五島町立浜ノ浦小学校 2007.11.16 2007.11.16 
名称 開始年月日 終了年月日 
小平市立小平第四小学校 2007.11.22 2007.11.22 
新宿区立牛込第一中学校 2007.11.23 2007.11.23 
福井市立中藤小学校 2007.11.28 2007.11.28 
安田女子大学 2008.01.12 2008.01.12 
茗渓学園 2008.01.26 2008.01.26 
蒲郡西部小学校 2008.02.18 2008.02.18 
矢野中学校 2008.02.22 2008.02.22 
若宮小学校  2008.03.04 2008.03.04 
国立大学法人等職員採用試験説明会 2008.03.08 2008.03.08 
矢作東小学校 2008.03.14 2008.03.14 
神戸市こども環境フェスタ 2008.03.23 2008.03.23 
 
講演会 
名称 参加人数 開始年月日 終了年月日 
社団法人 日本山岳会 川俣俊一  40 2007.05.16 2007.05.16 
群馬県総合教育センター  15 2007.05.18 2007.05.18 
奈良女子大学附属中等教育学校 123 2007.05.18 2007.05.18 
NPO 法人めだかのがっこう  40 2007.05.27 2007.05.27 
京都府立中学高等学校理科研究会  30 2007.06.02 2007.06.02 
学校法人東海学園 100 2007.06.02 2007.06.02 
社団法人東京地学協会  30 2007.06.20 2007.06.20 
東京工業大学 450 2007.06.20 2007.06.20 
えこ・あくしょん江東  40 2007.06.23 2007.06.23 
国立情報学研究所  40 2007.06.30 2007.06.30 
南極 OB 会 京都支部 500 2007.06.30 2007.06.30 
NPO 法人 杉の樹大学  50 2007.07.12 2007.07.12 
岐阜県立岐山高等学校  80 2007.07.17 2007.07.17 
川越市教育委員会 180 2007.07.21 2007.07.21 
自然科学研究機構 核融合科学研究所 300 2007.07.21 2007.07.21 
群馬県立富岡高等学校  20 2007.07.24 2007.08.07 
とちぎ生涯学習文化財団  90 2007.07.25 2007.07.25 
財団法人 日本科学技術振興財団 200 2007.07.29 2007.07.30 
愛知県総合教育センター  16 2007.08.03 2007.08.03 
熊谷市三尻公民館  80 2007.08.10 2007.08.10 
財団法人 いきいき埼玉  50 2007.09.02 2007.09.02 
愛知県吉良町教育委員会  90 2007.09.02 2007.09.02 
八千代市ふれあい大学校 105 2007.09.07 2007.09.07 
武庫川女子中学・高等学校 120 2007.09.15 2007.09.15 
地球温暖化対策地域協議会 MEAK  80 2007.09.15 2007.09.15 
横浜市立日限山小学校 300 2007.09.21 2007.09.21 
浦和実業学園中学校 230 2007.09.22 2007.09.22 
福井県立藤島高等学校    1,200 2007.09.28 2007.09.28 
いきがい大学川越学園 長峰友作 100 2007.10.11 2007.10.11 
北海道大学大学院獣医学研究科 100 2007.10.21 2007.10.23 
名称 参加人数 開始年月日 終了年月日 
三原市教育委員会 500 2007.11.04 2007.11.04
科学技術学園高等学校  70 2007.11.13 2007.11.13
大森コラボレーション  50 2007.11.15 2007.11.15
NPO 法人杉の樹大学 100 2007.11.17 2007.11.17
紙・パルプ倶楽部 100 2007.11.27 2007.11.27
福井市上文殊小学校 200 2007.12.04 2007.12.07
財団法人 いきいき埼玉 橋本光男  1,500 2007.12.14 2007.12.14
白岡町立篠津中学校 500 2007.12.14 2007.12.14
秋田大学 学長企画シンポジウム 100 2007.12.16 2007.12.16
神奈川県立鶴見高等学校 110 2007.12.17 2007.12.17
社団法人 日本技術士会  50 2007.12.21 2007.12.21
盛岡市長  350 2008.01.13 2008.01.13
藤沢市教育委員会  50 2008.01.19 2008.01.19
福島県会津若松市立鶴城小学校 550 2008.01.22 2008.01.22
白岡町立菁莪小学校 160 2008.01.22 2008.01.22
長野県諏訪清陵高等学校  25 2008.01.24 2008.01.24
長野市立緑が丘小学校 120 2008.01.26 2008.01.26
荒川区立第一中学校  22 2008.02.01 2008.02.01
岩手県県南広域振興局長 250 2008.02.03 2008.02.04
兵庫県立豊岡高等学校  40 2008.02.05 2008.02.05
中野区立武蔵台小学校  85 2008.02.07 2008.02.07
江戸川区科学教育センター 永田 学 400 2008.02.09 2008.02.09
栃木県鹿沼市立永野小学校  75 2008.02.15 2008.02.15
文京区立駕籠町小学校  50 2008.03.11 2008.03.11
板橋・熊野地区環境行動委員会  60 2008.03.14 2008.03.14
自由学園 100 2008.03.15 2008.03.15
 
展示会（パネル、防寒服、隕石等の貸出） 
















名称 開始年月日 終了年月日 
兵庫県立西はりま天文台公園 2007.08.02 2007.08.22
NHK 長野放送局 2007.08.07 2007.08.14
財団法人 つくば科学万博記念財団 2007.08.18 2007.09.30
鳥取市さじアストロパーク 2007.09.13 2007.10.08
下関市役所 港湾局 2007.09.14 2007.09.19
呉市海事歴史科学館 2007.09.14 2007.10.01
日本科学未来館 2007.09.22 2008.01.28
福知山市児童科学館 塩見建男 2007.10.01 2007.10.30







名称 参加人数 開始年月日 終了年月日 
河端孝允  7 2007.04.02 2007.04.02
株式会社 ピクニック  3 2007.05.30 2007.05.30
東京消防少年団連盟第十支部 30 2007.06.05 2007.06.05
日本大学生物資源科学部 17 2007.06.20 2007.06.20
板橋区立金沢小学校 2年生 44 2007.06.20 2007.06.20
板橋区観光ボランティアガイド 32 2007.06.25 2007.06.25
板橋グリーンカレッジ 80 2007.07.03 2007.07.03
東京学芸大学附属大泉中学校  5 2007.07.11 2007.07.11
板橋区立志村第一小学校 60 2007.07.18 2007.07.18
コープとうきょう板橋区コープ会 30 2007.07.20 2007.07.20
富士見高齢者在宅サービスセンター 13 2007.07.23 2007.07.23
野口遵顕彰会 12 2007.07.24 2007.07.24
富士見高齢者在宅サービスセンター  6 2007.07.24 2007.07.24
いたばし観光センター 51 2007.07.25 2007.07.25
早稲田実業学校  2 2007.07.25 2007.07.25
富士見高齢者在宅サービスセンター  4 2007.07.26 2007.07.26
富士見高齢者在宅サービスセンター  7 2007.07.27 2007.07.27
広島県立呉宮原高校  9 2007.08.01 2007.08.01
北区立桐ヶ丘中学校科学部  6 2007.08.03 2007.08.03
川崎市立南大師中学校 12 2008.08.06 2008.08.06
兵庫県立豊岡高等学校  3 2007.08.20 2007.08.20
板橋第７小学校 柳澤佑哉  2 2007.08.21 2007.08.21
加賀中学校 生徒  3 2007.08.21 2007.08.21
東京消防署 板橋消防署長、他  5 2007.08.24 2007.08.24
天王寺中学校 松井佑希子  3 2007.08.27 2007.08.27
散策同好会 矢島正明  7 2007.09.03 2007.09.03
群馬県立高崎高等学校 45 2007.09.04 2007.09.04
宮城県立仙台第一高等学校  6 2007.09.26 2007.09.26
名称 参加人数 開始年月日 終了年月日 
財団法人 フォーリン・プレスセンター  7 2007.10.02 2007.10.02
習志野イースタンスポーツクラブ 10 2007.10.02 2007.10.02
習志野イースタンスポーツクラブ 24 2007.10.11 2007.10.11
富士見台学童クラブ 太田みち子 50 2007.10.25 2007.10.25
東京海洋大学 水産専攻課 33 2007.10.31 2007.10.31
板橋区立障害者福祉センター 25 2007.11.01 2007.11.01
平成会(損保 OBOG 歩こう会） 20 2007.11.08 2007.11.08
江戸文化を訪ねる会 15 2007.11.08 2007.11.08
板橋区役所産業経済部 80 2007.11.16 2007.11.16
高齢者在宅支援センター菊かおる園 10 2007.11.21 2007.11.21
栃木県立宇都宮高等学校 13 2007.11.27 2007.11.27
高齢者在宅支援センター菊かおる園 20 2007.12.13 2007.12.14
浦和実業学園中学校 13 2007.12.14 2007.12.14
(板橋）観光ボランティア案内 11 2007.12.14 2007.12.14
緑伸会 加賀保育園 23 2008.01.25 2008.01.25
すてっぷ by すてっぷ 20 2008.03.14 2008.03.14
板橋区立板橋第九小学校 第 4学年 40 2008.03.14 2008.03.14
都立王子第二養護学校 中学部 2年 16 2008.03.21 2008.03.21
昭和女子大学附属 昭和高等学校  3 2008.03.28 2008.03.28
 
記者会見・プレスリリース 
名称 開始年月日 終了年月日 
南極観測隊 50 年前の上陸地点判明！ 2007.05.25 2007.05.25 
第 3 回中高生南極北極オープンフォーラム最優秀提案報告会の開催について 2007.06.25 2007.06.25 
第 4 回中高生南極北極オープンフォーラム提案実験募集について 2007.07.10 2007.07.10 
南極で掘削された氷床コアの分析から氷の年代と環境変動の復元に成功 2007.08.21 2007.08.21 
南極観測用小型無人飛行機の長距離飛行実験の実施について 2007.10.15 2007.10.15 
第 49 次日本南極地域観測隊の研究観測に関する記者説明会 2007.11.09 2007.11.09 
第 4 回中高生南極北極オープンフォーラム受賞提案の決定について 2007.11.26 2007.11.26 
第 4 回中高生南極北極オープンフォーラムの開催について 
－中学生・高校生の提案を南極・北極へ－ 
2007.12.12 2007.12.12 
第 49 次南極地域観測隊 日本・スウェーデン共同トラバース観測チーム 








名称 開始年月日 終了年月日 
株式会社 デコ 上浦未来 2007.04.03 2007.04.03
集英社 忍穂井純二 2007.04.09 2007.04.09
株式会社 後藤光学研究所 大江宏典 2007.04.09 2007.04.09
丸善株式会社 糠塚さやか 2007.04.11 2007.04.11
名称 名称 名称 
株式会社 綜合社イミダス編集部 2007.04.27 2007.04.27
株式会社 メディアポルタ 佐藤寿美 2007.04.27 2007.04.27
株式会社 ニチロ 西本和明 2007.05.01 2007.05.01
NHK 岡山放送局 小池孝治 2007.05.02 2007.05.02
株式会社 ノスコ 星山貴洋 2007.05.07 2007.05.07
株式会社 雅麗 新井大介 2007.05.08 2007.05.08
株式会社 帝国書院 小室恵子 2007.05.17 2007.05.17
北海道テレビ報道グループ 2007.06.06 2007.06.06
株式会社 ニュートンプレス 2007.06.11 2007.06.11
名古屋大学大学院 藤田耕史 2007.06.14 2007.06.14
株式会社 アルバ ポプラディア編集部 2007.06.15 2007.06.15
有限会社 ビッグ・ショット 廣瀬 瞳 2007.06.25 2007.06.25
東京大学サスティナビリティ学 2007.06.26 2007.06.26
岐阜大学 3年 立川佳晴 2007.06.26 2007.06.26
毎日放送 報道局 池崎光恭 2007.06.27 2007.06.27
三機工業株式会社 梅沢昭仁 2007.06.28 2007.06.28
日本伸管株式会社  細沼直泰 2007.06.29 2007.06.29
海豹舍 館浦海豹 2007.07.02 2007.07.02
株式会社 NHK エデュケーショナル 吉田尚麿 2007.07.11 2007.07.11
株式会社 日本郵趣出版 編集部 2007.08.01 2007.08.01
舞鶴市企画調整課 川北大智 2007.08.07 2007.08.07
綜合社 イミダス 梁田涼子 2007.08.13 2007.08.13
朝日小学生新聞に新船の画像を使用 2007.08.16 2007.08.16
独立行政法人 科学技術振興機構 2007.08.20 2007.08.20
日本テレビ 野尻嘉一 2007.08.21 2007.08.21
「現代化学」 古賀 勇 2007.08.26 2007.08.26
鈴木實 2007.08.27 2007.08.27
山口新聞 松冨浩之 2007.08.31 2007.08.31
稚内市青少年科学館 能任栄一郎 2007.09.01 2007.09.01
日本消費者新聞社 若松宏史 2007.09.07 2007.09.07
浜田市役所 総務部 渡邉敏明 2007.09.14 2007.09.17
株式会社 タウンニュース 高島雄一 2007.09.18 2007.09.18
雑誌「理科教室」 杉山栄一 2007.09.19 2007.09.19
科学技術振機構 渡辺美生 2007.09.20 2007.09.20
社団法人 日本アルミニウム協会 2007.09.21 2007.09.21
株式会社 デジタル SKIP ステーション 2007.09.25 2007.09.25
京都府女性の船「ステップあけぼの」  2007.10.05 2007.10.05




株式会社 帝国書院 小室恵子 2007.10.11 2007.10.11
社団法人 環境創造研究センター 2007.10.20 2007.10.20
名称 開始年月日 終了年月日 
株式会社 NHK エデュケーショナル 平井 誠 2007.10.22 2007.10.22
有限会社ワンステップ 岡野 2007.10.22 2007.10.22
株式会社 NHK エデュケーショナル 2007.11.01 2010.10.31
株式会社 健学社 葛西暢人 2007.11.05 2007.11.05
河出書房 三村泰一 2007.11.06 2007.11.06
毎日新聞社 科学環境部 西川 拓 2007.11.13 2007.11.13
株式会社 綜合社イミダス編集部 2007.11.14 2007.11.14
合資会社十象舎（じゅうぞうしゃ） 2007.11.20 2007.11.20
株式会社 日本アルミ 技術本部 2007.11.27 2007.11.27
毎日新聞社 環境科学部 2007.11.30 2007.11.30
AXON 村井創太郎 2007.11.30 2007.11.30
株式会社 学習研究社 2007.11.30 2007.11.30
株式会社 いまじん 穴田拓也 2007.12.04 2007.12.04
能美市根上学習センター 2007.12.05 2007.12.05
株式会社 パルスクリエイティブハウス  2007.12.06 2007.12.06
株式会社 ハウフルス 2007.12.06 2007.12.06
日本養液栽培研究会 有沢重雄 2007.12.06 2007.12.06
有限会社 ハユマ 小西麻衣 2007.12.07 2007.12.07
株式会社 マークス 近藤哲哉 2007.12.07 2007.12.07
仙台天文サービス 2007.12.13 2007.12.13
株式会社 NHK エデュケーショナル 2007.12.14 2007.12.14
有限会社 大悠社 森 崇宏 2007.12.17 2007.12.17
株式会社 ベネックス 2007.12.19 2007.12.19
ジーニアスエデュケーション 2007.12.19 2007.12.19
株式会社 商工経済新聞社 2007.12.28 2007.12.28
株式会社 帝国書院 資料編集部 2008.01.15 2008.01.15
リーライダーす 山本結城 2008.01.17 2008.01.17
国立天文台 RISE 推進室 佐々木晶 2008.01.18 2008.01.18
福島民友新聞 文化部 森 哲也 2008.01.31 2008.01.31
新潟県庁 産業労働観光部 2008.01.31 2008.01.31
NHK サービスセンター 広報制作部 2008.02.07 2008.02.07
福島民報社 報道部 大浜 隆 2008.02.14 2008.02.14
科学技術振興機構 2008.02.14 2008.02.14
神戸市王子動物園 動物科学資料館 2008.02.19 2008.02.19
株式会社 AMAZON 中禮 海 2008.02.25 2008.02.25
株式会社汐文社（ちょうぶんしゃ） 2008.02.29 2008.02.29
テレビ朝日映像 柏瀬絢 2008.03.03 2008.03.03
株式会社 アルバ 2008.03.06 2008.03.06
朝日新聞東京本社 科学部 2008.03.11 2008.03.11
中央労働災害防止協会 出版事業部  2008.03.18 2008.03.18
株式会社 エスト 制作部 荒井勇輔 2008.03.18 2008.03.18
神戸市王子動物園 動物科学資料館 2008.03.18 2008.03.18
北見工業大学 企画広報課 広報係 2008.03.31 2008.09.30
講演協力 
名称 開始年月日 終了年月日 
自衛隊群馬地方協力本部 2007.04.11 2007.04.12
三和敏夫 2007.04.19 2007.04.19
気象庁 OB 佐藤元保 2007.04.21 2007.04.21
気象庁地磁気観測所 2007.04.21 2007.04.21
理化学研究所 五十嵐誠 2007.04.21 2007.04.21
気象庁 杉田興正 2007.05.01 2007.05.01
介護老人保健施設なんぶ幸朋苑 2007.05.01 2007.05.16
綾部市天文館 山本道成 2007.05.11 2007.05.11
商船三井客船株式会社 藤原久子 2007.05.12 2007.05.12
日本気象協会 安田昌弘 2007.05.15 2007.05.15
名古屋大学 山川良典 2007.05.16 2007.05.16
気象庁 OB 佐藤元保 2007.05.18 2007.05.18
文化放送製作部 塚本 茂 2007.05.18 2007.05.18
自衛隊山梨地方協力本部 山本秀幸 2007.05.18 2007.05.18
柳原健 2007.05.24 2007.05.24
東京大学 山口 一 2007.05.26 2007.05.26
介護老人保健施設なんぶ幸朋苑 2007.05.27 2007.05.27
地球環境・女性連絡会 GENKI 栃木  2007.05.27 2007.05.27
株式会社 関電工 中島岳人 2007.05.30 2007.05.30
金沢大学 尾崎光紀 2007.06.01 2007.06.01
東海高校 久田光政 2007.06.02 2007.06.02
金沢大学 尾崎光紀 2007.06.05 2007.06.05
小野延雄 2007.06.06 2007.06.06
櫻庭俊昭 2007.06.09 2007.06.09





学芸大学 4年生 佐伯仁美 2007.07.04 2007.07.09
名古屋大学 加藤好孝 2007.07.05 2007.07.25
山梨大学 安達隆史 2007.07.06 2007.07.06
稚内市教育委員会 近江幸秀 2007.07.07 2007.07.07
小山町立成美小学校 湯山 薫 2007.07.08 2007.07.08
拓殖大学 巻田和男 2007.07.11 2007.07.11
苓北医師会病院 原 稔 2007.07.13 2007.07.13
八幡市生涯学習センター 2007.07.14 2007.07.14
八代市内科医会 越智勝治 2007.07.14 2007.07.14
宗谷 OB 会 吉野正明 2007.07.17 2007.07.17
佐賀大学 越智勝治 2007.07.21 2007.07.21
石川輝海 2007.07.21 2007.07.21
東京学芸大学附属大泉中学校 2007.07.22 2007.07.22





佐賀大学医学部 中島幹夫 2007.07.28 2007.07.28
信州大学工学部 松澤 清 2007.07.29 2007.07.29
豊島区環境課 須永朗子 2007.07.30 2007.08.03
気象庁測器検定試験センター 2007.07.30 2007.07.30







極地研名誉教授 小野延雄 2007.08.05 2007.08.05
北海道教育大学 尾関俊浩 2007.08.06 2007.08.06
信州大学工学部 松澤 清 2007.08.10 2007.08.11
横山清毅 2007.08.13 2007.08.13
新居浜工業高等専門学校 西井靖博 2007.08.18 2007.08.19
鳥取地方気象台 田中滋司 2007.08.18 2007.08.19
九州大学 川添昭典 2007.08.19 2007.08.19
気象庁総務部総務課広報室 2007.08.22 2007.08.23
浜田市教育委員会 生涯学習係 2007.08.23 2007.08.24
小林正幸 2007.08.25 2007.08.25
佐藤元保 2007.08.29 2007.08.29
学習院大学 村松康行 2007.08.31 2007.08.31
西部公民館 上塩尻分館 2007.09.01 2007.09.01
産総研 OB 櫻庭俊昭 2007.09.01 2007.09.01
山梨大学 高橋智子 2007.09.01 2007.09.01
埼玉大学 学務部 浅香隆二 2007.09.02 2007.09.02
情報通信研究機構 安藤嘉章 2007.09.08 2007.09.08
山梨大学 小林 拓 2007.09.10 2007.09.10
TBS テレビ R30 芳野真也 2007.09.12 2007.09.12
米子市 なんぶ幸朋苑 吉川暢一 2007.09.13 2007.09.13
家形至亮 2007.09.14 2007.09.17
東大大学院 佐藤薫 2007.09.14 2007.09.14
海城中学高校 上村剛史 2007.09.15 2007.09.16
総研大 新原隆史 2007.09.15 2007.09.15
愛知県 滝高等学校 栗本直人 2007.09.17 2007.09.18
永島 正 2007.09.17 2007.09.17
海上自衛隊 OB 松信明 2007.09.25 2007.09.25
旭川工業高専門学校 古崎 睦 2007.09.28 2007.11.23
名称 開始年月日 終了年月日 
「宗谷会」幹事 三田安則 2007.09.29 2007.09.29
中央農業総合研究センター 2007.09.29 2007.09.29
TBS ビジョン 小林信子 2007.10.01 2007.10.01
南極 OB 会茨城支部 多賀正昭 2007.10.06 2007.11.10
福谷 博 2007.10.11 2007.10.11
日立造船株式会社 佐藤佳昭 2007.10.12 2007.10.12
倉敷市教育委員会倉敷科学センター  2007.10.14 2007.10.14
信州大学医学部附属病院医事課 2007.10.17 2007.10.17
山梨大学 小林 拓 2007.10.19 2007.10.19
株式会社 アノウイ 宮原盛厚 2007.10.19 2007.10.19
櫻庭俊昭 2007.10.19 2007.10.19
旭川地方気象台 大津利英 2007.10.21 2007.10.21
飛島建設株式会社  橋本 斉 2007.10.21 2007.10.21
ヤンマー株式会社 幸森 茂 2007.10.24 2007.10.24
中央農業総合研究センター 2007.10.25 2007.10.25
村越望 2007.10.27 2007.10.27
ヤンマー株式会社 市川末広 2007.10.31 2007.10.31




広島大学大学院 前杢英明 2007.11.04 2007.11.04





秋田大学 井上正鉄 2007.11.10 2008.01.18
飛島建設 橋本斉 2007.11.10 2007.11.10
愛知教育大学 戸田茂 2007.11.10 2007.11.10
財団法人 日本水路協会 江川晋子 2007.11.11 2007.11.11
和光鶴川小学校 園田洋一 2007.11.14 2007.11.14
日立製作所 滝川 清 2007.11.17 2007.11.17
NPO 法人 三鷹ネットワーク大学 2007.11.17 2007.11.17
三和皮膚科 三和敏夫 2007.11.18 2007.11.18
株式会社 アノウイ 宮原盛厚 2007.11.20 2007.11.20
愛知県立春日井西高等学校 2007.11.21 2007.11.21
西郷測候所 仲岡 茂 2007.11.23 2007.11.23
朝日新聞 元論説委員 柴田鉄治 2007.11.26 2007.11.26
室蘭工業大学 佐藤之紀 2007.11.26 2007.11.26
情報通信研究機構 2007.11.26 2007.11.26
紙パルプ倶楽部 坂本和人 2007.11.27 2007.11.27
櫻庭俊昭 2007.11.27 2007.11.27
名称 開始年月日 終了年月日 
長岡工業高等専門学校 佐藤和秀 2007.11.27 2007.11.27
JST Science Window 荒船良孝 2007.11.30 2007.11.30
株式会社 関電工 中島岳人 2007.12.01 2007.12.31
北海道大学低温科学研究所 2007.12.04 2007.12.04
中央農業総合研究センター 2007.12.05 2007.12.05
森 章一 2007.12.05 2007.12.06
高崎市生涯学習 清水明延 2007.12.06 2007.12.06





東光鉄工 藤垣英明 2007.12.13 2007.12.13
海上保安庁 第七管区海上保安本部 2007.12.13 2007.12.13
旭川工業高等専門学校 古崎 睦 2007.12.15 2007.12.15
浜松科学館 山崎勝利 2007.12.15 2007.12.16
旭川工業高等専門学校 古崎 睦 2007.12.18 2007.12.18
情報通信研究機構 2007.12.19 2007.12.19
社団法人 日本雪氷学会 北海道支部 2008.01.14 2008.02.11
柴田鉄治 2008.01.16 2008.01.16
株式会社 関電工 木内文雄 2008.01.16 2008.01.16
大館市立矢立小学校 椿田利之 2008.01.30 2008.01.30
静岡県立沼津東高等学校 中村英平 2008.01.31 2008.01.31
秋田大学 井上正鉄 2008.02.01 2008.02.29
北見工業大学 亀田貴雄 2008.02.02 2008.02.03
読売新聞東京本社広告局企画開発部 2008.02.04 2008.02.04
比留間徳久 2008.02.05 2008.02.05
広島大学 松崎雅広 2008.02.06 2008.02.06
飛島建設 橋本 斎 2008.02.15 2008.02.15
九州大学大学院理学研究院 池田 剛 2008.02.19 2008.02.19
喜納 淳 2008.02.21 2008.02.21
神奈川県水産技術センター 大槻晃久 2008.02.24 2008.02.24
国分 征 2008.02.27 2008.02.27
山梨大学大学院 小林 拓 2008.02.29 2008.02.29
気象庁 静岡地方気象台 島本高志 2008.03.07 2008.03.10
海上保安庁浦河海上保安署 堀井隆一 2008.03.07 2008.03.07
三和敏夫 2008.03.13 2008.03.13
東京海洋大学海洋工学部 清水悦郎 2008.03.14 2008.03.15




  平成 19 年度 取材件数  計 156 件 
4．職員の外国出張等
1）外国出張
氏名 所属・職 国名 目的
山内　恭 教授 H19.4.14 ～ H19.4.20 ノルウェー ニーオルスン大気科学研究ワークショップ出席・発表のため
山岸　久雄 教授 H19.4.14 ～ H19.4.21 オーストリア ヨーロッパ地球物理学連合総会出席のため
東　久美子 准教授 H19.4.14 ～ H19.4.22 オーストリア ヨーロッパ地球物理学連合総会出席のため
川村　賢二 助教 H19.4.15 ～ H19.4.22 オーストリア 第20回ヨーロッパ地球科学連合総会出席のため
加藤　明子 助教 H19.5.1 ～ H19.5.12 フランス IPYプロジェクト#251:AMPPOPのための打ち合わせ
川村　賢二 助教 H19.5.2 ～ H19.5.7 米国 Comer Abrupt Climate Change Conference 出席のため
門倉　昭 准教授
佐藤　夏雄 教授
藤井　理行 所長 H19.5.6 ～ H19.5.12 インド 第30回南極条約協国会議主ss機




白石　和行 教授 H19.5.16 ～ H19.5.19 韓国 韓国極地研究所における新基地構想ワークショップへの出席と招待講演
船木　實 准教授 H19.5.21 ～ H19.6.2 メキシコ AGU Joint Assembly会合出席、及び地磁気研究での無人航空機についての講演と研究打合せ
野木　義史 准教授 H19.5.24 ～ H19.6.10 ノルウェー 観測機器の試験と研究打合せのため
塩原　匡貴 准教授 H19.5.26 ～ H19.6.4 カナダ 極域気象二関するカナダ・アメリカ気象学会合同大会出席
本山　秀明 教授 H19.5.27 ～ H19.5.31 中国 IPYでのDOME A プロジェクトに関する国際ワークショップへの参加のため
神田　啓史 教授 H19.6.5 ～ H19.6.11 米国 南極氷床下湖の微生物に関する研究打合せ
金尾　政紀 助教 H19.6.11 ～ H19.6.15 ドイツ ILP会議「統合固体地球科学における新フロンティア」参加
野木　義史 准教授 H19.6.17 ～ H19.6.21 米国 「IODP環境保護安全パネル（EPSP)会議」への出席
小川　泰信 講師 H19.6.22 ～ H19,7.16 ノルウェー EISCATレーダーによる特別実験実施のため
鈴木　香寿恵 特任研究員 H19.6.25 ～ H19.7.9 イタリア IUGG及び南極気象観測ワークショップ出席
塩原　匡貴 准教授 H19.6.30 ～ H19.7.13 イタリア 国際地球物理学会連合2007大会（IUGG2007)出席
内田　雅己 助教 H19.6.30 ～ H19.7.28 ノルウェー 氷河後退期域における土壌微生物に関する研究のため
本山　秀明 教授 H19.7.4 ～ H19.7.24 グリーンランド グリーンランドの氷河及び周氷河生態系の微生物学的研究









氏名 所属・職 国名 目的出張期間
東　久美子 准教授 H19.7.7 ～ H19.7.16 イタリア 国際地球物理学会連合2007大会（IUGG2008)出席
門倉　昭 准教授 H19.7.11 ～ H19.7.19 メキシコ ラテンアメリカ宇宙物理学会・ラテンアメリカ宇宙物理学スクール出席
神田　啓史 教授 H19.7.14 ～ H19.7.28 ノルウェー 北極高緯度地域における植生調査のため
川村　賢二 助教 H19.7.29 ～ H19.9.14 米国 第1期ドームふじコアの希ガス分析




本山　秀明 教授 H19.7.31 ～ H19.8.4 タイ アジア・オセアニア地球科学協会第4回年会への出席
白石　和行 教授 H19.7.30 ～ H19.8.14 マダガスカル マダガスカルに分布する高度変成岩類の地質調査のため




伊村　智 准教授 H19.8.4 ～ H19.8.12 オランダ IPY・南極での生物的侵入に関する研究打合せ
小川　泰信 講師 H19.8.5 ～ H19.9.23 フィンランドノルウェー
欧州非干渉散乱ワークショップに出席・発表・
研究打合せ
内田　雅己 助教 H19.8.5 ～ H19.8.21 カナダ PCSP（北極大陸棚プロジェクト）との研究打合せ




冨川　喜弘 助教 H19.8.19 ～ H19.8.26 米国 米国気象学会（AMS)中層大気会議での研究発表




内藤　靖彦 極地研名誉教授 H19.8.22 ～ H19.9.2 ノルウェー データロガーによる魚類・海獣類の行動実験




澁谷　和雄 教授 H19.8.25 ～ H19.9.1 米国 第10回国際南極地学シンポジウム出席
野木　義史 准教授 H19.8.25 ～ H19.9.3 米国 ゴンドワナ形成分裂に係る研究発表
渡井　智則 特任研究員 H19.9.1 ～ H19.9.8 ノルウェー 観測機器のメンテナンスのため
門倉　昭 准教授 H19.9.6 ～ H19.9.23 ノルウェー オーロラの共役点観測、機器メンテナンスのため
金尾　政紀 助教 H19.9.17 ～ H19.9.23 ロシア 地球のイメージングに関する国際シンポジウム参加







氏名 所属・職 国名 目的出張期間
冨川　喜弘 助教 H19.9.22 ～ H19.9.30 ギリシャ 成層圏変動と気候に関するチャプマン・コンファレンスでの研究発表
東　久美子 准教授 H19.10.10 ～ H19.10.19 フランス 欧州氷床コアフォーラム会議及び研究打合せ
川村　賢二 助教 H19.10.10 ～ H19.10.19 フランス 氷床コア解析に関する打合せ、会議出席のため
本山　秀明 教授 H19.10.14 ～ H19.10.18 フランス 第1回欧州氷床コアフォーラム出席のため
塩原　匡貴 准教授 H19.10.14 ～ H19.10.27 英国ノルウェー ニーオルスンセミナー出席、観測機器整備
今榮　直也 助教 H19.10.15 ～ H20.2.15 フランス 日本隊とフランス隊の採取した南極微隕石の比較岩石鉱物学の研究
伊村　智 准教授 H19.10.19 ～ H19.10.22 オーストラリア 南極に於ける侵略的移入生物に関する打合せのため
渡邉　研太郎 教授 H19.10.20 ～ H19.11.4 オーストラリア 第26回南極海洋生物資源保存条約年次会合出席













三澤　啓司 准教授 H19.11.4 ～ H19.11.9 米国 ワークショップ出席




東　久美子 准教授 H19.11.5 ～ H19.11.9 デンマーク グリーンランド氷床コア掘削に関する打合せ
福地　光男 教授 H19.12.5 ～ H19.12.11 オーストラリア 第50次観測隊の輸送に関する打合せ
麻生　武彦 教授 H19.12.9 ～ H19.12.15 米国 米国地球物理学連合2007年秋季大会(2007AGU FallMeeting)にて講演及び研究打合せ
三宅　隆之 特任研究員 H19.12.9 ～ H19.12.16 米国 米国地球物理学連合（AGU）参加のため
船木　實 准教授 H19.12.9 ～ H19.12.17 米国 米国地球物理学連合（AGU）参加のため




本山　秀明 教授 H19.12.12 ～ H19.12.17 米国 米国地球物理学連合（AGU）参加のため
笠松　伸江 助教
真壁　竜介 特任研究員
中岡　慎一郎 特任研究員 H19.12.19 ～ H20.2.21 オーストラリア 「海鷹丸」による研究題目の実施
小川　泰信 講師 H19.12.27 ～ H20.1.17 ノルウェー EISCATスバールバルレーダー観測実施のため







氏名 所属・職 国名 目的出張期間
真壁　竜介 特任研究員 H20.1.28 ～ H20.2.29 南アフリカ
オーストラリア
白鳳丸に乗船し南極海の環境変動を調査するため
野木　義史 准教授 H20.1.28 ～ H20.2.29 南アフリカオーストラリア 白鳳丸 KH07-4-Leg3 観測航海乗船
笠松　伸江 助教 H20.1.28 ～ H20.3.27 オーストラリア 白鳳丸に乗船し南極海の環境変動を調査する、DMSと動物プランクトンに関する実験・解析
塩原　匡貴 准教授 H20.3.9 ～ H20.3.15 米国 第18回大気放射観測計画科学者会議出席
大村　纂 客員教授 H20.2.6 ～ H20.2.18 イスラエルスイス
イスラエル基調講演および放射研究･モニター
指導
金尾　政紀 助教 H20.2.12 ～ H20.2.17 米国 IPY国際共同研究打合せ、IRIS/PASSCAL機器管理センター視察
山内　恭 教授 H20.2.13 ～ H20.2.18 スイス 二国間交友事業セミナー出席
行松　彰 助教 H20.2.14 ～ H20.3.15 英国 SUPERDARN観測・解析研究に関する共同研究
内田　雅己 助教 H20.2.15 ～ H20.3.1 ノルウェー 氷河後退域の土壌微生物に関する調査
船木　實 准教授 H20.2.24 ～ H20.3.14 インド ローナークレータ衝撃磁気研究と地質調査所共同研究
小川　泰信 講師 H20.3.2 ～ H20.3.14 ノルウェー EISCATレーダーに関する研究打合せ及び資料収集のため




佐藤　夏雄 教授 H20.3.2 ～ H20.3.5 中国 オーロラ共同観測に関する打ち合わせ
小川　泰信 講師 H20.3.2 ～ H20.3.14 ノルウェー 欧州非干渉散乱（EISCAT)レーダーによる特別実験の実施
神田　啓史 教授 H20.3.25 ～ H20.4.4 ロシア ASSWにLASC評議会のメンバーとして諸会議に参加
Daniel J Dunkey 特任研究員 H20.3.5 ～ H20.3.14 オーストラリア SHRIMPの測定技術に関する討論
Simon Harley 外国人客員教授 H20.3.28 ～ H20.4.6 中国 講演及び研究打合せ
2）海外研修旅行
氏名 所属・職 国名 目的





第 48 次 越冬隊 
出張期間 
平成 19 年 4 月 1 日 
～平成 20 年 3 月 27 日 
(出発日は平成 18 年 11 月 28 日) 
第 49 次 越冬隊 
出張期間 
平成 19 年 11 月 28 日 
～平成 20 年 3 月 31 日 
(帰国日は平成 21 年 2 月 24 日) 
 
第 49 次 夏隊 
出張期間 
平成 19 年 11 月 28 日 
















































































































藤田 秀二 出張期間 平成 19 年 10 月 30 日～平成 20 年 2 月 9日 准教授 
谷口 和幸 出張期間 平成 19 年 10 月 30 日～平成 20 年 2 月 9日 技術職員 
 
セールロンダーネ山地地学調査 
外田 智千 出張期間 平成 19 年 11 月 18 日～平成 20 年 2 月 9日 助教 









(1)氏名 イングリット サンダール (Ingrid Sandahl) 
  所属・職 スウェーデンスペース物理研究所・教授（スウェーデン） 
   招へい期間 平成 19 年 4 月 1日～平成 19 年 6 月 30 日 
   研究課題  ALIS-REIMEI-EISCAT 会合観測で得られた多点観測データによる 
  オーロラ微細構造とダイナミックスの研究 
   受入研究部門等 研究教育系宙空圏研究グループ 
(2)氏名 サイモン ハーレー（Simon Harley） 
   所属・職 エジンバラ大学・教授（イギリス） 
   招へい期間 平成 20 年 3 月 8日～平成 20 年 6 月 7日 
   研究課題 南極産超高温変成岩類の新たな理解に向けて 
   受入研究部門等 教育研究系地圏研究グループ  
     
2）日本学術振興会外国人招へい研究者 




平成 19 年 
6 月 4 日～6 月 9 日 Jeffrey Grossman 米国・アメリカ航空宇宙局(NASA)ジョンソンスペースセンター・研究員 
6 月 3 日～6 月 9 日 Denton Ebel 米国・アメリカ自然史博物館・研究員 
6 月 4 日～6 月 7 日 Alan Rice 米国・アメリカ自然史博物館・研究員 
6 月 4 日～6 月 7 日 Timothy Jull 米国・アリゾナ大学・教授 
6 月 4 日～6 月 16 日 Laurence Nyquist 米国・アメリカ航空宇宙局(NASA)ジョンソンスペースセンター・研究員 
6 月 4 日～6 月 7 日 Kevin Rihter 米国・アメリカ航空宇宙局(NASA)ジョンソンスペースセンター・研究員 
6 月 4 日～6 月 7 日 Gordon Mckay 米国・アメリカ航空宇宙局(NASA)ジョンソンスペースセンター・研究員 
6 月 4 日～6 月 7 日 Keiko Messenger 米国・アメリカ航空宇宙局(NASA)ジョンソンスペースセンター・研究員 
6 月 4 日～6 月 7 日 Lindsay Keller 米国・アメリカ航空宇宙局(NASA)ジョンソンスペースセンター・研究員 
6 月 4 日～6 月 7 日 廣井 孝弘 米国・ブラウン大学・研究員 
6 月 4 日～6 月 7 日 Bingkui Miao 中国・ギリン工科大学・准教授 
6 月 4 日～6 月 7 日 Arnold Gucsik ドイツ・マックスプラン研究所・研究員  
6 月 4 日～6 月 7 日 Byeon-Gak Choi 韓国・韓国国立大学・ 准教授 
6 月 4 日～6 月 7 日 Jong Ik Lee 韓国・韓国国立大学・研究員 
6 月 4 日～6 月 7 日 Szaniszlo Berczi ハンガリー・エトボス大学・教授 
6 月 4 日～6 月 7 日 Szabolcs Nagy ハンガリー・エトボス大学・研究員 
6 月 4 日～6 月 7 日 Henrik Haigitai ハンガリー・エトボス大学・研究員 
6 月 4 日～6 月 7 日 Aktos Kereszturi ハンガリー・エトボス大学・研究員 
7 月 20 日～7 月 26 日 Sumazly Sulaims マレーシア・マレーシアトレンヌガ大学・研究員 
7 月 22 日～7 月 27 日 Zhang Bei-Chen 中国・中国極地研究所・教授 
8 月 22 日～8 月 26 日 Prakash P Kotwal インド・All India Institute of Medical Sciences・教授 
8 月 24 日～8 月 28 日 Kyung Nam Koh 韓国・亜州大学病院救急医療センター・教授 
8 月 24 日～8 月 27 日 JIN Wei 中国・武漢大学中南医院・教授 
10 月 17 日～10 月 19 日 Somnath Dasgupta インド・Induan Insutitute of Science Education & Resarch・教授 
11 月 17 日～11 月 25 日 Johan Strom スウェーデン・教授 
平成 20 年   
1 月 14 日～1 月 22 日 松岡 健一 米国・ワシントン大学 准教授 
1 月 14 日～2 月 1 日 Suchana Chavanich タイ・チュラロンコン大学・准教授 
3 月 21 日～3 月 28 日 Francois Forme フランス・CESR・教授 
3 月 21 日～3 月 26 日 Olaf Amm フィンランド・FMIS・シニア研究員 
3 月 21 日～3 月 29 日 Ingrid sandahl スウェーデン・スウェーデン宇宙科学研究所・教授 
3 月 22 日～3 月 29 日 臼杵 直 中国・Institute of Earth Sciences Academia Sinica・研究員 
3 月 21 日～3 月 26 日 Cesar La Hoz ノルウェー・トロムソ大学・教授 
3 月 22 日～3 月 29 日  Bjorn Gustavsson  ノルウェー・トロムソ大学・ポスドク 





所 長            氷河気候学    理博   藤 井 理 行 
副所長（総括・研究教育担当） 磁気圏物理学   理博   佐 藤 夏 雄 
副所長（極域情報担当）    地質学      理博   本 吉 洋 一 




グループ長・教 授      超高層物理学   工博   山 岸 久 雄 
教 授            超高層物理学・  工博   麻 生 武 彦 
               電子応用計測学 
教 授            磁気圏物理学   理博   佐 藤 夏 雄 
准教授            磁気圏物理学   理博   門 倉   昭 
准教授            超高層物理学   理博   田 口   真 
准教授            プラズマ物理学  理博   宮 岡   宏 
准教授            大気物理学    工博   堤   雅 基 
講 師            電離圏物理学   理博   小 川 泰 信 
助 教            プラズマ物理学  工博   岡 田 雅 樹 
助 教            磁気圏物理学   理博   行 松   彰 
助 教            中層大気科学   理博   冨 川 喜 弘 
 
気水圏研究グループ 
グループ長・教 授      地球化学     理博   神 山 孝 吉 
教 授            大気物理学    理博   和 田   誠 
教 授            大気物理学    理博   山 内   恭 
教 授            雪氷水文学    理博   本 山 秀 明 
准教授            雪氷学      工博   東   久美子 
准教授            海洋雪氷学    理博   伊 藤   一 
准教授            大気物理学    理博   塩 原 匡 貴 
准教授            雪氷物理学    工博   藤 田 秀 二 
准教授            極域海洋学    理博   牛 尾 収 輝 
助 教            極域大気科学   理博   橋 田   元 
助 教            気候学      学術修  平 沢 尚 彦 
助 教            雪氷学      理博   古 川 晶 雄 
助 教            大気物理学    理博   森 本 真 司 




グループ長・教 授      隕石学      理博   小 島 秀 康 
教 授            地質学      理博   本 吉 洋 一 
教 授            固体地球物理学  理博   澁 谷 和 雄 
教 授            地質学      理博   白 石 和 行 
准教授            測地学      理博   土 井 浩一郎 
准教授            固体地球物理学  理博   野 木 義 史 
准教授            岩石磁気学    理博   船 木   實 
准教授            宇宙化学     学術博  三 澤 啓 司 
助 教            測地学      理博   青 山 雄 一 
助 教            隕石学      理博   今 榮 直 也 
助 教            鉱物学・隕石学  理博   海 田 博 司 
助 教            固体地球物理学  理博   金 尾 政 紀 
助 教            地質学      理博   外 田 智 千 
助 教            第四紀地質学   理博   三 浦 英 樹 
助 教            隕石学      理博   山 口   亮 
 
生物圏研究グループ 
グループ長・教 授      生物海洋学    水産博  小 達 恒 夫 
教 授            植物分類学    理博   神 田 啓 史 
教 授            海洋生態学    水産博  福 地 光 男 
教 授            海洋生態学    農博   渡 邉 研太郎 
准教授            植物生態学    理博   伊 村   智 
准教授            水圏生態学    理博   工 藤   栄 
准教授            植物生態学    理博   髙 橋 晃 周 
助 教            微生物生態学   学術博  内 田 雅 己 
助 教            生物地球化学   理博   笠 松 伸 江 
助 教            衛星海洋学、海洋 水産博  飯 田 高 大 
               光学、海洋生態学 
 
極地工学研究グループ 
グループ長・教 授      極地設営工学   理博   鮎 川   勝 
助 教            ブラズマ物理学  理博   菊 池 雅 行 
 
特任教員 
理修   鈴 木 秀 彦 
理博   大 村   纂 
 
特任研究員 
理博   髙 崎 聡 子 
理博   平 林 幹 啓 
農博   五 味 泰 史 
理博   中 岡 慎一郎 
理博   永 島 祥 子 
理博   鈴 木 香寿恵 
理博   上 野   健 
理博   渡 井 智 則 
理博   真 壁 竜 介 
理博   倉 元 隆 之 
学術博  三 宅 隆 之 
理博   福 井 幸太郎 
学術博  河 野 美 香 




センター長（兼務）                    小 島 秀 康 
教 授（兼務）                      本 山 秀 明 
准教授（兼務）                      三 澤 啓 司 
准教授（兼務）                      東   久美子 
准教授（兼務）                      藤 田 秀 二 
准教授（兼務）                      髙 橋 晃 周 
助 教（兼務）                      今 榮 直 也 
助 教（兼務）                      海 田 博 司 
助 教（兼務）                      川 村 賢 二 
助 教（兼務）                      山 口   亮 
助 教（兼務）                      外 田 智 千 
 
極域データセンター 
センター長（兼務）                    白 石 和 行 
准教授（兼務）                      宮 岡   宏 
准教授（兼務）                      門 倉   昭 
助 教（兼務）                      青 山 雄 一 
助 教（兼務）                      岡 田 雅 樹 
助 教（兼務）                      金 尾 政 紀 
助 教（兼務）                      菊 池 雅 行 




センター長（兼務）                    鮎 川   勝 
教 授（兼務）                      小 達 恒 雄 
教 授（兼務）                      神 山 孝 吉 
教 授（兼務）                      本 山 秀 明 
准教授（兼務）                      伊 村   智 
准教授（兼務）                      田 口   真 
准教授（兼務）                      土 井 浩一郎 
准教授（兼務）                      牛 尾 収 輝 
助 教（兼務）                      飯 田 高 大 
 
北極観測センター 
センター長（兼務）                    神 田 啓 史 
教 授（兼務）                      山 内   恭 
准教授（兼務）                      伊 藤   一 
准教授（兼務）                      堤   雅 基 
講 師（兼務）                      小 川 泰 信 
助 教（兼務）                      内 田 雅 己 
 
広報室 
広報室長（兼務）                     本 吉 洋 一 
広報室副室長（兼務）                   小 島 秀 康 
 
国際企画室 
国際企画室長（兼務）                   山 内   恭 
教 授（兼務）                      渡 邉 研太郎 
 
情報図書室 
情報図書室長（兼務）                   澁 谷 和 雄 
 
事 務 
管理部長                         鈴 木   英 
総務課長                         安 斎 純 一 
会計課長                         中 西   満 
事業部長                         宮 下 貴 志 
企画課長                         長 坂 悦 朗 
極地設営室長                       石 沢 賢 二 
 
観測施設 
昭和基地長（兼務）                    牛 尾 収 輝 
みずほ基地長（兼務）                   牛 尾 収 輝 
あすか基地長（兼務）                   牛 尾 収 輝 
ドームふじ基地長（兼務）                 牛 尾 収 輝 
2）人事異動   
平成 19 年 4 月 1 日   
【採用】   
研究教育系助教 冨 川 喜 弘  
研究教育系助教 飯 田 高 大  
【転入】   
研究教育系助教 川 村 賢 二 （東北大学理学部助手） 
事業部企画課長 長 坂 悦 朗 （国文学研究資料館管理部事業課長） 
管理部会計課施設係長 飯 田 智 子 （大阪大学施設部管理課保全第二係長） 
管理部総務課学術振興 小 濱 広 美 （新居浜工業高等専門学校総務課主任） 
管理部会計課総務係主任 平 山   均 （国立情報学研究所管理部総務課総務係）
事業部極地設営室技術職員 水 野   誠 （豊橋技術科学大学総務部会計課契約係）
【昇任】   
研究教育系教授 渡 邉 研太郎 （研究教育系助教授） 
研究教育系准教授 牛 尾 収 輝 （研究教育系助手） 
管理部総務課総務係長 吉 岡   博 （管理部総務課総務係主任） 
【配置換】   
研究教育系准教授 門 倉   昭 （研究教育系助教授） 
研究教育系准教授 田 口   真 （研究教育系助教授） 
研究教育系准教授 堤   雅 基 （研究教育系助教授） 
研究教育系准教授 宮 岡   宏 （研究教育系助教授） 
研究教育系准教授 東   久美子 （研究教育系助教授） 
研究教育系准教授 伊 藤   一 （研究教育系助教授） 
研究教育系准教授 塩 原 匡 貴 （研究教育系助教授） 
研究教育系准教授 藤 田 秀 二 （研究教育系助教授） 
研究教育系准教授 土 井 浩一郎 （研究教育系助教授） 
研究教育系准教授 野 木 義 史 （研究教育系助教授） 
研究教育系准教授 船 木   實 （研究教育系助教授） 
研究教育系准教授 三 澤 啓 司 （研究教育系助教授） 
研究教育系准教授 伊 村   智 （研究教育系助教授） 
研究教育系准教授 工 藤   栄 （研究教育系助教授） 
研究教育系准教授 髙 橋 晃 周 （研究教育系助教授） 
研究教育系助教 岡 田 雅 樹 （研究教育系助手） 
研究教育系助教 行 松   彰 （研究教育系助手） 
研究教育系助教 橋 田   元 （研究教育系助手） 
研究教育系助教 平 沢 尚 彦 （研究教育系助手） 
研究教育系助教 古 川 晶 雄 （研究教育系助手） 
研究教育系助教 森 本 真 司 （研究教育系助手） 
研究教育系助教 青 山 雄 一 （研究教育系助手） 
研究教育系助教 今 榮 直 也 （研究教育系助手） 
研究教育系助教 海 田 博 司 （研究教育系助手） 
研究教育系助教 金 尾 政 紀 （研究教育系助手） 
研究教育系助教 外 田 智 千 （研究教育系助手） 
研究教育系助教 三 浦 英 樹 （研究教育系助手） 
研究教育系助教 山 口   亮 （研究教育系助手） 
研究教育系助教 内 田 雅 己 （研究教育系助手） 
研究教育系助教 笠 松 伸 江 （研究教育系助手） 
研究教育系助教 加 藤 明 子 （研究教育系助手） 
研究教育系助教 菊 池 雅 行 （研究教育系助手） 
管理部総務課広報係主任 熊 谷 宏 靖 （管理部総務課学術振興係主任） 
管理部総務課人事係 山 口 正 人 （事業部極地設営室） 
【兼務】   
研究教育系宙空圏研究グループ長 山 岸 久 雄  
研究教育系気水圏研究グループ長 神 山 孝 吉  
研究教育系地圏研究グループ長 小 島 秀 康  
研究教育系生物圏研究グループ長 小 達 恒 夫  
研究教育系極地工学研究グループ長 鮎 川   勝  
国際企画室長 山 内   恭  
極域情報系極域科学資源センター教授、 
極域観測系南極観測推進センター教授 
本 山 秀 明  
極域情報系極域科学資源センター准教授 三 澤 啓 司  
極域情報系極域科学資源センター准教授 東   久美子  
極域情報系極域科学資源センター准教授 藤 田 秀 二  
極域情報系極域科学資源センター准教授 髙 橋 晃 周  
極域情報系極域科学資源センター助教 今 榮 直 也  
極域情報系極域科学資源センター助教 海 田 博 司  
極域情報系極域科学資源センター助教 川 村 賢 二  
極域情報系極域科学資源センター助教 山 口   亮  
極域情報系極域科学資源センター助教 外 田 智 千  
極域情報系極域データセンター准教授 宮 岡   宏  
極域情報系極域データセンター准教授 門 倉   昭  
極域情報系極域データセンター助教 青 山 雄 一  
極域情報系極域データセンター助教 岡 田 雅 樹  
極域情報系極域データセンター助教 金 尾 政 紀  
極域情報系極域データセンター助教 菊 池 雅 行  
極域情報系極域データセンター助教 平 沢 尚 彦  
極域観測系南極観測推進センター教授 小 達 恒 夫  
極域観測系南極観測推進センター教授 神 山 孝 吉  
極域観測系南極観測推進センター准教授 伊 村   智  
極域観測系南極観測推進センター准教授 田 口   真  
極域観測系南極観測推進センター准教授 土 井 浩一郎  
極域観測系南極観測推進センター准教授 牛 尾 収 輝  
極域観測系南極観測推進センター助教 飯 田 高 大  
極域観測系北極観測センター教授 山 内   恭  
極域観測系北極観測センター准教授 伊 藤   一  
極域観測系北極観測センター准教授 堤   雅 基  
極域観測系北極観測センター講師 小 川 泰 信  
極域観測系北極観測センター助教 内 田 雅 己  
国際企画室教授 渡 邉 研太郎  
広報室助教 加 藤 明 子  
   
平成 19 年 6 月 30 日   
【転出】   
東京大学生産技術研究所経理課係長 是 枝 龍 哉 （管理部会計課用度係長） 
東京大学生産技術研究所総務課係長 関     豊 （管理部会計課資産管理係長） 
   
平成 19 年 7 月 1 日   
【昇任】   
事業部企画課専門員兼企画係長 大 塚 英 明 （事業部企画課企画係長） 
管理部会計課用度係長 浅 草 澄 雄 （管理部会計課用度係主任） 
事業部企画課業務係長 石 井 要 二 （事業部企画課業務係主任） 
【配置換】   
管理部会計課資産管理係長 外 内   博 （事業部企画課環境企画係長） 
事業部企画課環境企画係長 森 田 知 弥 （事業部企画課業務係長） 
   
平成 19 年 10 月 25 日   
【兼務】   
広報室副室長 小 島 秀 康  
   
平成 19 年 12 月 1 日   
【昇任】   
管理部総務課広報係長 熊 谷 宏 靖 （管理部総務課広報係主任） 
事業部企画課企画係長 大 下 和 久 （事業部企画課企画係主任） 
   
平成 20 年 1 月 22 日   
【兼務免】   
 福 地 光 男 （副所長（極域観測担当）、総括副所長） 
   
平成 20 年 1 月 23 日   
【兼務】   
総括副所長 佐 藤 夏 雄  
副所長（極域観測担当） 白 石 和 行  
   
平成 20 年 3 月 6 日   
【辞職】   
 加 藤 明 子 （研究教育系助教） 
   
平成 20 年 3 月 31 日   
【定年退職】   
 麻 生 武 彦 （研究教育系教授） 
 鮎 川   勝 （研究教育系教授） 
 安 斎 純 一 （管理部総務課長） 
 柴 野 浩 成 （管理部会計課専門員） 
【辞職】   
 田 口   真 （研究教育系准教授） 
【転出】   
北海道大学企画部長 鈴 木   英 （管理部長） 
東京海洋大学経理課長 中 西   満 （管理部会計課長） 
千葉大学医学部附属病院総務課人事係員 山 口 正 人 （管理部総務課人事係員） 
 
3）研究者の流動性
（ ）極地 教官と 在職年数（職種 ）1 研 しての 別
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(2) 客員研究部門 
                           
区分 
年度 
教授 助教授 計 
  昭和 48 1 1 2 
   49 2 2 4 
   50 3 5 8 
   51 2 4 6 
   52 0 4 4 
   53 5 3 8 
   54 5 5 10 
   55 4 5 9 
   56 5 4 9 
   57 5 4 9 
   58 5 5 10 
   59 7 5 12 
   60 6 6 12 
   61 6 6 12 
   62 6 6 12 
   63 5 7 12 
  平成 元 5 7 12 
    2 6 6 12 
    3 6 6 12 
    4 6 6 12 
    5 5 7 12 
    6 5 7 12 
    7 5 7 12 
    8 6 6 12 
    9 6 6 12 
   10 6 6 12 
   11 6 6 12 
   12 6 6 12 
   13 5 7 12 
   14 7 7 14 
   15 8 6 14 





(3) 外国人客員研究部門  






  昭和 53   1 1 
   54   1 1 
   55   1 1 
   56   2 2 
   57   3 3 
   58   2 2 
   59   3 3 
   60   2 2 
   61   2 2 
   62   2 2 
   63   2 2 
  平成 元 1  2 3 
    2 1  1 2 
    3 1  4 5 
    4 1  4 5 
    5 1  3 4 
    6 1  2 3 
    7 2  1 3 
    8 2  1 3 
    9 1  2 3 
   10 2  2 4 
   11 3  2 5 
   12 1  3 4 
   13 4  4 4 
   14 0  3 3 
   15 0  4 4 
   16   2 2 
   17   1 1 
   18   3 3 




                        平成 20 年 3 月 31 日現在 
年度 退職者等の数 官職（人数） 
補 充 方 法 
採用 転入 昇任 
 昭和 48      
49      
50      
51 1 助教授（1）  1  
52      
53      
54 1 助手（1） 1   
55      
56 1 教授（1）   1 
57      
58      
59 2 所長 教授（1）   2 
60 1 教授（1）  1  
61 1 助教授（1）   1 
62   
63 1 所長   1 
平成元      
2 1 助教授（1） 1   
3      
4 4 教授（1） 助手（3） 3  1 
5 3 教授（1） 助手（2） 3   
6 2 所長 助教授（1） 1  1 
7 2 助教授（1） 助手（1） 1 1  
8 2 教授（1） 助手（1） 1  1 
9      
10      
11 2 教授（1） 助手（1）   1 
12 1 所長 教授（1）   2 
13 1 教授（1） 1   
14     1 
15 2 助手（2） 1  2 




1   




2  2 
7．研究所日誌 
 
平成 19 年 
  4 月  2 日  教員会議、教授会議 
  3 所長室会議  
   4 南極観測新世代計画特別委員会 
 南極観測委員会 
   5 総研大・入学式  
   6 南極観測隊支援連絡会 
   機構・事務協議会 
  10 財務省稲垣主査視察 
 12    所長室会議 
         所内研究委員会 
 13    しらせ帰港（晴海埠頭） 
      国際企画委員会 
    機構・研究所長会議 
    機構・臨時役員会議 
 観測隊帰国報告会・歓迎会 
 17    移転委員会 
 総研大・専攻長会議 
 18    文部科学省学術機関課への所管事項説明 
 19    財務委員会 
 24    広報企画委員会 
 26    総研大・専攻委員会 
      所長室会議 
 27 研究所会議 
   5 月  8 日 南極観測隊支援連絡会 
総研大・運営会議 
    11    機構・事務協議会 
    14    教員会議、教授会議 
    15    機構・研究所長会議 
    17    所長室会議 
         総研大・専攻長会議 
         機構・総合企画室（評価担当者）打合会 
    25    安全衛生委員会 
         研究所会議  
    28    南極観測委員会 
         編集委員会 
         機構・総合企画室（評価担当者）打合会 
         臨時所長室会議 
    29    機構・知的財産形成委員会 
   30    機構・融合研究会議 
    所長室会議 
 31 総研大・専攻委員会 
      財務委員会 
  6 月  1 日   南極設営シンポジウム 
         機構・事務協議会 
    4    教員会議、教授会議 
         南極地域観測 50 周年事業実行委員会 
    5    南極隕石シンポジウム（～7日） 
   南極観測隊支援連絡会 
 機構・研究所長会議 
      6    南極観測評価委員会 
      7    南極観測審議部会 
 運営会議 
      8    極地観測隊員健康判定委員会 
    11    人事会議 
 総研大、教育研究評議会 
    14    所長室会議 
    15    南極研究観測シンポジウム 
         総研大・専攻長会議 
    18    広報企画委員会 
    19    機構・経営協議会 
    20    南極地域観測統合推進本部総会 
    21    南極観測委員会 
         中高生南極北極オープンフォーラム実行委員会 
    22    機構・教育研究評議会／役員会 
    25    第 49 次観測隊夏期総合訓練（菅平）（～29 日） 
         総研大・専攻委員会 
    27    研究所会議 
 所長室会議 
    29   機構・事務協議会   
   7 月   2 日   教員会議、教授会議 
         安全衛生委員会 
      3    南極観測新世代計画特別委員会 
  機構・研究所長会議 
  4    第 49 次南極観測隊 隊員室開き 
  5    所長室会議 
     隊長等選考委員会 
  6    南極観測隊支援連絡会 
 大学共同利用機関協議会幹事会 
  9    広報委員会 
    11    会計検査院実地検査 
         総研大・運営会議 
    12    情報図書委員会 
    17    総研大・専攻長会議 
 23    極域宙空圏シンポジウム（～24 日） 
      南極観測委員会 
 25    南極観測新世代計画特別委員会所内公聴会 
      南極隕石研究委員会 
 26    南極観測新世代計画特別委員会 
 所長室会議 
 第 1 回五者連絡会議 
 27    研究所会議 
 28    医療分科会 
 30    南極地名委員会 
 31    隊長等選考委員会 
      広報企画委員会 
      機構・総合企画室（評価担当者）打合会      
  8 月  7 日   南極観測隊支援連絡会 
      9    隊長等選考委員会  
    24    第 49 次観測隊全員打合会 
 25    南極医学研究集会 
 28    人事会議 
 30    所長室会議 
      財務委員会 
 31    機構・事務協議会 
  9 月  1 日 第 48 次越冬隊員家族懇談会 
  3    教員会議、教授会議 
     科学研究費補助金説明会 
  4    総研大・専攻委員会 
         機構・研究所長会議 
      5    移転委員会 
    総研大・運営会議 
  6    南極観測隊支援連絡会 
      7    管理運営戦略タスクフォース   
 10    総研大・専攻長会議 
 12    施設設備委員会 
 13    所長室会議 
      サイボウズ運用説明会 
 14    総研大・複合科学研究科教授会 
 18    広報企画委員会 
 19    南アフリカ共和国大使館大使来所 
      知的財産委員会 
 編集委員会 
 20    人事会議 
 21    広報戦略タスクフォース 
 25    総研大・専攻委員会 
 26    人事・財務戦略タスクフォース      
    27    自己点検評価委員会 
    28    研究所会議 
         逢坂衆議院議員視察 
         総研大・学位記授与式（葉山） 
  10 月  2 日  第 49 次観測隊全員打合せ会 
 第 49 次観測隊壮行会 
  4    全国共同利用連携委員会 
  9    教員会議、教授会議 
    南極観測隊支援連絡会 
     人事・財務戦略タスクフォース 




    11    機構内移転 2機関連絡会 
         総研大・運営会議 
 所長室会議 
 総研大・入学式（葉山） 
    12    機構・事務協議会 
         機構・総合企画室（研究企画担当者）打合会 
    15    大学共同利用機関協議会総会 
 第 2 回五者連絡会議 
 16    安全衛生委員会 
 機構・研究所長会議 
 17    南極観測新世代計画特別委員会所内公聴会 
      中高生南極北極オープンフォーラム審査委員会 
 18    極域地学シンポジウム（～19 日） 
 19    南極観測評価委員会 
 22    南極観測新世代計画特別委員会 
 24    南極観測審議部会 
      防火・防災訓練 
      研究所会議 
    25    所長室会議 
      運営会議 
         機構・総合企画室（評価担当者）打合会 
    26    総研大・専攻委員会 
         広報戦略タスクフォース 
    30    第 49 次観測隊（日本―スウェーデン共同観測隊）出発（成田） 
    31    人事会議 
         南極地域観測統合推進本部外部評価委員会          
  11 月  2 日 機構・事務協議会 
      5    教員会議、教授会議 
         松永学術機関課研究調整官視察 
      6    南極観測隊支援連絡会 
      7    人事・財務戦略タスクフォース 
         自由民主党改革フォーラム「新しい風」国会議員視察  
      8    平成 19 年度内部監査（実地監査） 
         南極観測組織戦略タスクフォース 
    12    所長室会議 
         中高生南極北極オープンフォーラム実行委員会 
    13    第 49 次観測隊家族への説明会 
 南極地域観測統合推進本部総会・壮行会 
    14    しらせ出航（晴海埠頭） 
         総研大・運営会議 
         国立大学附置全国共同利用研究所・研究センター協議会総会 
         第 49 次観測隊全員打合せ会 
    15    極域生物圏シンポジウム（～16 日） 
         広報戦略タスクフォース 
    18    第 49 次観測隊（セールロンダーネ山地調査隊）出発（成田） 
    20    極域気水圏シンポジウム（～21 日） 
         総研大・専攻長会議 
    26    所長室会議 
    27    人事・財務戦略タスクフォース 
         財務委員会 
    28    立川移転 2機構 3機関事務連絡会 
 第 49 次観測隊出発（成田） 
 29    南極観測新世代計画特別委員会所内公聴会 
         広報戦略タスクフォース 
 30    研究所会議 
         機構・事務協議会 
  12 月  3 日 健康診断(女性) 
         教員会議、教授会議 
   4 健康診断(男性) 
   機構・研究所長会議／臨時役員会 
   5 自己点検評価委員会 
   中高生南極北極オープンフォーラム実行委員会 
   6 広報戦略タスクフォース 
   南極観測隊支援連絡会 
  11 人事・財務戦略タスクフォース 
  12 所長室会議 
 16    中高生南極北極オープンフォーラム 
 17    外部評価委員会 
 18    機構・総合企画室（評価担当者）打合会 
      総研大・専攻長会議 
 19    広報企画委員会 
      南極観測組織戦略タスクフォース 
      広報戦略タスクフォース 
 20    南極観測新世代計画特別委員会 
 21    南極観測委員会 
 25    研究所会議 
      タスクフォース幹事会議 
      移転委員会 
 27    機構・総合企画室（研究企画担当）打合会   
 所長室会議 
 28    仕事納めの会 
平成 20 年 
  1 月  4 日   仕事始め 
  7    仕事始めの会 
         教員会議、教授会議 
      8    機構・融合研究会議 
 機構・事務協議会 
         南極観測隊支援連絡会 
      9    総研大・専攻委員会 
    11    機構・研究所長会議     
 15    総研大・専攻長会議 
    16    立川移転 2機構 3機関事務連絡会 
 18    所長室会議 
         臨時研究所会議 
 21    臨時所長室会議 
 22    機構・臨時役員会 
      機構・経営協議会 
    23    財務委員会 
         編集委員会 
         中高生南極北極オープンフォーラム実行委員会 
    24    安全衛生委員会 
         南極観測委員会 
    25    統合研究員会 
         機構・教育研究評議会／役員会 
    28    総研大・入学者選抜（～29 日） 
         人事会議 
         臨時所長室会議 
    31    研究所会議 
         管理運営戦略タスクフォース職員説明会    
  2 月  1 日   管理運営戦略タスクフォース職員説明会 
 機構・事務協議会 
 機構・総合企画室（評価担当者）打合会 
  4    教員会議、教授会議 
  5    機構・研究所長会議 
  7    所長室会議 
     南極観測隊支援連絡会 
     南極観測委員会 
     オーロラ会 
  9    第 49 次夏隊（日本―スウェーデン共同観測隊）帰国（成田） 
         第 49 次夏隊（セールロンダーネ山地調査隊）帰国（成田） 
 12    総研大・専攻委員会 
 13    所長室会議 
 15    総研大・専攻長会議 
 19    南極観測実施責任者評議会(COMANP)事務局長講演会 
 20    所長室会議 
 21    所長室会議 
      定常観測連絡会 
      南極観測新世代計画特別委員会所内公聴会 
 22    総研大・複合科学研究科教授会 
 25    顧問会議 
 26    所長室会議 
      広報企画委員会 
      安全衛生委員会 
      人事会議 
 27    臨時所長室会議 
      南極観測新世代計画特別委員会 
 28    所長室会議 
      機構・総合企画室（研究企画担当）打合会 
 29    研究所会議 
      機構・事務協議会 
         大学共同利用機関協議会評価検討委員会 
         臨時南極観測委員会 
  3 月 3 日   第 50 次南極地域観測隊冬期総合訓練（乗鞍高原、～3月 7日） 
      4    機構・研究所長会議 
      6    全国共同利用連携委員会 
    10    教員会議、教授会議 
         所長室会議 
         利益相反委員会 
    11    運営会議（明治記念館） 
    12    総研大・専攻委員会 
 南極観測隊支援連絡会 
 13    アジア極地科学フォーラム（AFoPS）(科博～14 日) 
 17    安全衛生委員会 
      麻生教授・鮎川教授退職記念講演会 
 18    南極観測委員会 
      機構・融合研究会議 
      大学共同利用機関協議会広報ＷＧ 
 19    総研大・学位記授与式（葉山） 
      財務委員会 
 21    南極地名委員会 
      国際企画委員会 
      職員給与規程等の改正に関する説明会 
 24    氷床コア研究委員会 
      施設整備委員会 
      機構・経営協議会 
      南極隕石研究委員会 
      非干渉散乱レーダ委員会 
 25    機構・教育研究評議会／役員会 
      総研大・専攻長会議 
 27    所長室会議 
      事務系離任式 
      第 48 次越冬隊、第 49 次夏隊帰国（成田） 
 28    研究所会議 
 31    事務系離任式 
      南極観測新世代計画特別委員会 
